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前がたり







　そいつと、初めて会ったのはいつのことだったか……

　確か、ラプチュリカの虐ぎや殺くさつに加担し、特務兵として使いものにならないと判断されて、少しした頃ころだったと思う。

　急きゆう遽きよ編成された猟りよう兵へい機き部隊――とにかく、猟兵機なんていう、今まで存在しなかった運用方式の兵器を扱あつかえる者が足りなかったため、俺おれみたいな者にさえお呼びがかかった。

　今思えば、隊長……ソフィアねえさんの引きもあったのかもしれない。

　この時期、俺は、とにかく人と接するのが苦痛だった。

　今でも、人付き合いは得意な方じゃないが、この頃は、もっと酷ひどかった。

　人と話しても、人の顔を見ても、人に見られても、どこか、怖こわかった。

　自分という人間のフリをした怪かい物ぶつが、人間たちの群れの中に、混ざり込んでいるような感覚に襲おそわれたのだ。

　人と接するのが、怖かった――

　だからなのだろう。

　人じゃないものとの出会いは、俺には一種、救いだった。




「はじめまして。ルート・ランガート准じゆん尉い」




　番号順にあてがわれた、量産兵器のコクピットの中で、俺はそいつに出会った。

　人間でない、人間の言葉を話すもの。

　こいつにとっては、俺も、それ以外の人間も変わりない。

　そう思うと、気が晴れたのか、少しだけまともに話せる相手になった。




「よろしくな、お前が今日から、俺の相棒か」




　そんなふうに、気軽に言葉を返すことが出来た。

　シートの調整から始まり、レバーやペダルの位置を確かく認にん、そしてシステムの立ち上げを行う。

　最後に、俺にこいつの名前を決めろと言われた。

　しばし、考える。

　犬いぬ猫ねこの名を付けるのとは異なる。

　これから先、命を預ける相手に付けるのだ。

　なんという名にしたものかと考えた。

　出てきたのは――




「アーヴェイ……っていうのは、どうだ？」




　何という意味だったか……そうだ、古い言葉で、「こんにちは」とか「おめでとう」という意味だ。祝福の言葉だ。

　我ながら、なんとも皮肉な名前をつけたものだと、あとで思った。

　戦場を疾しつ駆くする者にとっての「こんにちは」？

　砲ほう火かを放ち、陣じん地ちを蹂じゆう躙りんする者に「おめでとう」？

　死神だって、もう少しマシな名を名乗るだろう。

　だがなぜかそうしたかった。

　それはもしかして、俺の願いだったのかも知れない。

　俺のような怪物に乗られてしまう、この機械人形が、いつの日か、何かのはずみで、何かの手て違ちがいで、素す晴ばらしい出会いの祝福が得られるように、と――

　それが俺の、こいつとの、アーヴェイとの、そして――スヴェンとの出会いだった。







序章







「人生は思いがけないことが起こる」――使い古された言葉である。

　そんなことは皆わかっていながら、この言葉を口にする。

　きっと千年前の人間もそうだったろうし、千年後の人間もそうだろう。

　真理というものは、そういうものなのだろう。

　古の音楽家は「運命はこのように扉とびらを叩たたく！」と、偉い大だいなる名曲を残した。

　だが実際はそんなことはない。

　そんなに、礼れい儀ぎ正ただしくない。

　ノックの一つもしやしない。

　いつだっていきなり、唐とう突とつに、やってくるのだ。

　そう、それこそ、いきなり空からおっさん二人が現れる、というように……




「ここは……どこだ？」

「おやおや、これはまた……なんともはや」

　スヴェンの父を名乗る者にして、大国ノアの将軍であった、ダグラス・マイッツァーの、来訪と帰き還かん、機械兵たちの襲しゆう撃げきと、ソフィアらの救きゆう援えん。

　なんやかんやが怒ど涛とうのごとく起こって、まさにそのままの意味で戦場の有様となった、オーガンベルツのパン屋、トッカーブロートに、またしても来訪者が現れた。

　いきなり、降って湧わいたように現れた。

「貴様は……ダイアン!?　なんで……なんでぇ!?」

　ルートの元上官、ワイルティア公国少しよう佐さ、ソフィア・フォン・ルンテシュタットは、たちの悪い白昼夢を見ているような顔と、声で、言った。

「ブリッツドナー少佐!?　何なに故ゆえに!?」

　トッカーブロートの看かん板ばん娘むすめ、スヴェンと同じく、王立兵器開発局で作られた、人間型猟兵機の少女、レベッカ・シャルラハートは、神の降臨を目まの当あたりにした聖職者のような顔と、声で、言った。

　現れたのは、「魔ま導どう師し」とも称しようされる天才科学者のダイアン・フォーチュナーと、「紅ぐ蓮れんの鷹たか」とも恐おそれられたワイルティアの英えい雄ゆう、ブリッツドナーであった。

　彼かれらがなぜここにいるか。

　とある事情で窮きゆう地ちに立たされ、そこから撤てつ退たいするために、特とく殊しゆな方法を用いたところ、ここに出てしまった、という感じである。

「ふぅむ……こりゃまたなんとも……なるほど、ハヌッセンさんの転移魔ま法ほうが妙みような効果を発揮しましたね」

　うそぶくダイアン。

　彼らをここに飛ばした特殊な方法とは、「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し」ハヌッセンの業である。

　彼かの女じよは、正真の、本物の「魔法」を使う。

　以前に、ルートもその経験をした。

　次元を歪ゆがめ、遥はるか遠い地に、ものを飛ばす。

　その際、飛ばされるものが、「物」であれば問題はないのだが、「者」であったばあい、その者の思考が、歪められた次元に影えい響きようを及およぼす。

「いやぁ、ついうっかり、いつもいつでもどこででもソフィアさんのことを考えていたもんで、奇き跡せきを起こしちゃったみたいですねぇ！」

「言っている意味が全くわからんがぶっ飛ばすぞ貴様ァ！」

　二つ名の〝魔導師〟よりも〝道どう化け師し〟の方が「らしい」と言われることでおなじみのダイアン。

　過程をすっ飛ばしての放言は、ソフィアを怒おこらせる形でしか働かなかった。

「なにが……起きてますの……？」

　ただただ困こん惑わくする者の中に、スヴェンもいた。

　つい今しがた、彼女には、自身の存在を揺ゆるがせるほどの出来事があった。

　そのショックも覚めやらぬままに、現れたのは久方ぶりに会うダイアンである。

　人間型猟兵機の演算能力でも追いつかない話であった。

「あ、ああああ……」

　だが、それは同じ人間型猟兵機の、彼女も、同様であった。

「しょ、少佐……!?　なぜここに……いえ、なぜとか、もうそんなの、どうでも、まったく良い感じでして……あわわわわわわわ～～!?」

　髪かみも目も、纏まとう服すら紅の少女、レベッカ。

　彼女もまた、スヴェンと同じく、機械の体を持つ人造人間であり、かつて、目の前のブリッツドナーの愛機であった存在である。

　ダイアンの軽口ではないが、寝ねても覚めてもおはようからお休みまで、いつも思っていた「主さま」を前に、日ひ頃ごろクールな彼女は、まともに言葉も紡つむげぬほど混乱していた。

「シャルラハート……なんでお前……ってかオイ、ここはどこだ？」

「こ、ここは！　オーガンベルツでありますでございましゅ！」

　たとえどれだけ混乱していても、主の問いかけには答える。

　だがちょっと噛かんだ。

「オーガンベルツだと……ってこたぁオメェ……」

　戸と惑まどうブリッツドナーの視線が、周囲を見み渡わたす。

　いるのは、レベッカであり、ダイアンを締しめ上あげているソフィアであり、呆ぼう然ぜんとしているルートとスヴェンであり、わけがわからないという顔のヒルダと、そのヒルダに頬ほおずりをしているリーリエであり、そして……

「ジェ……コブ……か？」

　十を少し回った程度の少年、ジェコブであった。

「え……？」

　困惑するジェコブ。

　当然である。

　いきなり現れた男が、なのにどこかで見覚えのある顔の男が、その見覚えとは毎朝鏡で見ている自分の顔に似ているという顔の男が、まるで、そうまるで――父親のような顔で、自分を見つめているのだ。

「ジェコブくん……その、この方は……」

　その空気を察し、レベッカはいかにすべきか、今までとはまた違ちがった意味で困惑する。

　ジェコブは、自分の父親のことを、ほとんど知らない。

　彼の母親も、彼の祖父も、彼の友人であるルートも、知っていたが、彼には話していない。

　大人びているが、それでもまだ幼い彼に、「自分の父親が生きていて、公国軍最強とさえ言われたエースパイロットだ」という事実は話していない。

　それは、レベッカも同様であった。

「あの――」

「もしかして……」

　レベッカに、ジェコブが問う。

「この人、僕ぼくの父親的な人？」

　ジェコブはやはり、聡そう明めいであった。

　ひと目見て、そして周りの反応を見て、それだけの手がかりで、直感的に答えにたどり着いた。

「あ、その、えっと……久し……いや、違うな、なんて言やいいのかな？」

　かつて、オーガストの自律戦車部隊十二機を三分でスクラップに変えた男であるブリッツドナーは、言葉を選べないでいた。

　彼は、ジェコブのことは知っていた。

　こっそりと、たまにではあるが、彼と、彼の母親――自分の恋こい人びとのことを遠目から見に来ていた。

　しかし、生存は知らせたこともなく、面と向かって相対したことはない。

　親子でありながら、ジェコブにとっては、間ま違ちがいなく、初対面なのだ。

「その、あの………」

　初対面の我わが子こに、なんと言えばいいのかわからぬブリッツドナーであったが、その彼に、彼の息むす子こは、短い言葉を返す。

「ないわー」

「え!?」

　淡たん々たんとした口調であった。

　それどころか、「がっかりだ」と言わんばかりの口調であった。

「な、ない………って？」

　呆然とするブリッツドナー。

「ジェコブ……くん？」

　困惑するレベッカ。

「ない、これはない。ダメダメダメダメ」

　とてつもなく軽く、それでいて断固とした意思を込めつつ、ついでに言えば、両手で「×」を作りながら、ジェコブは言う。

　言いながら、そそくさと後ずさり始める。

「ルート？」

　固まっている初対面の父親をよそに、この場所の主、友人であるルートに声をかける。

「悪いんだけどさ、僕、もう帰るわ。ごめんね。またなにかあったら言って、僕でできることなら、いくらでも力を貸すよ」

　いつも通りの軽い口調。

　いつも通り過ぎて、不気味さすら感じるほどである。

「あ、ああ……」

　なにも言えず、生返事を返すルート。

　そして今度は、スヴェンの方を向く。

「スヴェン、いろいろありがとう。今日はお疲つかれ様さま」

「あ、はい……」

　やはりなにも言えず、生返事を返すスヴェン。

「じゃあ」

　言いたいことは言ったとばかりに、そのままジェコブは立ち去ってしまった。

　初対面の父親、ブリッツドナーの顔を、一いつ切さい見ずに―――

「…………………」

「しょ、少佐……？」

　固まっているブリッツドナーに、レベッカは恐る恐る声をかける。

　彼女の知る中で、この男が、こんな顔をする場面は、初めてであった。

「ないってなんだよ―――――!!」

　絶ぜつ叫きようし、その場に倒たおれ込む〝紅蓮の鷹〟。

「少佐――!!　しっかり、お気をしっかりー!!」

　そんな主を必死で励はげます、紅の少女。

「貴様は私を舐めとんのかコラァ!!」

「あっはっはっ、ソフィアさん愛が強い。愛が痛い。呼吸が出来ない」

　ソフィアに締め上げられ、チアノーゼ反応を見せているダイアン。

「なにがなんだかよくわからないわね。こんな世界で、確かなことは一つだけだと思うの、そう、愛……」

「まて、リーリエ!?　どこ触さわっているお前!?」

　その隣となりで、自分の世界に浸ひたっているリーリエと、彼女の世界に引きずり込まれようとしているヒルダ。

「クエー！」

　なぜかいるペンギン。

「この中で一番まともな人からいなくなっちまいましたわね……」

　混こん沌とん極きわまりない光景を前に、スヴェンはため息を吐いた。

　これが、トッカーブロートの「驚きよう天てん動どう地ちの九日間」の、幕開けであった。







第一章「すれ違いの一日目」







　トッカーブロートはよく壊こわれる。

　スヴェンがこの店に来てからも、窓ガラスが割られたことは何度あったか、銃じゆう撃げき戦せんが行われるわ、狼ろう藉ぜき者ものが押おしかけるわ、挙句の果てには全ぜん焼しようまでした。

　その度に、何度となく再建し、改築し、増築し蘇よみがえってきたこの店は、ある意味で、不ふ屈くつのパン屋と言ってもいいかも知れない。

「さぁてと」

　時間は経たち、夜となり、暗くなった半はん壊かいの店内を眺ながめつつ、スヴェンはつぶやく。

　いずこかの機械兵たちに突とつ如じよとして襲撃を受け、壁かべは壊れ、屋根は破れ、惨さん憺たんたる有様である。

　だが、今回はまだマシな方だ。

　破は壊かいされたのは販はん売ばいスペースのみ、店の奥おくの窯かま場ばはほぼ無傷である。

（修しゆう繕ぜん自体はさほど難しくないですわね）

　パン屋の窯場というのは、実はかなりデリケートな作りである。

　パン作りに際して、イーストを発はつ酵こうさせ、パン生き地じを膨ふくらませ、そのパン生地を窯で焼く。

　そのためには、発酵に適した構造と環かん境きよう、焼しよう成せいに適した窯を用意しなければならない。

　構造には細心の、職人の調整が必要となるのだ。

　それに比べれば、販売スペースは、表に面した「顔」としての役割が主であり、一いつ般ぱん住居とさほど変わらない手間で直すことができる。

　極論で言えば、雨や風を凌しのぐことができれば、テント張りでもなんとかなるのだ。

「大工さんをお呼びしなければなりませんわね」

　もう時間は遅おそいため、今日のところはこのままにするしかない。

「さて……」

　それはそれとして、彼女は現段階の、さしあたっての問題を解決しなければならなかった。

「ううう……うううう……」

　半壊した店の端はしっこで、うずくまってメソメソと泣いているおっさんがいた。

「あのすいません。そろそろお帰り願えませんかしら？」

　呆あきれた顔と声で、泣いているおっさん――ブリッツドナーに言う。

　実の息子に「ない」と言われ立ち去られてしまった彼は、昼過ぎからこの時間まで、ずっとここでたそがれていた。

「何を言うのですスヴェルゲン・アーヴェイ！　悲しむ少佐を前にして、よくそんな物言いが！」

　いるのはブリッツドナーだけではなかった。

　その傍かたわらにあり、ずっと彼を励ましていたレベッカが、非難の声を上げる。

「でも邪じや魔まなもんは邪魔でございますからね？　この時間までそっとしておいて上げただけ、言ったらなんでございますが、かなり気を使ってますわよ」

　爆ばく発はつ音おんや戦せん闘とう音、その他諸もろ々もろの騒さわぎを聞きつけやってきた人々に、あれやこれやと対応し、なんとか穏おん便びんにことを済ませたスヴェン。

　その後ろで延々と泣いているブリッツドナーの姿は、かなり――いやだいぶ、うっとおしかった。

「なんという冷れい酷こくさ……スヴェルゲン！　あなたの血は何色ですか!!」

「あなたと一いつ緒しよで、血なんか流れてないですわよ」

　責めるレベッカに、スヴェンは淡々とした声で返す。

　スヴェンたち人間型猟兵機は、胸部にある動力源、レザニウムリアクターから生み出された膨ぼう大だいな電気を、コンデンサーに蓄たくわえ、動力パイプを通じて、各所の流体パルス機構に伝えることで、人間の筋肉構造と近しい動きを再現している。

　この流体パルス機構に流れている、擬ぎ似じ体液を血というのなら、その色は白である。

「初めて言葉を交かわした我が子に、そっけない扱いを受けて、少佐は傷心の中にあるのですよ！」

「んなこといわれましてもねぇ」

　日頃は冷静沈ちん着ちやくなレベッカだが、ことブリッツドナーと、その息子ジェコブのことになると、我を忘れる。

　それは、スヴェンにとってのルートと同じ。

　自分に〝心〟を与あたえてくれた者たちだからだ。

（むぅ……気持ちはわからないでもないんですけどもね）

　レベッカのブリッツドナーへの思いも、落ち込むブリッツドナーの気持ちも、理解できないわけではない。

　ただ、自分も、人の心配をしていられる状じよう況きようではないと言うだけだ。

「どうしたもんでございましょ……」
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　先の戦闘で、ついに、バレてしまった。

　自分が、人間ではないということが。

（まぁ冷静に考えたら、バレていないほうがおかしいんですわよね……）

　スヴェンの外見は、可か憐れんでか弱い美少女のそれだ。

「バラの花より重いものは持ったことがない」とうそぶいても、通じてしまいそうな儚はかなげな美少女のそれである。

　その姿で今まで彼女が何をしてきたか――

（テロリスト壊かい滅めつさせたり、戦車ぶっ壊したり、機械兵なぎ倒したり、やりまくってきましたものねぇ……）

　普ふ通つうの少女どころか、高度に訓練された歴戦の兵士でも不可能な戦果を、あげまくってきた。

　それでも、ルートは自分のことを、「人間ではないのではないか？」とは言わなかった。

（多分、主さま……とっくに気づいてらっしゃったんでしょうね。でも、聞かないでいてくれた。気づかないふりをしてくれていた。わたくしのために……）

　自分から言おうとしない限り、無理して聞くようなことはしない。

　話せないことには理由があり、理由があるのなら知らないふりをする。

（そういう方ですのよね、大たい尉いは……）

　ルートがそういう人間であることは、スヴェンは知っていた。

　その優やさしさに、甘あまえていたことを痛感する。

　だが、それだけだったのか？と、自分の中に、疑問があった。

（わたくしはもしかして……）

　ふっと湧いた、自分の中の、不条理な心の動きに気づく。

（いや、そんなことは……非合理的すぎますわ……）

　だが、すぐに頭を振ふって、その考えを打ち消す。

　それはあまりにも、ありえなかったから。

（とにもかくにも、もうすぐ主さま、お戻もどりになられますわよね……）

　トッカーブロートを訪おとずれた珍ちん客きやくたち。

　スヴェンの父を名乗った謎なぞの男マイッツァーはすでに立ち去り、ジェコブも家に帰宅した。

　ソフィアは事後処理のためにしばし残るといい、近きん隣りんのワイルティア軍の基地に挨あい拶さつに向かった。

　ヒルダとリーリエと、なぜかいるペンギンの二人と一匹ぴきは、丘おかの上にある、マレーネの教会に厄やつ介かいになることとなった。

　不気味なのは、ダイアンである。

　忘れかけていたが、スヴェンは、ダイアンの統治する、王立兵器開発局を脱だつ走そうした、試験体なのだ。

　その自分を目の当たりにしながら、ダイアンはなにもしようとせず、去っていった。

　ただし、王都ベルンに戻ったのではない。

　近隣の街にあるホテルに、しばし滞たい在ざいするのだという。

（あの方もあの方で、何を考えているんだか……）

　ダイアン・フォーチュナーがなにを考えているかなど、分かる者はどうかしている――などという者もいる。

　それくらいに、考えの読めない男である。

　人間だけでなく、スヴェンやレベッカといった人ならざる者たちでさえ、彼の心中を窺うかがうことを諦あきらめているくらいだ。

　そしてルートは、そんなダイアンとソフィアを、店のトラックに乗せて送って行った。

「…………………」

　帰ってきた時に、なんと言って迎むかえればいいのか。

　どんな顔をすればいいのか、皆かい目もくわからない。

　わからなすぎて、怖い――

　世界で一番会いたい人の顔を見るのが、怖くて、仕方なかった。

「―――！」

　だが、そんなスヴェンの心情など知ったことかというように、背後の、店の扉が開く。

　カランと、扉に備え付けられたカウベルが鳴る。

　そこにいるのが誰だれかなど、振り向むくまでもなく彼女には分かる。

　人間型猟兵機として備えた、各種センサーの反応だけではない。

　そんなものがなかったとしても分かる、感じる、その人の存在。

「ただいま、スヴェン」

　ルートの声を、背中に聞く。

「お、おかえりなさいまし………」

　なんとか、その言葉だけは絞しぼり出だせたが、振り返かえる勇気はない。

　ルート・ランガートの忠実なる下げ僕ぼくを自任し、彼のためなら死すらいとわないと、本心から言える彼女が、主に背中を向けたままという〝無礼〟は、この日が初めてであろう。

「あれ、少しよう佐さ殿どの、まだおられたのですか？」

　だが当のルートは、気にするどころか、視線をうずくまるブリッツドナーに向け、驚おどろいたような口調で声をかけている。

　ルートはすでに軍を辞した男ではあるが、それでも染しみ付ついた習性というものだろう。

　上官であるブリッツドナーに、敬語をもって接していた。

「てっきりお帰りになられたかと……」

「なんですか！　ランガート元大尉！　あなたまで、少佐を邪じや魔ま者もの扱あつかいするんですか！」

　そんなルートに、レベッカが目を三角にして怒る。

　ルートは、レベッカとは、何度か言葉を交わしている。

　いつかの、ゲーニッツの反乱事件の際は、一種「共同作戦」ともいえるものを取ったくらいだ。

「い、いや、そういうわけじゃ……」

　とはいえ、レベッカのここまで感情的になる姿は初めてなのだろう。

　うろたえるルートの姿があった。

「あの、ご事情はよくわかりませんが……今夜、泊とまるところは……」

　ブリッツドナーの、オーガンベルツでの縁えん者じやは、ジェコブである。

　そして、ジェコブの母親の、シャロデである。

　世間一般の間あい柄だがらで言えば、「妻と子」である。

　しかし、「ない」とすげなく告げられたあとで、どの面下げて彼らの家に行けばいいのか。

　行けるわけがない。

「よかったら、ウチに、泊まってください。俺の部屋をどうぞ」

　それがわからぬルートではなく、自身の部屋を提供した。

「いいのかよ、ランガート大尉」

　ようやく、泣き声以外の声を上げ、問い質ただすブリッツドナー。

「元大尉、です……かまいませんよ。あなたとは初対面ですが、あなたの息子さんには、世話になっている。俺は他の部屋で寝ますんで」

　軍人だから、上官のために、私室を提供する――のではない。

　友人の父親だからだ。

　ルートは、その線だけははっきりと示した。

「ご厚こう意い感謝するよ……ランガートさん？」

　それを察し、ブリッツドナーも階級ではなく、一市民に告げる言こと葉ば遣づかいに変えた。

「じゃあ、俺はもう休ませていただきます。あ――」

　そこで、ルートの視線が、再びスヴェンに向けられる。

「――――!?」

　無言で、しかし、ビクリと肩かたを震ふるわせるスヴェン。

「スヴェン、今日はいろいろお疲れ様。少佐たちを、俺の部屋に案内してあげておいてくれ、じゃあ」

　まるで、なにもなかったかのように、普ふ段だんどおりの口調でいうと、ルートは店の奥に姿を消した。

「…………………」

（なにも、ないんだ……？）

　ルートはやはり、なにもスヴェンに問わなかった。

（まだ、〝気づかないふり〟をなさるということなのですか？）

　眼めの前で、胸を瓦が礫れきで貫つらぬかれ、心臓であった部分から、血の一滴てきも出ず、そこからは機械の体が露ろ出しゆつしたにもかかわらず――まだ、なにも言わない、問わない。

（………………………）

　どう言っていいのかわからない。

　悲しいのか、安あん堵どしたのか、切ないのか、悔くやしいのか、その全すべての感情が入り混じって、何色なのかもわからない色に、スヴェンの心は染まっていた。

「スヴェルゲン……」

　そんな彼女に、レベッカが声をかける。

「あ………」

　てっきり、自分のこの複雑な心境を察し、なにかしら言葉をかけるのかと思ったら――

「今夜は私、あなたの部屋で寝かせていただいて構いませんか？」

「は？」

　なんか、変なことを聞かれた。

「だって、この店の家屋部分……元大たい尉い殿どのの寝しん室しつ以外では、あなたの部屋と、あと他に一部屋しかないでしょう!?」

　トッカーブロートは、増改築を繰くり返したこともあるが、昔ほど「小さなパン屋」ではない。

　だが、敷しき地ちの半分は窯場と小麦などを収納する倉庫。

　残りの大半は販売スペースに割わり振っているため、あと残った部屋は、ルートの部屋と、スヴェンの部屋としてあてがわれている屋根裏部屋と、残りは人一人がギリギリ横になれる程度の、事務室兼けん休きゆう憩けい室しつだけである。

　その事務室兼休憩室でルートが休む以上、残った部屋は、ブリッツドナーが今夜眠ねむるルートの部屋と、スヴェンの屋根裏部屋だけである。

「少佐と同じ部屋で夜を過ごすなど……そんなことになったら、私は、私は、どうにかなってしまいます!!　だから、不本意ながらあなたの部屋にいさせてください。床ゆかで寝ますから」

　髪も目も、身にまとう衣服すら真っ赤なレベッカは、耳まで顔を赤くしていた。

　ちなみに、彼女たち人間型猟兵機に、厳密な意味での「眠り」はない。

　ただし、一日に何時間かは、自己メンテナンスを含ふくめ、「待機状態」になる。

「あ～もう、好きになさればよろしかろうですわ……」

　こっちの気など知らず、自分のことで大おお忙いそがしな同型機を前に、スヴェンはがっくりと肩を落とした。







　一方その頃ころ――オーガンベルツの隣となり町まち、サウプンクト。

　町というよりも都市といった方が近く、長ちよう距きよ離り列車の停車駅でもあり、商業経済も発展している、相応の人口の街である。

　故ゆえに、オーガンベルツとは比べ物にならないほどの、それなりに豪ごう華かなホテルも存在する。

「――とはいえ、王都ベルンの高級ホテルほどではありませんね」

　そのホテルの、最高級貴き賓ひん室しつに、ダイアンとソフィアはいた。

「贅ぜい沢たくを抜ぬかすな。宿など、屋根があり壁があり、ベッドとシャワーがあれば上等だ」

　不ふ機き嫌げんそうに返すソフィア。

「だから、最初から、軍の宿舎を借りればよかったのだ」

　ここに来る前に、ソフィアたちは、オーガンベルツ近きん郊こうのトラード軍基地を訪れていた。

　軍というものは、縦割りの社会である。

　王都中央の兵が、東部方面軍管かん轄かつの地域で作戦行動を勝手に起こす際は、一言断りを入れておかねばならない。

　今回は緊きん急きゆうということではしょったが、それでも、事後報告の形でも、挨拶に赴おもむかねばならないのだ。

　幸い、トラード軍基地の司令、バルデンベルガー大たい佐さは、話の分かる人物であった。

　ソフィアらを責めるどころか、労をねぎらい、基地内の将官用宿舎の提供すら申し出てくれた。

「なのに貴様がわがまま抜かして、ホテルがいいと言い出して!!」

　彼女の憤ふん慨がいは、ただ単に、基地司令の好意を無下にした、というだけではない。

　ダイアンは、形だけとは言え、軍属である。

　このホテルの宿しゆく泊はく費ひも、軍の予算から出ている。

　軍の予算ということは、国の金――税金である。

「貴様は、民が喜んで血税を納めているとでも思っているのか！」

　質しつ実じつ剛ごう健けんがワイルティア人の気風。

　その中で、代々武門の家であるソフィアにとって、こんな無む駄だ遣づかいは許せない話だった。

「だって、しょうがないじゃないですかぁ～……どこに敵がいるかもわかりませんし」

「む―――！」

　いつもと変わらぬ表情で、物ぶつ騒そうなことをこぼすダイアン。

「貴様は一体……なにがあったんだ……？」

　突如なにもないところから現れるなど、常じよう軌きを逸いつしているにも程がある。

　だが、この男なら、それくらいのことは、なんらかの手段で、やらかしてもおかしくない。

　疑問は、「そんな手段を使ってまで、なぜここに現れたか」なのだ。

「オーガンベルツに来た事自体は、偶ぐう然ぜんですよ。細かい説明は省きますが、縁えんのある人達たちのいる場所に、〝引き寄せられた〟とでも言うべきでしょうかね？」

　あの場所――もっと広く言えば、オーガンベルツには、ブリッツドナーの血を分けた息子のジェコブがいた。

　そして、ダイアンが自ら作り上げた、スヴェン、レベッカ、リーリエの、人間型猟兵機たちがいた。

　彼ら彼女らが、一堂に会していたことも偶然なら、そこに引かれてしまったのも偶然である。

「ちょっと怖こわい人がいましてねぇ。その人のところから、尻しつ尾ぽを巻いて逃にげ出したんですよ」

　ダイアンとブリッツドナーは、ワイルティアの敵国、オーガスト連れん邦ぽうの衛星国にある、隠かくされていた古代帝てい国こくの遺い跡せき〝扉とびら〟の調査に赴いていた。

　だが、そこに現れたのは、オーガストを陰かげから支配する謎の女、自じ称しよう〝聖女〟――

　今回の調査は、ワイルティアの諜ちよう報ほう機関、アプヴェーアの仕切りで行われ、内密に次ぐ内密で進行していた。にもかかわらず、全ては〝聖女〟の手のひらの上だった。

　アプヴェーアの中にさえ、オーガストの……否いや、〝聖女〟の手の者がいるのだ。

「誰が敵か味方かもわからないんですよ。さすがに、ソフィアさんは違うでしょうが……」

　それこそ、トラード基地にさえも、敵がいないとは限らない。

　外から隔かく離りされていて、なにが起こっても感知されない軍の基地よりも、まだ人の往来が激しく、目もく撃げき者しやも多い町中のホテルの方が、安全なのだ。

「おい……？」

　日頃、ダイアンをあれやこれやと怒ど鳴なりつけているソフィアだが、彼かれのこんな顔は珍めずらしかった。

　自分の命が危あやういときでさえおどけている男の顔から、笑えみが消えていたのだから。

「その……大だい丈じよう夫ぶなのか？　なにが起こった？　私に、できることはあるか？」

　厳しく見えるが、ソフィアは人一倍情に厚い。

　たとえ、普ふ段だん嫌きらっている相手でも、こんな顔をされれば、対応も変わる。

「すいませんねぇソフィアさん……話せることと、話せないことがある」

「むっ――！」

　その一言で、ソフィアは口を止めざるを得なかった。

　彼女も軍人である。

　軍の機密に触ふれる類たぐいの案件に関かかわっていれば、話せないことも多い。

「ま、でも……そうですねぇ、僕がプライベートで話す分には、どうこう言われる話ではないです」

　再び〝魔導師〟の顔に、笑みが戻る。

「そう、僕のだぁ～いすきなソフィアさんのお願いとあらば、応こたえないわけにはまいりませんからね？　ええ、ええ！」

　いつもどおりの、努めて〝いつもどおり〟にしているダイアンの振る舞まい。

　それを見ても、ソフィアはそれこそ〝いつもどおり〟に怒鳴りつける事はできなかった。

「いや、いい、話さなくて……」

「え？」

　ソフィアの返事に、ダイアンは、拍ひよう子し抜ぬけしたような顔になった。

「そういう形で、話させるのは、なんか……嫌いやだ」

　ダイアンは恐おそらく、ソフィアを信用し、軍の機密事じ項こうをこっそり話そうとしている。

　彼いわく、「大好きなソフィアさん」のお願いだから、仕方なく、という体で。

　でも、それはソフィアにとっては、あまり好ましい手段ではなかった。

「私への好意と引きかえに、話させるようなことは、したくないし、させたくない」

　たとえ形だけのものでも、相手の好意を利用して利益を得るような行いは、ソフィアはできなかった。

　質実剛健がワイルティア人の気風。

　そして、生き真ま面じ目めで融ゆう通ずうを利きかせられないのも、ワイルティア人の気風である。

　彼かの女じよはたいへん、「ワイルティア人らしいワイルティア人」だったのだ。

「ふぅ……」

　気の抜けたような息を吐くダイアン。

　だが、その顔には、わざと作ったものではなく、むしろ、彼にしては珍しい、微ほほ笑えましそうな笑みを浮うかべていた。

「僕はソフィアさんのそういうとこが好きですよ」

「はぁ!?」

　面と向かって好きと言われ――たこと自体は今までもあったが、こんな、まるで「心の底から」言われたのは初めてであったため、隙すきを突つかれたような気持ちになった。

　ついうっかり、左の胸ポケットの辺りに、手を当ててしまったくらいである。

　その中には、職務中は外しているが、四ヶか月げつほど前、ダイアンからもらった指輪が入っている。

「あ、あのなぁ……！」

　柄がらにもなく顔を赤らめたソフィアに、ダイアンはそんな姿すら愛いとおしげに微笑むと、「ならば」とばかりに言った。

「今から、独り言を話します。あくまで独り言です、ソフィアさんはたまたまそこにいただけ、ということで……いいですか？」

　そう言うと、ダイアンは、「独り言」を話し始めた。







　同時刻、オーガンベルツの丘の上にある、マレーネの教会。

　その裏手にある墓地に、ヒルデガルド・フォン・ヘッセン――ヒルダはいた。

　まだ新しい墓の前で、少女は静かに歌い出す。




　神様は一人の少女に恋こい焦こがれ、彼女にありとあらゆる贈おくり物ものをする。

　星の光よりもまばゆい宝石を、黄金で出来たバラの花を、天上の光を編んで作ったドレスを。

　全てを捧ささげるが、少女は応えない。

　彼女には愛する人がいたから、万ばん能のうの力を持ち、不老不死の存在であり、世界の何よりも美しい神ではなく、ただの貧しい羊飼いを愛した。

　神様は嘆なげき、悲しみ、失望の淵ふちに沈しずむ。

　世界から輝かがやきが失われ、木々は朽くち果はて、川も海も涸かれ、大地は命を失っていく。

　このままでは世界が死に果ててしまう。恐れた神の僕しもべたちは、一計を案じる。

　少女の想おもい人である羊飼いを、殺してしまえばいい、と。

　かくして羊飼いは殺される。愛されたがゆえに殺される。

　お前のせいだと責め立てられ、崖がけから落とされ、命を失う。

　だが、少女はそれでも神様に振り向きはしなかった。

　羊飼いの後を追い、彼女もまた、崖下に身を投げる。

　浅はかな行いをした神の僕たちに、神は怒る。

　万の雷かみなりを投げ放ち、千の火山に火を噴ふかせた。

　そして少女と、羊飼いに、自分の命を二つに割って分わけ与え、よみがえらせる。

　命を失った神は、深い眠りにつく。

　滅ほろんだ世界に、再び朝日が昇る。

　少女と羊飼いは、二人で世界をよみがえらせる。

　少しずつ少しずつ……
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　それは古に伝わる歌――古い時代の、古い国の歌。

　ヒルダが、今は亡なき母から習った歌であった。

　そして、目の前の墓の下で眠っている男が、「いい歌だな」と褒ほめてくれた歌であった。

「ごめんね、なかなか、来られなくて……」

　懐なつかしそうに、そして少し寂さびしそうに、ヒルダは墓の下の男に語りかける。

　その墓石には、名は刻まれていない。

　なぜなら彼の「本当の名」を、ヒルダは知らないから。

　それを教える前に、その下にいる男――〝人狼〟ハイドリゲと呼ばれた男は、死んでしまったから。

「相変わらず、素す晴ばらしい歌声ね。磨みがきがかかったんじゃない？」

　背後から声をかけたのは、この教会のシスター、マレーネであった。

「礼拝堂の方にいらっしゃい。お茶でも淹いれるわ」




　教会の礼拝堂で、マレーネとヒルダは、向かい合ってお茶を飲む。

「美お味いしいな……」

　しみじみとした口調で、ヒルダは言う。

「まぁね～、茶葉とか淹れ方かたとかね、研究しているから」

　陽気に答えるマレーネ。

　彼女はかつては、「紅茶を淹れるのが壊かい滅めつ的てきに下手」「紅茶好きのグレーテン人なら、宣戦布告と勘かん違ちがいする」とさえ言われた腕うで前まえであったが、様々な経緯があり、今ではむしろプロ顔負けの腕を身に着けつつあった。

「人間は変わるのよ、時間と共にね。本人の好むと好まざるとにかかわらず」

　マレーネは、正規の聖職者ではない。

　この教会も、廃はい墟きよとなっていたものを勝手に利用している、モグリである。

　しかし今では、立派にこの町の人々の支えとなっている。

「あなたも、変わったわね……前はもう少し、その……ねぇ？」

「あはは……」

　過去の自分のことを言われ、ヒルダは、恥はずかしさとくすぐったさが合わさったような感情となる。

　初めて彼女がこの街に来た時は、ゲーニッツ配下の親衛隊として、他者を罵ののしり、嘲あざけることしか頭にない少女であった。

「いろいろ、あったんで………」

　多くの経験を積み、多くの人と出会い、多くの人の死を見てきた少女からは、少なくとも、かつてのような「誰にでも吠ほえかかる子犬」の性しよう分ぶんは消え去っていた。

「ちょっ、ヒールーダー！　この子たちー！　なんとかしてえええ」

　そんな彼女を変えた存在の一人の声が、礼拝堂に響ひびく。

「もお～！　ダグラス将軍はオモチャじゃないんだよー！」

「くけー」

　リーリエと、ペンギンのダグラス将軍が、教会の孤こ児じ院いんの子どもたちに囲まれ、大おお賑にぎわいとなっていた。

「あらあらあら」

　困ったような顔のマレーネ。

　教会の孤児院は、以前ほどは貧困にあえがなくてすむようになったが、それでも、潤じゆん沢たくな娯ご楽らくを興じられるほどではない。

　外の街から来たお客さんに、見たこともない珍しい動物を前に、大興奮であった。

「すごいなリーリエ、子どもたちに大人気だな。宿代替がわりに、たくさん遊んでもらうといいぞ」

「ヒルダぁ～、ひどい～!?」

　日ひ頃ごろ、リーリエの熱ねつ烈れつな愛情に振り回まわされているヒルダ。

　この日はその意い趣しゆ返しとばかりに、助け舟ぶねを出さないことにした。

「すっげーこのねーちゃん！　ちからつえー！」

「なにこれ？　見たことないよこんなどーぶつ！」

「たかいたかいしてー！」

「たぁ～すけてぇ～!?」

「クエ～～～」

　次々と現れる子どもたちに遊ばれて、涙なみだ声ごえになるリーリエとダグラス将軍。

　そこに――

「あら？」

　礼拝堂の、扉がノックされる。

　夜よる遅おそく……ではないが、もう日は沈んでいる。

「マレーネ、いる？」

　現れたのは、ジェコブであった。

「あら……どうしたの？　こんな時間に」

「子どもの夜遊びは感心しないぞ」

　マレーネに続き、ヒルダは、少しからかうように言う。

「言うほど年離はなれてないじゃん」

　不満そうな顔と声のジェコブ。

　ヒルダは十六歳さい、ジェコブは十一歳。

　社会人ならさほど大したことのない年の開きだが、まだ十代の少年少女らには、それなりの重さを持つ年数である。

「なにかあったの？」

　マレーネは、この日、トッカーブロートで起こったことの仔し細さいは知らない。

　ルートの元を訪れていた「スヴェンの父親」が、大国ノアの将軍であったことや、その彼の生命を狙ねらってオーガストの特務兵が現れたことなどは、知らない。

　だが、ベルンにいるはずのヒルダが訪れたことで、なにかしらの「異変」があったであろうことは、察していた。

「とにかく、座すわりなさいよ。お茶、淹れなおしてくるから」

　マレーネは正規のシスターではない、モグリである。

　だが、彼女には本職以上に、聖職者然としたところがある。

　それは、どんな相手でも、「誰かに話を聞いてもらいたい」という人が扉を叩たたいたならば、決して拒こばむようなことはしない、というところだった。

　数分後―――

　新しく淹れた紅茶を飲みながら、ジェコブは話す。

「あのさぁ、その、今日……ルートのとこにさ、僕の……その……父親って人が現れてさぁ」

　日頃、口の上う手まさに関しては、大人顔負けの少年が、言葉を選んでいた。

「ヒルダはさ、軍人なんでしょ？」

「まぁ、一応ね」

　ヒルダの身分は、士官候補生である。

　かつては親衛隊に属し、階級も有していたが、今現在それは返上し、一からやり直している形だ。

　だがそれでも、軍関係者であるのは、違ちがいない。

「あの人のことも、知ってるの？」

「ブリッツドナー少しよう佐さかぁ……軍に属する者で、知らない人はいないな」

「そっか」

　ジェコブが教会を訪れた理由は、やはり、表向きは平静を装っていても、生まれて初めて出会った実の父親とのことが、衝しよう撃げきだったのだ。

「どんな、人なの？　その、僕……全然知らないんだ」

　ジェコブは、今日この日まで、自分の父親の名前も、生きていることすら知らなかった。

「う～ん、そうだなぁ」

　知っている、と言いはしたが、ヒルダも、具体的に正確に説明できる自信はない。

　ただ確かなのは、「桁けた外はずれの腕を持つエースパイロット」ということである。

「エウロペア戦争初期の、東部戦線で、オーガスト軍をこれでもかと痛めつけた人だよ。その人がいなかったら、シャレ抜きで、大戦の勝敗は変わったかも知れな―――髪かみ引っ張らないで～～～～」

　口を開いたのは、絶賛子どもにおもちゃにされている、リーリエであった。

「リーリエ、オマエ、詳くわしいの？」

「詳しいよ～、いくらでも説明してあげるよ～……だから助けてぷりーず」

　人間型猟兵機のリーリエ。

　彼女の力は、特に格かく闘とう戦能力に関しては、スヴェンやレベッカすら上回るところがある。

　だがその彼女でも、さすがに子どもたちをぶっ飛ばしはっ倒たおすことは出来ない。

　自じ慢まんの機能を生かせない環かん境きようは、彼女からすればかなり「厄介な」状じよう況きようなのだ。

「ミリィ、ミリィー！　お願い」

「うーい」

　マレーネが呼んだのは、教会に住む少女、ミリィ。

　ルートの店の下働きで、パン職人見習いの少女である。

「ほれほれおまえら、ねーちゃん困ってんだろ。こっち行くぞー」

　彼女はこの孤児院の最年長――詳しく言えば、もうここを出て自立してもいい年ごろだったのだが、家族も同然のマレーネたちと別れるのを拒み、パン職人見習い兼けん、教会の手伝いとして同居している。

「はぁ……助かった……」

　ミリィが子どもたちを連れて行ってくれたおかげで、ようやく解放されるリーリエ。

　髪がボサボサになっている。

「あの、えっと………」

「あ～、キミとは初めてだったか、私はリーリエ、よろしくね」

　先の、トッカーブロートでの対面時は、ろくに挨拶もできなかったジェコブに自己紹しよう介かいをする。

「えっと、ブリッツドナー少佐のことだったね……エーリッヒ・ブリッツドナー。通つう称しよう〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟、ワイルティアでもそうだけど、オーガストの方じゃ、ある意味もっと有名人だよ」

　ブリッツドナーが活かつ躍やくしたのは、大戦初期。

　ワイルティアは、西のフィルバーヌ、東のオーガストに挟はさまれ、二面作戦を強しいられた。

「大戦の最初、ワイルティアは、戦力の八割を西部方面に向け、フィルバーヌを陥かん落らくさせた後、Ｕターンして全戦力をオーガストにぶつけるって作戦をとったのよ」

　だが、それを実行するために不可欠なものとして、わずか二割の兵で、十倍の兵力を持つオーガスト軍を足止めしなければならなかった。

「そのために投入されたのが、当時はまだ実験兵器だった猟兵機なのね」

　当時のワイルティア軍は、まだ猟兵機の運用に懐かい疑ぎ的てきであった。

　なにせ、人形の機械兵器など、三文小説のようなお話だ。

　そんなものすら実戦に用いたということは、それだけ、ワイルティアは追おい詰つめられていたとも言える。

「当初は半年……いえ、三ヶ月保もてば御おんの字じだったそうね。兵士は生存すら期待されなかった。でも彼らは、抜ばつ群ぐんの働きをする。それどころか、ブリッツドナー少佐は、一人で一個師団に匹ひつ敵てきするとさえ言われる戦いっぷりを見せたわ」

　それはもはや、近代戦からは失われた、英えい雄ゆうの戦いの光景であったという。

　迫せまりくる大群を、一機の巨きよ人じんが蹂じゆう躙りんする様は、神話の世界のそれであった。

「あまりにも戦果が著いちじるしすぎて、最初期は准じゆん尉い待たい遇ぐうの曹そう長ちようだったんだけど、一月もしないうちに大たい尉いにまで三さん段だん飛びで昇しよう進しん。パーソナルカラーを認められ、紅に塗ぬり上あげた機体から〝紅蓮の鷹〟の二つ名で、敵味方双そう方ほうから恐れられたそうね」

　ブリッツドナーの上げた大戦果に、ワイルティア軍は戦略を根本から変えることになる。

　猟兵機を中心とした、「巨人の軍勢」による、二面作戦。

　東西双方から迫る大国を〝同時に〟相手するという、およそそれまでの常識にはなかった二面作戦が展開された。

「量産態勢が敷しかれ、猟兵機は戦場に投入、各方面で勝利を重ね、ついにはワイルティアは大戦の勝者となり、戦勝国として名を馳はせるようになったわけよ」

　それまでは、ワイルティアはグレーテンなどと同様、当時の主力兵器であった、陸上戦せん艦かんの開発を中心としていた。

　ブリッツドナーの存在がなければ、ワイルティア軍は、大たい艦かん巨きよ砲ほう主義のままに突き進すすみ、生産力が遥はるかに上回る他国に押おし負け、国家の存続すら危うかっただろう。

「ルンテシュタット少佐や、ランガート元大尉も、エースとして有名だけど、一人の兵士の存在が一国の戦略を変え、歴史すら動かしたって言う点では、ブリッツドナー少佐は、〝英雄〟のレベルが違うわね」

　彼の名前が、現代戦史の教科書にさえ記き載さいされているのは、そういった事情からである。

「オマエ……詳しいな……？」

　自ら説明を買って出たくらいなので、相応の知識はあると思っていたヒルダだが。

　想像以上のものに、驚かずにはいられなかった。

「まーねー！」

　えへんと胸を張るリーリエ。

　彼女からすれば、「自分たちの歴史」でもあるのだから、知識量が多いのも当然の話であった。

「なるほど、僕の父親な人は、大層な有名人なわけだ」

　少しだけ皮肉げに、ジェコブはつぶやく。

「ジェコブくん……」

　その様子に、マレーネはわずかに不ふ穏おんな気配を察した。

　無理からぬ話である。

　ジェコブは今年で十一歳、その間、一度も、ブリッツドナーと会ったことはない。

　名前すら、知らなかった。

　戦後、ワイルティア領となったペルフェでは、ワイルティア人と、旧ペルフェ人の混血児は、偏へん見けんの対象となった。

「新しいご主人様にしっぽを振ふった者の子ども」という扱あつかいだ。

　同じ年ぐらいの子どもたちだけではない。

　大人ですら、汚きたない言葉をぶつける者もいる。

　ジェコブが年不相応に大人びているのも、そんな環境にあり、潰つぶれそうになりながらも、必死でこらえ続けたがゆえのものだ。

「そんな有名人じゃ、いちいちこんなど田舎いなかまでは来れないよね」

　またしても、皮肉げに、ジェコブがつぶやく。

　苦しい時、悲しい時、辛い時、一度も現れなかった父親―――これが、「知らなかった」なら、まだ救いがあっただろう。

　許せなくとも、納なつ得とくはできたかも知れない。

「あの人さ、僕を見て言ったんだ、『ジェコブか？』って……僕の名前知ってたわけだ。僕のこと知っていたわけだ。知ってて、一度も顔を出さなかったわけだ」

　しかも、オーガンベルツに来たのも、目的があってのことではない。

　たまたま、偶然、降って湧わいたように現れ、そこにたまたま、自分の息むす子こがいたという話である。

「しかし……生きてたんだねぇ、あの人」

「え？」

　ジェコブの顔に影がさし始めた時、リーリエがポツリと呟つぶやく。

「どういうこと？」

「行方ゆくえ不明……っていうか、生死不明だったの、ずっと」

　尋たずねるジェコブに、リーリエは返す。

「ある日、戦場に少佐の専用機だけが残されていて、本人はいなくなってたのよ」

「ああ、それ、ボクも聞いたことあるな」

　ヒルダも声を上げた。

　ブリッツドナーが、公式の記録からその姿を消し、「行方不明」となってから、八年以上になる。

「本来なら、一定期間を過ぎて、消息がわからなかった場合は、戦死扱いされるんだけど……あの少佐が死ぬわけ無いだろうってことで、未いまだに『不明』扱い。だから二階級特進もせず、なんだよな」

「そーそー……ま、それだけじゃないけど」

　少しだけ、言葉に含みをもたせるリーリエ。

　戦場においての行方不明は、三種類しかない。

　一つは、戦死したが、遺体が見つかっていない例。

　二つ目は、捕ほ虜りよとなったが、なんらかの手て違ちがいでその生存が母国に伝わっていない。

　三つ目は―――逃とう亡ぼう、もしくは、裏切りである。

　ブリッツドナーの戦果は、ワイルティア軍でもトップであり、軍は彼を英雄として祭り上げ、「ワイルティアの力の象しよう徴ちよう」としてもてはやした。

　そんな兵士が、死んでも、捕虜となっても、国の威い信しんに大きな傷をつける。

　なので、「行方不明」とした。

「ワイルティア軍七不思議の一つにも数えられているんだよな」

　だが、若いヒルダに、そんな軍内部の思おも惑わくなど、察することなどできようもなかった。

「いろんな噂うわさを聞いたなぁ。後ろから昔の女に撃うたれたとか、敵軍の美人にフラフラついて行ったとか……ともかくまぁ、その手の話には事欠かない人だったみたいだしね」

　だから、無む邪じや気きに、おもしろ話を語るように、彼女は話す。

「ヒルダ……ヒルダ……」

　そんな彼女に、リーリエは、窘たしなめるように肩かたを叩く。

「あんまり、息子さんの前で言わないほうがいいと思うよ」

「あ―――！」

　日頃のこの二人のやりとりは、「暴走するリーリエをツッコむヒルダ」なのだが、この日は珍しく、その位置が逆となっていた。

「す、すまない……」

　慌あわてて謝罪するヒルダだったが、時すでに遅おそかった。

「なんで謝あやまるの？」

「いや、あの……」

　静かな声でジェコブに返され、ヒルダは言葉を失う。

　子どもには聞かせられないようなことを、お前の父親はしている――と、言ったも同然なのだ。

「気にしなくていいよ……まぁつまりはさ、僕の父親って人は、『そーゆー人』なんだよね？　よくわかった」

　よいこらせと、わざとらしく声を上げ、ジェコブは立ち上がる。

「ジェコブくん？　なにか、用があったんじゃないの？」

　立ち去ろうとする彼に、マレーネは声をかけた。

「ん――……もういいや、ごめんね。お邪じや魔ましちゃって」

　彼が教会に来たのは、マレーネに話を聞いてもらいたかったのだろう。

　初めて会った、「自分の父親」と、どう対していいのか、彼にもわかりかねていたのだろう。

　自分の中にあった、父親への不信感を「そんなことないよ」と言ってもらいたかったのかも知れない。

「あの、ジェコブ、その……」

「いいから、大丈夫だから」

　それを、むしろ悪い方向に加速させてしまったヒルダは、慌てて声を掛かけるが、ジェコブは言葉短く返すのみで、そのまま、扉を開けて、帰って行ってしまった。

「あ………」

　しばし、なにも言えず、伸のばした手を、行き場なくさまよわせる。

「やっ……ちゃっ……た………」

　今いま更さらながらの、後こう悔かいの声を、ヒルダは上げた。

「あ～～～……ヒルダやってしまったねぇ」

　これにはリーリエもフォローできず、苦笑いを浮かべるしかなかった。

「ああいう複雑な環境の子の気持ちは、わかってあげられる方だと思ってたんだけどな……」

　家族関係、こと「父親」に関しては、ヒルダもかなり複雑な生まれと育ちである。

　彼女の家は、没ぼつ落らくした貴族。

　ヒルダの父親は、そのコンプレックスから、彼女に厳しく当たってきた。

　一時期彼女の性格が歪ゆがんでいたのは、それが原因である。

　今は事実上、実家とは縁を切っている。

「たとえ、どんな幸せな生まれの者でも、そうでない者でも、相手の気持ちが『わかる』と思い込んでいたら、理解できることもできなくなってしまうものよ」

　そんなヒルダを、責めるのでなく、窘めるでもなく、ただ、事実を言うように、マレーネは告げる。

「私達はついつい、あの子の賢かしこさに甘あまえてしまうけど、あの子はまだ子どもなのよ……子どもに、大人がやっちゃいけない、一番のことって、なにかわかる？」

「いや……なに？」

「それはね……『大人の都合を押し付つける』ことよ」

　多くの人々が知っている、有名人なのだろう。

　様々、事情はあるのだろう。

　だが、ジェコブにとっては、「自分たちを見捨てた男」以上でも以下でもないのだ。







第二章「不穏なる二日目」







　トッカーブロートの朝は早い。

　というか、そもそもが、パン屋の朝は早いものなのだ。

　夜明け前にはすでに準備を始めねばならない。

「おい……？」

　日もすっかり昇のぼってから、ひょっこりと顔を出したブリッツドナーの前では、ルートとスヴェン、さらに丘おかの上の教会から通っている、見習いパン職人のミリィが忙いそがしく走り回っていた。

「あ、アンタがジェコブのとーちゃん？」

　そんな彼の姿を見て、ミリィが声を掛けてきた。

「お、おう……ってか、なんで知ってんだ？」

「昨日、ウチの教会に、ジェコブが来て、アンタの話してたんだよ」

「な、なんだと!?」

　最悪の初対面を終えた翌日である。ブリッツドナーにとっては、息子が自分をなんと言っていたかは、極論、国家間の対立問題以上に重要ごとであった。

「な、なにを……言ってたんだ？」

「えーっとな」

　問われても、ミリィもそれほどちゃんと聞いていたわけではない。

　子どもたちの面めん倒どうを見ながら、ちらりほらりと耳に入れていたぐらいである。

「アンタがずっと顔出さなかったのは、敵の美人にフラフラついて行ったからだ……みたいな話してたな」

「誤解だー!?」

　ミリィの聞いていた内容は、決して正確なものではなかったが、それでも、ワイルティア軍最強の男に絶望の叫さけびを上げさせるには十分だった。

「違うんだよお嬢じようちゃん、あれはね――」

「ごめん、おっちゃん、アタシ仕事あるから」

　疑いを晴らそうと言葉を放とうとするブリッツドナーだが、ミリィはすげなく断ると、さっさと窯場に向かってしまった。

「ああ……少佐、おいたわしや……」

　そんなブリッツドナーを涙なみだをにじませ物もの陰かげから見守るレベッカの姿があった。

「……ってかよ、店壊こわれてんのに、なんで仕事してんだよ、おめーら」

　今更ながら疑問が浮かんだブリッツドナー、今度はちょうど目につく場所にいたスヴェンに尋ねる。

「店頭は壊れましたけど、営業できないほどじゃありませんわ」

　壁かべは壊れ、ガラスは砕くだけ、椅い子すや棚たなも半はん壊かいしている。

　しかし、瓦が礫れきはすでに撤てつ去きよされ、ガラスも片され、棚や椅子の半分は壊れたが、半分は無傷である。

「今日は、当店は定休日ではございませんので。知らずいらっしゃったお客様をがっかりさせるわけにはいかないでしょう？」

　すでに、店先には昨日のうちにどこからか取り寄せたのか、簡易のテント屋根が張られている。

「それに、鉱山の食堂や、学校の給食にも、当店のパンは納入されております。店が半壊したごときで、業務を中断するわけには参りませんわ少しよう佐さ殿どの」

　スヴェンは、兵士でも元兵士でもない、軍属でもない。

　だが、現在進行形で「軍用兵器」である。

　故ゆえに、敬意のある無しは別として、現在でも少佐の階級を持つブリッツドナーにも、相応の口調で話していた。

「は～～～、働きモンだねお前らは」

「働かざる者、食うべからず、ですわ」

「なるほど、大変ワイルティア人らしいな、俺おれは半分なんでな」

　人を喰くったような笑えみを浮かべつつ、ブリッツドナーは言う。

　ワイルティア人の気風は、質しつ実じつ剛ごう健けんと、精せい励れい恪かつ勤きん――だが、彼かれはワイルティア生まれのワイルティア育ちではあるが、父は移民の末まつ裔えいドガ族の生まれである。

「ところでよ……えっと、スヴェルゲンだったか？」

　ブリッツドナーは、ダイアンの人間型猟兵機――スヴェンやレベッカの存在を知っている。彼女らがどのような経緯で生まれたかも、既き知ちの上である。

「俺……朝メシはガッツリ食うほうなんだけど？」

　メシをよこせ、と暗に要求する。

「なるほど……では、こちらの棚をあちらに移動させてください。それと、壊れた壁や弾だん痕こんなどはお客様が怖こわがられますので、布を張っておいてください」

「おいおいおいおいおい？」

　その要求を、正面から聞きながら、見けん当とう違ちがいに思える返答をするスヴェンに、思わず声をあげる。

「俺の話聞いてた？」

「少佐殿こそ、わたくしの話を聞いていましたか？」

　働かざる者食うべからず――である。

「準備が終わりましたら、朝食くらいは食べさせて差し上げます」

「おま………ええええ～……？」

　スヴェンの口調は、一応は少佐相当の上官に対するものであったが、敬意の有る無しは別問題であった。

「いい加減になさいスヴェルゲン!!」

　ついに耐たえきれないとばかりに、声を上げるレベッカ。

「黙だまって聞いていれば……少佐に対して失礼にも程ほどがあります！」

「はぁン？　知ったこっちゃございませんわ。ここは軍基地でもなければ戦場でもない……否、我わが主さまの戦場！　他所から勝手に入ってきた以上、指揮下に入ってもらえないなら、出ていってくださって結構ですのよ！」

　激しくにらみ合う、赤と白の人間型猟兵機。

「待て、やめろ、シャルラハート………」

　両者が物理的な激げき突とつに発展しかける直前、ブリッツドナーは、己おのれの下げ僕ぼくを止めた。

「しかし、少佐……」

「いいんだ。スヴェルゲンの言っていることは正しい」

　何かを覚かく悟ごしたような顔の、ブリッツドナー。

「いいじゃねぇか、やってやろうじゃねぇかよ！　俺の生き様を見やがれー！」

　歴戦の英雄の、あらたなる戦いが、幕を開けた―――




　そして、数時間後――

「どーもどーもいらっしゃいませご婦人方！　ただいま焼き立てだぜ、買うなら今しかねぇよ～」

　店先に張った簡易テントの販はん売ばい所しよで、エプロンをかけ、陽気に売り子を行う、ブリッツドナーの姿があった。

「あら～、昨日までいた男前のおじさんはどこ行っちゃったの？」

「あ～、あの人ならね、もう帰っちゃいましたよ、国元で用事があるとかで」

　やってきたおばさんと、陽気に言葉を交かわす。

　おじさんとは、昨日までトッカーブロートの手伝いをしていた、マイッツァーのことである。

「あらあら、残念ね」

「おやぁ、奥おくさん、俺じゃダメかい？」

「あらあら、そんなことないわよ。あなたもとっても男前だし」

「嬉うれしい事言ってくれるねぇ～」

　言われなければ子持ちとは到とう底てい思えないほど、若々しく男前なブリッツドナーである。

　そんな彼に、朗ほがらかに接客されれば、女性客にとってはこれ以上ない娯楽となろう。

　まるで、十年以上商あきないをやってきた商売人のような、見事な接客と営業トークであった。

「少佐殿、随ずい分ぶんとこなれてらっしゃいますわね」

　その光景を見るスヴェン、本心から、感心していた。

「当然です。私の主さまなのですから」

　主の誉ほまれは下僕の誉れと言わんばかりに、胸を張るレベッカ。

（てーかまぁ、当然ですわね）

　驚おどろきつつも、納得の行く話だった。

（息子と父親があれですからね。当人が出来てもおかしかないですわ）

　ブリッツドナーの父親は、ワイルティアでは知らぬ者のない大商会のトップ、ヨゼフ・シャイロックである。

　その血を引いているからか、息子のジェコブも、十一歳とは思えぬほどの商人気質を持つ。

「それはそれとして……スヴェルゲン。あなたの主はどこに行ったのです？」

　店内はもちろん、窯場にも、いまルートはいない。

「今日は、その……隣となり町まちでの出張販はん売ばいの日ですので、昼前には出ていかれましたわ」

　昨日の事があって以来、ルートの様子は……一向に、変化はなかった。

「あなたの正体、知られてしまったんですよね？」

「ええ……」

　レベッカは、ダイアンからの指示で、毎週のようにオーガンベルツでスヴェンらの監かん視し任務を行っていた。

　二人の事情は、だいたい察している。

「なにも、お訊たずねになりません……なにも、変わらないままです。でも……」

　だからといって、自分から「私、機械人間だったんですよー、びっくりしました？」とは、言えるわけがない。

「このままでいいということなんじゃないですか？　気にしないから、今までどおり、これからも、と……見なかったフリをしているのでは？」

「ええ、かもしれませんね……」

　レベッカの言葉に、少し、つらそうな声で、スヴェンは返す。

　そうなのかもしれない。

　だがそうだとしたら、なぜか、すごく、胸が締しめ付けられるような気持ちだった。

「あら～、壊れたとは聞いたけど、思ったほどはひどくなかったのね」

　そこに新たに増える声。

　現れたのは、マレーネであった。

「あら――」

　スヴェンが応対しようとする、その前に、ブリッツドナーが声をかける。

「おや、こりゃあ美人のシスターさんだ。思わず改宗を考えちまいそうになった」

「やーねー、お世辞が上手いのね」

「やだなぁ、俺はウソはつけない男なんだぜ？　美人を美人と言う以外、他にどんな表現があるのか、むしろ、ご教示願いたいくらいさ」

　言ったときには、すでにマレーネの肩に手を回し、自分の元に引き寄せていた。

「流れるようにナンパしてますわね、おたくの主さま」

「さすが少佐……あの動き、十年前から変わっていません」

「え、なに?!　十年前からあのノリで生きてんですかあの人!?　スパリア人じゃあるまいに」

　スパリアとは、エウロペア大陸の半島国家であり、パスタとワインを愛する、陽気なお国くに柄がらでおなじみの人々が住んでいる。

　彼の国では「女性を口説かないほうが失礼」という、意味のわからない信念がまかり通っているらしい。

「ん―――――？」

　そんなスパリア人も真っ青な勢いでマレーネをナンパしようとしていたブリッツドナー。

　自分を見る視線に気づく。

「楽しそうだね」

　そこに居たのは、我が子こジェコブであった。

「ジェコブ……なんでここに………？」

「一応僕ぼくも、この店の関係者だし、なにか手伝えることがないかと思ってね」

　とても、とてもとても、親に向けるものとは思えぬ、凍いてつかせるような冷たい目で、ジェコブは見ている。

「…………………」

「…………………」

　両者、無言で見つめ合う。

「ま」

　たっぷり間をおいて、ジェコブが口を開いた。

「人は足りているみたいだから、僕は帰るよ」

「ちょ、待てよ、ジェコブ……あの、もうちょっといて、話しないか？　とうさ――」

「とうさ？」

　引き留めようとしたブリッツドナーであったが、その言葉を言い終わる前に、ジェコブに睨にらみつけられる。

「とうさ……なに？」

「いや、あの……」

　父さん――それをお前が言うのか、と。

　お前は己を、「父さん」と言えるような人間なのか、と。

　生まれてからずっとほったらかしにしていたお前が、と。
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　さらに息子の知人をナンパしようとしていたようなやつが、と。

　少年の目は、百万語に匹敵する勢いで、それらを告げていた。

「じゃあ」

　これ以上話すことはないと、断じるようにそれだけ言うと、ジェコブは歩き出し、振り返かえることなく、その場から離はなれていった。

「あああ………………」

　為なす術すべなく伸ばした手は、ただただ虚むなしく空を掴つかんでいる。

「あっちゃー……ですわ……」

「少佐……おいたわしや……！」

　スヴェンとレベッカ、二人揃そろって何も出来ないほどの、親子の断絶の光景が、そこにあった。

「もしかして私……なんかしちゃった？」

　その光景に、マレーネも笑みが引きつっていた。

「いえ、あなたのせいではございませんわ。ただ、その、タイミング悪かったですわねぇ～……」

　なんともはやと言うふうに、スヴェンは頭を振った。

「ところで……何の用ですの？」

　マレーネも、トッカーブロートの手伝いをしているが、そのシフトはこの日ではない。

「うん、ヒルダから聞いたのよ。大変だったみたいね」

　彼かの女じよの視線は、布で覆おおって隠かくしているが、それでも隠しきれない、店の半壊部分に向けられていた。

「そのお見み舞まいのついでにね」

「まったく、修しゆう繕ぜん費ひがいくら掛かることやら……頭の痛い話ですわ」

　スヴェンが来てから、トッカーブロートの経営は上向いてはいるが、それまでの赤字経営と、事ある度に起こる諸もろ々もろの騒そう動どうで、借金は減ったり増えたりの繰くり返しであった。

「なにかできることがあったら、遠えん慮りよなく言ってね。力になるから……お金以外なら」

「その正直さが却かえって清すが々すがしいですわね」

　マレーネの教会の経営状態を知っているスヴェンは、苦笑いを浮うかべた。

「ルートは……今いないのね。じゃあ、また改めて」

　そう言うと、シスターも店を後にした。

「……ん？」

　しばしして、スヴェンは気づく。

「お見舞いのついで……？　主さまに、なんの用事だったのでしょうか」

　疑問に思うが、すぐに「まぁいいか」と彼女は思った。

　なにせマレーネは、街の人達たちにあれこれ相談事を受けているため、収しゆう穫かく祭さいに聖誕祭、その他諸々の仕切り役を任されているのだ。

　多分、今回も、そんな相談事だったのだろうと思ったのだ。

　この、時は―――







　その頃ころ――オーガンベルツの隣となり町まち、サウプンクト。

「ああ、そういうわけで―――」

　ホテルの電話室から、ソフィアはベルンの王立兵器開発局に連れん絡らくを取っていた。

「状況がいろいろとややこしくなっている。王都に帰き還かんするためにも、もう少し戦力が必要だ。エルヴィン元げん帥すいに連絡し、〝あの男〟を回してくれるよう伝えてくれ」

　電話の向こうにいる部下が、彼女の不在で混乱状態にある現場の苦況を伝えるも、ソフィアは「もう少しがんばれ」としか言えなかった。

「すまん……数日で戻もどれると思う。頼たのむぞ」

　それだけ言うと、無理やり会話を終わらせ、電話を切る。

「ふぅ……」

　一息、吐く。

「聞かなければよかったかもしれんなぁ……」

　そして、ぽそりと、昨夜のことを思い出しながら、彼女はつぶやいた。




　昨夜――ダイアンの部屋。

「〝聖女と悪あく魔ま〟という話は、ご存ぞんじで？」

　独り言、という体てい裁さいを取りながらも、ダイアンは初しよっ端ぱなから問いかけてきた。

「暗黒時代の伝説……というか、おとぎ話の類たぐいだろう。聖誕祭の元となった」

「はい、そのとおりです」

　千年前――それまで大陸を統治していた巨きよ大だい帝てい国こくエウロペアは、突とつ如じよとして消しよう滅めつする。

　なぜ消え去ったのか、未だ全すべては謎なぞに包まれている。

　その後に起こった、諸国の混乱は、「歴史を記す」ことすら不可能なまでに大きく、「暗黒時代」とさえ呼ばれているのだ。

「混乱の時代に、どこからともなく現れ、人々を救い、文明復興の大きな力となった女性……それが〝聖女〟とされています」

「されている？」

　まるで、「そうではない」と言いたげなダイアンに、ソフィアは怪け訝げんな顔をした。

「そして、混乱の時代に現れ、人々を苦しめたのが〝悪魔〟――この二人が具体的に何をしたかは、正確にはわかっていません。千年の間に、尾おひれと背びれが付きすぎました」

　伝でん染せん病びようを広めただの、その伝染病を治しただの、荒あれ狂くるう大河を鎮しずめただの、山やま崩くずれを起こしただの、噴ふん火かを食い止めただの噴火を起こしただの、あれやこれやと加わりすぎたために、現在残る伝承に、信しん憑ぴよう性せいは皆かい無むと言ってもいい。

「ただ、どの地方に残るものにも、全て共通するものがあります。それはご存じで？」

「〝悪魔〟が〝聖女〟に退治される、だろう？」

「正解です」

　自分の問いに正解を答えたソフィアを、ダイアンは教師のように称しよう賛さんする。

「お前な、バカにしてないか？」

　その姿に、却って嘲ちよう笑しようされているような気分になるソフィア。

「いえいえ、んなこたぁないですよ。小こ賢ざかしい人というのはいけないものでしてね。難しい問いかけには難しい答えをしなきゃいけないと思いこむ。だから余計に物事がこんがらがる」

　ダイアン自身、そういう経験が多かったのか、皮肉な笑いを浮かべている。

「そうなんですよ、ワイルティア、フィルバーヌ、グレーテン、ハウゲン、オーガスト……諸々のエウロペア大陸諸国に〝聖女と悪魔〟のおとぎ話は残っています。内容の経けい緯いに差はありますが、最後は必ず、『〝悪魔〟が〝聖女〟に退治される』で終わっているのです」

「だからどうした？」

「話しましたよね。僕とブリッツドナーさんが、ハラディンの片田舎で、〝聖女〟を名乗る者に襲おそわれた……と」

「待て」

　そこまで聞いて、ソフィアは相手の口を制した。

「貴様はまさか……おとぎ話の〝聖女〟が、実在したと言うつもりか？」

　変人として名高いダイアンの発言でも、これはさすがに受け入れられなかった。

「ねぇ、ソフィアさん……伝承というものは、それなりに真実を含ふくんでいるものなんですよ？」

「いや、でも、さすがにそれは……千年前の人物だぞ？」

「それなんですよね」

　ダイアンもそのことに関しては疑問を感じていたのだろう。

　だが、彼は科学者である。

　科学者というものは基本的にリアリストだ。

　眼めの前で起こったことが全てであり、理り屈くつに合わないのなら、理屈を再検証する。

「神話や伝承には、立ち位置が変わるというのが、よくありましてね」

　例えば「村を支配していた怪かい物ぶつを倒たおした勇者」の伝承があったとしよう。

　だが、それは「侵しん略りやくに現れた大国の将軍が、それまでその村一帯を治めていた地元勢力を虐ぎやく殺さつした」という事実の、暗あん喩ゆだった――という話は数多い。

「あくまで仮定ですがね。もしかして〝聖女〟が〝悪魔〟だったのではないか、と……」

　聖なるもの、邪じや悪あくなるもの、という前提を排はい除じよし、「なんらかの超ちよう自し然ぜん的な力を持つ者たち」がいたと考える。

　片方は人間社会に利する行動をし、もう片方は害する行動をした。

　そして、利する行動をしていた者は、害する行動をしていた者を倒したことで、〝聖なるもの〟という評価を得た――

「だが、長い時のあいだでそれが入いれ替かわった。もしくは意図的に誰だれかが入れ替えた……ありえない話ではありません。そうした方が、都合のいい人々がいたのかも知れません」

「だが、その、おかしいだろ？　仮にそうだったとしても、その〝聖女〟は退治されたんだろう？　生きていたにしても、なぜ今いま頃ごろ動き出すんだ？　今までなにをやっていた？」

　ソフィアの至し極ごくまっとうな問いかけに、ダイアンは、それこそ、ハラディンで至った「仮説」を話す。

「退治されたのではなく、封ふうじられていただけだとしたら？」

「封じられた……千年近くもか？　そんな長い間、保存できる場所などどこにある」

　千年という月日は、軽いものではない。

　人間など、腐くさり、骨となり、風化して消え去ってしまう年月だ。

「あるじゃないですか……千年近く前の存在を、今に残すものが、場所が……」

　だが、世の中には、常じよう軌きを逸いつした存在というものがある。

「〝扉とびら〟か――！」

　それに思い至り、ソフィアははっとした。

　古代帝てい国こくの遺物、千年の昔の遺品を今に残し続ける遺い跡せき。

「そうです。〝聖女〟は退治されたのではない。〝扉〟に封じられたんですよ。なぜ殺さなかったか……それとも殺せなかったか、どちらかはわかりませんがね」

　ダイアンは、ずっと、考え続けていた。

　先代ダイアン、自分の育ての母が残した言葉、「〝聖女〟と〝悪魔〟がエウロペア帝国を滅ほろぼした」――そして、「あの二人が現れた時は、全力で逃にげろ」と。

　それはすなわち、現代科学を凌りよう駕がした大だい帝てい国こくを滅ぼした者たちが、未だなお健在であるという証しよう拠こなのだ。

「僕はハラディンにある〝扉〟こそが、その封じられし場所だと推測しました。だが、その仮定は間ま違ちがっていた。封じられし場所ではなく、封じられて〝いた〟場所だったのです」

　その〝扉〟はすでに、百年以上前に解放された後だった。

「では……その〝聖女〟の封ふう印いんが解けたというのか？　そしてオーガストと組んでなにがしかをしようとしている―――？」

「いいえ、違ちがいます」

　徐じよ々じよに顔を青ざめさせていくソフィアに、ダイアンは、いつの間にか笑みの消えた口で告げる。

「もうとっくに蘇よみがえっていたんですよ。おそらく、百五十年はたっているでしょうね」

「なに？」

　その答えに、ソフィアは拍ひよう子し抜ぬけを起こしたような声を上げた。

「そんな昔から蘇っていたのなら、世界に与あたえる影えい響きようなど微び々びたるものだろう？」

　少なくとも、エウロペア帝てい国こく消しよう滅めつの再現――現代の国際秩ちつ序じよを崩ほう壊かいさせるようなことは不可能だろう――と、彼女は考えたのだ。

「ねぇ、ソフィアさん……百五十年前に、世界にはなにが起きましたっけねぇ……」

「はぁ？」

　言われてから、ソフィアは口元に手を当てて考える。

　貴族の名家の生まれであり、士官として高等教育も受けた彼女である。

　近代史に関しても、一通りは頭に入っている。

「その頃だと、まだワイルティアが建国される前……ルフトザント藩はん国こくの頃だな。グレーテンと共に、時のエウロペアを牛ぎゆう耳じっていた、神聖帝国との戦が行われた頃だ」

　その時代から、大陸は激動の時代に入った。

　フィルバーヌはそれまでの王政から共和制に変わり、王権が否定される。

　グレーテンは大陸本土への侵しん攻こうを強め、小こ競ぜり合あいを続ける。

　新大陸では、長きにわたる植民地支配を拒こばみ、大陸国家ノアが建国された。

　エイジアでは大帝国クーロンが衰すい退たいし始め、ヤマトは諸外国との交流を制限していた。

　そして、エウロペア大陸の七割まで支配した獅し子し王おう帝ていが現れ、騒そう乱らんが起こった。

「この時代から、エウロペア大陸は随分と賑にぎやかになります。それまでとは比べ物にならないほどの大規模な戦争が頻ひん発ぱつし始める」

「まさか……それが〝聖女〟の仕し業わざだというのか？」

　さすがにそれは言いすぎだろうと思わざるを得なかった。

　いくら超ちよう常じよう的な力を持っていても、大陸規模で人々を操あやつるなど、できるものとは思い難い。

「ソフィアさん……あなたは軍人だ。だから軍人さんとして、戦場でのものの考え方をする。だが、戦争と言うものは、世界の有り様の、一形態でしかないことも、理解しなければならない」

　戦争がなぜ起こるのか、と言うと、「争い合うのが人の性なのだ」と、哲てつ学がく的てきな問答をしたがる者も多いが、少なくともダイアンはそんな話はしていない。

　なぜ、戦争を起こすことが出来たのか、しかも大規模な――

　山を越こえ、谷を越え、海すら越えて兵士を派は遣けんし、何百何千もの敵兵を殺し、殺されるには、とにもかくにも物資が必要だ。

　武器を作るためには金属がいる。

　兵士を養うための大量の兵ひよう糧ろうがいる。

　そもそも、「大量の兵士」を動員するためには、人口自体が増えなければならない。

「産業革命、と言われていますがね。それが起こったのがちょうどその頃です。その頃から、世界は……特にエウロペア大陸諸国は、飛ひ躍やく的てきに生産力が上がっています」

　製鉄業や繊せん維い業ぎようを始めとした工業の革命的発展。

　造船や鉄道などの、交通業の革命。

　それだけではなく、農業分野においても、画期的な変革が起こり、食しよく糧りよう生産量が飛躍的に上がった。

「生産力の向上は、そのまま、人口の増加に繋つながります。余よ剰じよう人口が増え、それらを養えるだけの食糧生産が行われれば、どうなると思いますか？」

「それは……常備軍の設立、か……？」

「そのとおり」

　世界の歴史において、「常備軍」――すなわち、常に戦争行動が可能な軍隊というものは、よほど豊かな国以外では不可能であった。

　いや、豊かな国でさえ「そんな無む駄だなこと」はしなかった。

　戦争も起こっていないのに軍隊を持ち続けるなど、非合理極きわまりない。

　国境や、都市部の治安維い持じの必要最低限を持てば事足りる。

　ゆえに、開戦が決まってから、徴ちよう兵へいするなり傭よう兵へいを集めるなりが、普ふ通つうだった。

　数百年間、ずっと。

　それが、百五十年前から崩くずれた――

「彼女は、何もしてこなかったのではないのですよ。むしろ、積極的に世界に介かい入にゆうしてきた。古の帝国にまつわる者の、膨ぼう大だいな知ち恵えと知識を使い、人類の文明を加速させていたんですよ」

　この百年と少しで、世界の……特にエウロペア大陸の人口は、倍増している。

　人が増えれば、それだけ大規模な戦争が起こる。

　戦争という最大の「消費」が行われれば、技術と科学はさらに加速し、さらなる巨きよ大だいな戦争が引き起こされる。

　その挙げ句が……

「十年に渡わたって、大陸中を……いや、世界中を巻き込んだエウロペア大戦すら、〝聖女〟が引き起こしたと言ってもいいでしょう」

「なっ――――」

　ダイアンの言葉を聞き、ソフィアは絶句する。

　数千万、数億人を巻き込んだ空前の大戦の原因となった存在。

　自分が命賭けで戦ったあの戦場も、その女の手のひらの上で起こったことだと言われたのだから。

「ありうるのか、そんなの……？」

　これが、他の誰が言ったとしても、彼女はここまで動どう揺ようしなかっただろう。

　だが、稀き代だいの天才科学者にして、世界屈くつ指しの変人が、笑みを失って話しているのだ。

「〝聖女〟は今、オーガストと組んでいます。広大な国土と、莫ばく大だいな資源と、膨大な人口を持つあの国と……」

「〝聖女〟の目的は、なんだ？」

　古の存在が、目覚めて百年以上、人類の歴史の裏で暗あん躍やくし、なにを求めるというのか、ソフィアには、想像もつかなかった。

「目的はまだわかりませんが、彼女は、人類文明の進歩を求めています。そのために一番手っ取り早い方法は、『戦争』です。つまり、もう一度起こすつもりなんですよ」

「もう……一度……？」

　考えたくもない言葉が、頭をよぎった。

「第二次エウロペア大戦ですよ」

　その言葉を、ダイアンが口にした。




　ホテルの廊ろう下かを歩みながら、ソフィアは考える。

（もはや事態は、一将校がどうにかできる域を超えているな）

　まだ、全てはダイアンの予想の内でしかない。

　それでも、臓ぞう腑ふが冷えるような恐きよう怖ふがあった。

「思えば……ヤツはこの事態を知っていたのかもしれんな」

　ポツリと、思わず口にする。

　つい半年前、王都ベルンで反乱を起こした男、ゲーニッツ。

（自分たちの常識を超えた存在が、歴史の裏で暗躍し、再び大戦を起こそうとしている……そうと知れば、できる対策は限られる）

　現在のような、諸国との関係を重んじ、協調路線、軍縮路線のワイルティアに、再び大戦が起これば、オーガストと結けつ託たくした〝聖女〟に勝てるかは疑わしい。

　ならば、クーデターを起こしてでも実権を掌しよう握あくし、軍備拡大の強きよう硬こう路線に切きり替えるしかない。

「許せる相手ではないが……ヤツは少なくとも、〝人間〟側ではあったな」

　ダイアンにゲーニッツ、どちらも人間離れした「怪物」「怪かい人じん」的な存在である。

　そうだと、思っていた。

　だが、もっと底知れない「人間でない」者に、ソフィアは寒気が止まらなかった。

　しばし歩み、ホテルの一室、ダイアンの部屋の扉の前に立つ。

　いつもと違い、この日は、いつものように省略せず、数度扉を叩たたく。

　しかし、返事がない。

「おい……？　入るぞ？」

　ガチャリとノブを回し、部屋に入る。

「むぅ!?」

　室内を見回すが、どこにもいない。

　寝しん室しつや浴室、手洗い場も探すが、どこにもいない。

「あのバカ、なにを考えている……！」

〝聖女〟は、ワイルティアが建国される前から、世界の裏側で暗躍していた。

　彼女のシンパはどこにいるかわからない。

　それが故に、基地内の宿舎ではなく、ホテルを借りた。

　ソフィアもまた、ベルンからの信しん頼らいのおける増ぞう援えんを要よう請せいしたのだ。

「自分が勝手に出歩いてどうする!?」

　それを一番わかっているであろう男が、自分からどこかに姿をくらませてしまった。







　サウプンクトは、オーガンベルツの隣町。

　オーガンベルツよりも人口も多く、商業も盛んである。

　そしてこの町で、トッカーブロートは、週に何度か、出張販売を行っていた。

「今日はスヴェンさんではないのですね」

　その出張販売において、多大なる戦力となっているのが、ジェコブの母、シャロデであった。

「ええ、今日は彼女には、店の方をお願いしているんです」

　なるべくいつもと変わらないように、受け答えをするルートだった。

「昨日、お店の方でなにかあったみたいですが……大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

　だが、考えすぎると顔がこわばるのか、難しい顔をしている彼に、シャロデは心配そうに声を掛かける。

「ああ、いえ、まぁ、大したことはありませんよ。ちょっと、事故がありましてね」

　昨日の一件――異国の特とく殊しゆ部隊に攻せめ込まれた、という事実は、町の人達には明かしていない。軍としても内密にして欲ほしい案件なのだそうだ。

　そうでなくても、ルートは広めて回る気はない。

　つい最近も、店に強ごう盗とうが立てこもり、ジェコブが人ひと質じちにされ、シャロデは卒そつ倒とうするほど心をすり減らしたところなのだ。

　あまり、彼女の心を苦しめるようなことは、ルートはしたくなかった。

「あの……ランガートさん、あなたは、大丈夫ですか？」

　だが、シャロデの思おも惑わくは少し違ったものであった。

　彼女が心配しているのは、我が子だけではなく、ルートもだったのだ。

「ウチの子がお世話になっているだけではありません、あなたには、いつも助けられています……私ができることなど、あるかどうかわかりませんが、一人で抱かかえ込まないでくださいね？」

「あ……その……はい……」

　少し、面食くらったような心持ちとなるルート。

　改めて、彼女の目を見る。

（そんなに歳とし離はなれていないんだよな……）

　子持ちの人妻ではあるが、シャロデはまだ二十代。

　ルートとも、そこまで離れていない。

（いろいろあったんだろうな）

　十代の中なか頃ごろに妊にん娠しんし、出産。

　以前は、いろいろと冷たい目で見られたと、ジェコブに聞いたことがある。

　むしろ最近は明るくなったほうなのだ。

「大丈夫ですよ、なにも、問題はありません……あ、そうだ、今何時ですかね？」

　許可されている時間までは、路上販売は出来ない。

「ええっと……あ、あと三分くらいですね。もう売り始めても大丈夫ですよ」

　許可制になっているが、さりとてそこまで厳密に行使されているわけではない。

　五分程度のフライングは、警官も役所も気にしない。

「あれ、シャロデさん……？」

　だがルートは、わざわざ周りを見回し、時計台の表示を見て言った彼女に、違い和わ感かんを覚えた。

「あの……故障しているんですか？」

　シャロデは、いつも首に懐かい中ちゆう時計をかけている。

　だが彼女は、それを見ようともしなかった。

「え……ああ、これのことですか」

　少しだけ、恥はずかしそうに、シャロデは笑った。

「これ、止まっているの……故障って言うわけじゃなくて、止めているんです」

　言いながら、彼女は懐中時計の蓋ふたをあける。

　時計の針は、秒針も、分針も、時針も、止まったままだった。

「それ……軍用のですね」

　今いま更さらながら、ルートは気づく。

　自分が兵隊であった時に支給されたものとデザインが違うが、ワイルティア軍が兵士に支給していたものであった。

　技術力が自じ慢まんのワイルティア製である。

　頑がん丈じようかつ精せい緻ちに作られ、正確に時を刻む。

　戦後、払はら下いさげ品ひんがあちこちに流れ、安価で販売されているので、愛用している者は多い。

　だが彼女が使っているものは、下兵士に支給されたものとは異なる。

　将官用の、高級な作りのものだ。

「これ、エーリッヒがくれたんです」

「え―――!?」

　エーリッヒ……ブリッツドナーのことである。

「十年と少し前だったかしら……ジェコブが生まれる前、私はベルンから、オーガンベルツに帰りました。その帰路の列車に乗る時に、エーリッヒが見送りに来てくれたんです」

　己おのれの子を宿した女を、一人故郷に帰す。

　まだ戦時中であり、ブリッツドナーは、彼女と共に生きたくとも、時代が許さなかった。

「その時、彼かれがこれをくれたんです。『売ればいくらかにはなるから、なにかの足しにしてくれ』って……ずっと、持ったままなんですけどね」

　恥ずかしげに笑うシャロデだが、それは決して、軽いものではないだろう。

　彼女の家は、裕ゆう福ふくとは言い難い。

　年老いた父と、幼い息むす子この三人ぐらしなのだ。

　懐中時計は、売ったほうが楽になる事態も、一度や二度ではなかっただろう。

　でも、彼女は、それをしなかったのだ。

「もしかして、その……止まった時間は……？」

「感傷的だとはわかっているんですけどね」

　ルートの問いかけに、シャロデは寂さびしげな笑え顔がおでうなずいた。

　懐中時計の止まった時刻は、彼女が、ブリッツドナーと別れた時間なのだろう。

　十年間彼女は、時を止め、胸に抱き続けていたのだ。

「別わかれ際ぎわに、『必ず迎むかえに行く』って言ってくれたんですけどね……」

　遠い目をする彼女を見て、ルートは重い気持ちになる。

（話すべきかな……少しよう佐さのこと）

　シャロデも、ブリッツドナーの生存は知らない。

　どうやら、昨夜のうちに、ジェコブは話していなかったらしい。

「あなたの夫が、今同じ街にいるのですよ」と――

（どうしたものか……）

　ジェコブは、ルートらに、「言うな」とは言っていない。

　だが、本人が言っていないことを、他人が言うべきとは思えない。

　家庭にはそれぞれ、事情があるのだ。

　踏ふみ入りすぎることが、却って事態を悪くすることは多い。

「う～ん……」

「ランガートさん？」

「あ、いえ、なんでもないです！」

　ただでさえ、「黙だまっていても怖こわい顔」と言われるルートである。

　難しいことを考えていると、放つ気は凄すさまじい迫はく力りよくを持つ。

「じゃあ、俺おれは少し離れたところで待ってますね。その……邪じや魔まになりますから」

「ああ……えっと、ごめんなさい」

　ルートの顔の怖さは、オーガンベルツでは、そろそろ慣れて来る人も増えてきたが、隣町のサウプンクトではそうはいかない。

　シャロデが多大な戦力になっているのは、スヴェンやジェコブとはまた違う、「大人の女性」の落ち着きもあってのことなのだ。

　それに加え、美人ということも大きい。

「失礼、もうやっていますかね？」

「あ……」

　だが、ルートが離れる前に、評判を聞いてなのか、早くも客が現れた。

「まずい……」

　そそくさとその場を離れようとしたが、現れたその男は、むしろそんなルートを追いかけるように、声を掛ける。

「逃げることはないでしょう、ランガート大たい尉い殿どの？」

「え？」

　名を、しかも階級も含めて呼ばれ、思わずルートは振ふり返る。

「ごきげんよう……昨日はどーも、ろくに挨あい拶さつもできず、申し訳ない」

　そこにいたのは、王都の怪人、〝魔導師〟、ダイアン・フォーチュナーであった。







　数分後――ルートとダイアンの二人は、大通りから少し離れた場所にある、公園のベンチに座すわっていた。

　片や道どう化け師しのような姿をした男、片や黙って座っているだけで威い圧あつ感を放つ大男。

　自然と、人は遠ざかり、人ひと払ばらいがなされてしまっていた。

「いやぁ……あなたにはもっと早く、会いたかったのですがね。何分、私は仕し事ごと柄がら、王都をあまり離れられない」

　大おお仰ぎような仕草で話すダイアンの手には、ルートの焼いたパンが入った紙かみ袋ぶくろがある。

　その一つを手に取り、ダイアンは口に入れる。

「ほう……これは美お味いしい。さすが評判のお店だけはありますね」

　ダイアンは律りち儀ぎに、きちんと代金を支し払はらっている。

　それどころか、「お釣つりは結構ですよ」と言ったくらいである。

　だが、ルートはちゃんと、釣り銭せんを渡した。

　なんとなくではあったが、この男にあまり、油断はできないと感じたからだ。

「これだけ美味しければ、ベルンでもやっていけますよ。いや、それどころか、『宮きゆう廷てい通り』に構えている、看板がデカイだけの店より、遥はるかに美味しい」

　宮廷通りとは、王都ベルンの中央にある、王宮に続くメインストリートである。

　この通りに店を置くには、「看板代だけでも金貨百枚払はらわねばならない」と言われるほどの、超ちよう一いつ等とう地ちである。

「でもあなたは、ベルンに戻る気はないのでしょうね。いろいろあった御ご様よう子すですから」

「俺に、なにか用ですか？　フォーチュナー局長」

　持って回った言い方を続けるダイアンに、ルートは簡潔に尋たずねる。

「おや、私のことを知っていましたか？」

「あなたとは、何度か会ったことがある」

　ルートは、元軍のエースパイロットである。

　エースとなれば、ただ戦場で戦っていればいいというものではなくなる。

　兵器の細かな仕様変へん更こう、それが与えるパイロットへの影響を調べるため、実際に使用しての評価を求められる。

　兵器開発局やその実験場に赴おもむき、ダイアンと数度会話したことがある。
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「そうでしたか～……いやはや、すいません、憶おぼえていません」

　さらりと言ってのけるダイアン。

　彼は記き憶おく力りよくがいいほうである。

　その気になれば、さながら呪じゆ文もんにも等しい高度な数式を、朗々と諳そらんじることもできるだろう。

　なのに憶えていないということは、当時のダイアンにとって、ルートの存在は、憶える価値のない程度のものであった、ということであろう。

「……………………」

　ルートはなにも言わない、怒りもしなければ、諌いさめることもしない。

　ダイアン・フォーチュナーが「そういう男」であるのは、軍では有名な話だったからだ。

　軍の高官たち……今は亡なきゲーニッツや、現在軍のトップであるエルヴィン元帥を前にしても、それこそ公王陛下を前にしても、彼は変わらぬ態度だろう。

　本人は嫌いやな顔をするだろうが、ソフィアへの接し方は、例外中の例外なほど、特別扱あつかいな対応なのだ。

「スヴェルゲン・アーヴェイ……あなたが〝スヴェン〟と呼ぶ者を造ったのは私です」

　しばしの無言を挟はさみ、ダイアンは突如言い放つ。

「…………!?」

「聞きたいんでしょ？　だから話します。長い前置きは無駄ですから」

　驚おどろくルートに、表情を変えず、トッカーブロート名物のアンパンをかじりながら、世間話のような軽さで、ダイアンは言う。

「彼かの女じよは、人間ではありません。赤い血も流れていません。筋肉も骨格も臓器に相当する器官も全て人工のもの……人間型猟兵機と呼ばれています。簡単に言えば、人間サイズにまで縮めた、猟兵機なのです」

　それはもう、自然な語り口であった。

　遠目に見る分には、そこらの草花の生態を説明しているようにしか見えなかっただろう。

「彼女の人格は、あなたが搭とう乗じようしていた猟兵機に搭とう載さいされていた人工知能です。アーヴェイと名付けましたか？　それです。ご理解いただけましたか」

　淡たん々たんと、あまりにも軽く、スヴェンの真相を語られ、ルートはしばし、なにも言えなかった。

「他にも、ブリッツドナーさんにご執しゆう心しんな、あの赤い子。それから、誰だったっけ……あのソフィアさんのそばにいた黒くろ髪かみの子と一いつ緒しよにいたあの子も、私が造りました」

　レベッカ、そしてヒルダと共にいたリーリエのことである。

「レベッカはともかくとして、もう一人の方はお世辞にも成功とは言いがたかったんですがね、どういう理屈か、随ずい分ぶんと情じよう緒ちよ豊かになったもんです」

　二人の少女を、まるで――いや、そのままの意味で、「新兵器の評価」を下すように、ダイアンは語る。

「念のために言っておきますがね。彼女らの思考は彼女らの自発的、自律的なものです。私は関かん与よしていません」

　唖あ然ぜんとしているルートに、ダイアンは先を制するように語る。

「私は彼女たちの『生みの親』ではありません。あくまで、彼女らを取り上げただけです。言うなれば、助産師のようなもの」

　元からあるものを世に引っ張り出した存在――それがダイアンの立ち位置であった。

「ですから、造った者としてのそれなりの感情はありますが、それ以上の執しゆう着ちやくはありません。どのように育つかに興味はあるが、どのように育てたいかなど、思ったことはない」

　ダイアンの言葉は、聞くものによっては、冷れい徹てつで、冷れい淡たんに思えるだろう。

　だが、非常に分かりづらいが、その真意は――

「だから、彼女があなたをどう思っているかは、私の手の及およぶものではありません。以上です」

　ダイアンが伝えたかったことは一つ。

「スヴェンが抱いたルートへの愛情は、彼女自身が生み出したものである」――ということであった。

「一応これだけは伝えておこうと思いましてね、ええ」

　言い終わると、ダイアンはパンと一緒に、近くの屋台で買った、瓶びん入りのミルクの蓋を開け、グビグビと飲み始める。

「不思議ですね……この〝アンパン〟とやら。東洋の豆の甘味ペーストを入れ込んだ作りなのに、不思議とミルクと合う」

　興味深そうに、ミルク瓶とアンパンを見比べている。

「あなたは……その……スヴェンを、連つれ戻もどさないのか？」

　そんな彼に、ルートは尋ねた。

　今のスヴェンは、経緯はどうあれ、「兵器開発局で作られた、軍用兵器の試験体」である。

　軍がその開発に、どれだけの予算と時間と人手を注ぎ込んだか――それは、一いつ般ぱん的てきな新型兵器の開発以上のものであっただろう。

「あなた……私の言ったこと、聞いてました？」

　だがダイアンは、困ったような……もっと正しく言えば、物分かりの悪い生徒に、仕方なく語ってやるように答えた。

「私は彼女が、どのように生きるか、その選せん択たくと結末に興味はありますが、自分から干かん渉しようするのは嫌なんです。観測者の恣し意いが入れば、純じゆん粋すいな現象ではなくなる」

　彼のメンタルはあくまでも「科学者」であり、自分の造り出したモノが、どのような「反応」を示すか、彼にとって大切なことは、それ以外なかった。

「元々、彼女たちを造るために、それなりに理由は作りましたがね。そんなの、予算かっぱぐための口八丁ですよ。あなたも軍にいたならわかるでしょう？　あそこの金勘かん定じようのずさんさは」

「ああ……確かに……」

　軍隊というものは、時に外界とは異なる尺度で物と金と人が動く。

　後世の歴史家が、「常識的に考えてこんな非効率的な計画が実行されるわけがない、きっとこれはなにかの陰いん謀ぼうをカモフラージュするためのものに違いない！」などと陰謀論を掲かかげることがあるが、驚くことに、シラフでやっていることがあるのだ。

「いざとなれば、私以外の人のクビが飛ぶだけです。私にはどーでもいいことです」

　ダイアンの頭脳は、ワイルティアにおいては、軍の戦略はおろか、国家の方針にすら影響を及ぼす価値がある。

　もしなにか問題が発生したとしても、彼ではなく、形式的に彼以外の人間が処しよ罰ばつされる可能性のほうが大きい。

　処罰される者たちも、ダイアンの功績を上う手まくすれば自分の手て柄がらにできるという勘定で近づいてきた者たちなので、彼としては罪悪感を抱く必要すらないのだ。

「なので……まぁ、そっち方面は気にせず、あなた方はあなた方で、お好きにやんなさい」

　言い終わると、食べ終わったパンの紙袋と、飲み終わったミルク瓶を、そばにあるクズ箱に放ほうり投なげると、ゆらりと立ち上がった。

「あなたは、それを俺に伝えに来たのか？」

「ええ、まぁね」

　ルートは与あずかり知らぬことだが、ダイアンは今、誰に襲おそわれてもおかしくない状じよう況きようである。

　そんな中、彼がたまたま窓を見ていたとき通りかかったトッカーブロートの移動販はん売ばい用のトラックを見て、ソフィアにも告げずに、表に出てきたのだ。

「なんで……？」

「そーですねぇ」

　ルートに問われ、ダイアンはしばし考える。

　兵隊であったころのルートは、彼にとっては、「優ゆう秀しゆうであるだけのモニター」でしかなく、名前を覚える必要すらなかった。

　だが今は、彼を個人として認にん識しきし、会話する必要があると感じたのだ。

「とりあえずアレですねぇ、私は、あなたが嫌きらいなんですよ」

　少し苦笑いを浮うかべつつ、彼は言う。

「なにせ、あなたは恋こい敵がたきだ。私の想おもい人は、未いまだにあなたに未練たらたららしいのでね」

「え……？」

　誰だれのことを言っているのか、ルートにはわからなかったが、ダイアンは気にせず続ける。

「あとは、そうですね……私は、人ならざるものに育てられました」

　ダイアンの顔から、いつもの、人を喰くったような笑えみが消える。

　彼にしては珍めずらしい、めったに人には見せない、真しん剣けんな表情だった。

「だが僕は、〝彼女〟を、母親として敬愛しています」

　ダイアンの母親――彼を育てたのは、彼に〝ダイアン〟の名を与えてくれたのは、千年近く、一人で孤こ独どくに〝扉とびら〟の内部で意味なき保守点検作業を行っていた、機械人形である。

「だからでしょうかね、あなたが、くだらないどうでもいい理由を言い訳にするのではないかと、心配になってしまいましてね」

　たとえ相手が人ならざる者でも、その相手との間に、確かな繋がりは存在する。

　血が通っていなかったとしても、機械の存在であったとしても、ダイアンにとって、先代のダイアンは、正真に母親なのだ。

「拒むのならば、自分の意思で、相手を対等な者として拒みなさい。それが言いたかっただけです」

　彼は、もしルートが、「スヴェンの心は、ダイアンによって作られた偽いつわりのものだ」と考え、それを理由にしてスヴェンを拒むことがないよう、釘くぎを刺さしに来たのである。

「では、私はこれで……ああそうそう、スヴェルゲンに言っておいてください。私は後数日、このサウプンクトに滞たい在ざいすることになりそうです」

　背中を向けたまま、表情を窺うかがわせずに、ダイアンは言う。

「もし〝なにか〟あったら、来なさい。以上です」

　言い終わると、「自分の用事は終わった」とばかりに、それ以上語ることはせず、魔導師は立ち去ろうとする。

「待ってくれ―――」

　その彼の背中に、ルートは言葉をかける。

「なにか……？」

　振り返かえることなく、尋ねるダイアン。

「アンタは……スヴェンの、親ではないんだよな」

「ええ……彼女たちも、そのメンタリティだと思いますよ」

「なら、それなら、アンタに聞きたいことがある」

　生みの親ではなく、ただ取り上げた、助産師のようなもの――ダイアンは、自分の立ち位置を、そう語った。

　ならば、その立ち位置の人間にでなければ、聞けないことがあった。

　それは――







幕まく間あい劇その一







　オーガンベルツより、国境を越えてさらに先、ワイルティア公国、王都ベルン――

「さぁ、行くぞマリッシャくん！　探検キミの国！」

「なんでこんなことになったのかなぁ～……」

　陽気かつ快活に笑う、大陸国家ノアの将軍マイッツァーを見ながら、マリッサ・ヘイブンは、疑問と悲痛を込めたため息を吐いた。

　彼女は、王立兵器開発局警備隊の一兵士、伍ご長ちようである。

　今はここにいない、ソフィアの部下の一人だ。

　数時間前、昨日から国境先のペルフェに向かったその上官から、電話がかかってきた。

　そこでの内容を、軍司令部の、ワイルティア国軍最高司令官である、エルヴィン元げん帥すいの元に伝えに来たのだ。

　その際、なにがどうしてどうなったか、彼女は、ダグラス・マイッツァー将軍の「案内係兼けん護衛」としてつかされる事になった。

「なんでこうなったんだろう？」

　あらためて、腕うでを組みつつ、マリッサはここに至るまでの事態を思い出す。




「ま、まりっしゃ・へいぶん伍長であります！」

　数時間前――彼女は、軍司令部のエルヴィン元帥の執しつ務む室しつを訪おとずれた。

　思いっきり、噛かみながら。

　本来なら、彼女のような下兵士が、おいそれと訪れるような場所ではない。

　さらに言えば、本来なら、用件があるなら文書にして送り、元帥付きの執しつ行こう部ぶがそれを審しん査さした上で、必要と判断したら司令部に向かい、対面が許可されるのが、普通である。

（なんだって、通されるかなぁ……）

　だが、ソフィアは、少佐とはいえ、ワイルティア有数の名門の貴族。

　そして、エルヴィン元帥からも腹心の一人として扱われている将校である。

　それが故に、国家戦略の鍵かぎの一つ、ダイアンのお目付け役を命じられているほどだ。

　彼女の任務遂すい行こうに関するものの中には、そういった「段取り」を守っていては、緊きん急きゆう性せいを損そこなう案件も多い。それゆえに、直接エルヴィンに伝えることが許されている――のだが、それでも、マリッサのような庶しよ民みんには、雲の上の人には変わらない。

「おう、ソフィアのとこの部下か……」

　ガチガチに固まるマリッサに、エルヴィンは威い張ばり散らすこともなく、まるで大工の親方のように、朗ほがらかな笑顔で、彼女の敬礼に応こたえる。

「はひっ!?」

　だが、相手は、先のエウロペア戦争においての、ワイルティア勝利の最大貢こう献けん者しや。

　英えい雄ゆうの中の英雄の大英雄。

　さらに言えば、先の王都反乱事件でも、功績第一に数えられた、「生きる伝説」である。

　マリッサの舌は、まだ上手く言葉を紡つむいでくれなかった。

「ふむ、ちょうどいいところに来たなお前」

「は？」

　軍の最高幹部から、「ちょうどいい」と言われる覚えなどないマリッサは、間の抜ぬけた顔と声で問い直す。

「ダグラス将軍、彼女は私の優秀な部下が認める優秀な兵士です。彼女をお付けいたしましょう。存分に使ってやってください」

「ほう、それはありがたい」

　執務室には、エルヴィン元帥の他に、もうひとり男がいた。

　年としの頃ころは、中年の終わり頃くらいだろう。

　だが、妙みように若々しい、少年のような瞳ひとみをした男であった。

「ええっと、マリッシャ・ヘイブン伍長だったか、そういうわけで、ヨロシクな」

「はい～～？」

　笑顔で「あとは頼たのむ」と言うエルヴィン。

　まったく現状は理解出来ないが、軍というのは階級社会であり、上官の命令は絶対である。

　それも相手は元帥、自分は伍長。

　たとえそれがどんな命令であろうとも、彼女に許された答えは一つだけである。

「了りよう解かいいたしました……？」

　それが、彼女の、ノアの将軍ダグラス――スヴェンの自じし称よう「父親」との出会いだった。




「あの～、ダグラス将軍？」

「あ～ゴメンゴメン、マリッシャくん？　おじさんのことはね、マイッツァーって呼んでくれ」

　陽気に、とてもではないが、軍の最高幹部とは思えぬ気安さで、マイッツァーは返す。

「おじさんねぇ、有名人過ぎて、身バレしちゃうとファンが殺さつ到とうしちゃうから」

　ダグラス・マイッツァーは、大国ノアの、軍だけではなく、国政にさえ影えい響きようを与あたえる人物である。

　彼が、昼日中から国外を単独でうろついていると知れば、狙ねらってくるものは山ほどいる。

「そうなんですかぁ、大変ですねぇ有名人も」

　だが、この小動物のような下兵士はその意味がわからなかったようで、言われたままに、呼び方を変えた。

「それで……マイッツァーさん。どちらに行かれますか？」

　なぜ自分が、他国の軍高官と行動をともにすることになったのか、理由はわからないが、自分がなにをしなければならないかの説明は、彼女も受けている。

　マリッサに下された命令は、「マイッツァーの王都ベルンの観光案内」であった。

「そうだねぇ～、君のおすすめポイントは？」

「そうですねぇ～、ベルン大劇場はおすすめですし。王都大聖堂も一見の価値アリですよ。あ、あと宮廷通り！　あそこ、素す敵てきなお店がいっぱいあるんです！」

「ほうほう、そりゃいい」

　あれやこれやと提案するマリッサに、マイッツァーは楽しげにうなずく。

　マリッサが軍服さえ着ていなければ、田舎いなかから上ってきた父親を、王都観光に案内している、孝こう行こう娘むすめに見えただろう。

「でも、宮廷通りのお店って、どれも高いんですよね。前にあの通りのパン屋さんに入ったことあるんですけど、こんなちっさなバゲットが、７シーグですよ！　びっくりしてなにも買わずに帰っちゃいました」

　いつだったか、友達数人と出かけたものの、あまりの庶民層とは違ちがう物価に、目を回したものである。

「ははぁ、パン屋ねぇ……」

　パン屋の話を聞くマイッツァーの目が、少しだけ、違う色を見せていたが、マリッサは気づかない。

「ま、高いお店でもかまわないよ。君の行きたいところにも行こうじゃないか。欲しいものがあったらおじさんが買ってあげよう。そのパン屋さんにも、後で行こうじゃないか」

「ええ～ほんとで――」

　喜びかけて、マリッサの口がピタリと止まる。

　お金持ちの軍高官、年とし端はも行かぬ小こ娘むすめの下兵士。

（え、やだ、なにこれ……もしかして……）

　彼女の脳内で、最悪の予測が組み上がる。

「げっげっげっ、欲しいもんあったらなんでも買うたんでぇ～」とニヤケ笑いのマイッツァーに、その夜、いかがわしい場所に連れて行かれ、あれやこれやと、やらしいことをされる自分――

「ひいいいいい!?　いえいえいえ、けっこうですぅ～、私、彼かれ氏しいますしぃ！」

「はい？」

　マリッサの発想の飛ひ躍やくに、きょとんとした顔のマイッツァー。

「彼氏がいるの？」

「はい！」

「そりゃよかったねぇ」

　いきなり聞いてもいないプライベートを明かされては、マイッツァーでなくとも面食らう。

「ウチの娘むすめにもねぇ、想い人がいるみたいなんだけどねぇ」

「へ？」

　今度は、マリッサが、聞いてもいないマイッツァーのプライベートを明かされ、面食らった顔をする。

「長らく疎そ遠えんにしていたせいかねぇ……こういうふうに、一緒に歩くこともしたことがなくてねぇ」

「そ、そうなんですか……」

　マイッツァーに、決して邪よこしまな下心があったわけでなく、それこそ、自分を同じくらいの歳なのであろう娘と重ね合わせただけと知ったマリッサは、少し、申し訳ない気持ちになった。

「あの、えっと、ごめんなさい！」

「なんだい？　どうしたんだい？」

　不思議そうな顔をするマイッツァーに、なんども頭を下げた。

　悪いと思ったらちゃんと謝あやまる――それがマリッサの性しよう分ぶんだったのだ。

「ふむ……」

　マリッサの内心がどうであったかは、さしものマイッツァーでもわからない。

　だが彼女が、人間として「善良」というにふさわしい者であることは、十分に理解できたのだろう。

　どこか微ほほ笑えましそうに、彼は笑った。

「エルヴィンさんはいい子を付けてくれたよ」

　彼が、何なに故ゆえに、どういう事情で、エルヴィンの元を訪ねていたのかは、マリッサは知らない。

　いや、知りようはずがない。

「ただねぇ、マリッシャくん。宮廷通りは後で行こう。おじさん、ちょっと行きたいところがあるんだよ」

　オーガンベルツで身元を特定されたマイッツァー。

　そのままベルンに移送され、改めて、国こく賓ひんとして各方面に挨拶を終えた。

　だが、それは彼の表向きの、将軍としての政務に過ぎない。

　彼が行きたかった場所、本当の目的は、別にある。

「ＶｆＲに、行きたいんだよ」

　かの場所にいる者たちとのコンタクトを、彼はエルヴィンに頼みに行っていたのだ。







　ワイルティア公国軍司令部の、来客が去った自身の執務室にて、エルヴィンは一人息を吐く。

「しかし、なんであんなところに行きたがったんだ……？」

　ダグラス・マイッツァーが変人であることは、先の一件で否いや応おうなく理解した。

　自分の身代わりにペンギンを立てるような男である。

　どんな奇き行こうをしてもおかしくないし、そこに意味などないのかも知れない。

　だが、意味のないことを、「意味があるからする」という人間も、この世には多い。

「あそこはただの夢想家どもの集まりだ。趣しゆ味み、とも考えられるが……」

　ＶｆＲ訪問の、アポイントメントを付けてほしいと言われたときには、さしものエルヴィンも「どこだったか？」と首をひねった。

　一応は、国家も関かかわっていないこともない集団だが、外がい郭かく団体も外郭団体。

　たまに活動報告書を上げてくる程度のところである。

「ふむ……」

　ワイルティア公国元帥エルヴィン――軍事の天才にして、兵法の達人と称しようされる彼の、諸国からの異名は「謀ぼう神しん」である。

　常に先の先を読み、人の心中すら、まだ本人の自覚する前に「読む」彼の卓たく越えつした慧けい眼がんがあればこそ、様々な作戦において、戦果を上げてきた。

「やはりここは、セオリー通りに行くか」

　そんな彼のセオリーは、「常に最悪の事態を想定する」である。

「失礼いたします」

　エルヴィンがいつもの結論を出した時、ちょうど、その狙ったかのようなタイミングで、扉が開く。

「お呼びでしょうか、元帥閣下」

　現れたその男は、ソフィアが、至急オーガンベルツによこしてくれと言った人物であった。

　大軍縮と、領土拡張によって、ワイルティア軍は深刻な人員不足に陥おちいっている。

　現在ワイルティアが最も枯こ渇かつしている資源は、「人材」と言っても良い。

　優秀な兵士は、それだけで、同量の黄金に匹ひつ敵てきする。

「来たか……レイア」

　現れたその男こそ、まさにその一人。

　エルヴィンに言わせれば、同量の宝石をも上回る。

〝蒼あおき戦せん慄りつ〟と恐おそれられし男、レイア・トゥールマン大たい尉いであった。







第三章「ニセモノとホンモノ」







　三日目の夜――オーガンベルツのトッカーブロート。

「あ～～～～～～疲つかれた。だが心ここ地ち良よい疲ひ労ろう感」

　ワイルティア屈くつ指しの、優秀な兵士であるはずのブリッツドナーは、仕事を終え、小休止を味わっていた。

　今日の彼かれの仕事は、硝しよう煙えんたなびくあら事の世界ではない。

　今日も今日とて、パン屋の店番に明け暮れていたのだ。

「こうしていると、昔を思い出すねぇ」

「昔、ですか？」

　彼が来てから三日目、いい加減あしらいにも慣れてきたスヴェンが応える。

「ああ、ウチの家が、まだもっと貧びん乏ぼうだったころの話でな」

　今店内には、スヴェンとブリッツドナーしかいない。

　ルートは今日も、朝の仕込みを終えた後、外に出かけ、昼前に一度戻もどってパン作りを終えたあと、また仕入れや配送で出かけてしまった。

　なにせ、いつもなら接客要員として貴重な戦力であるジェコブがいないのだ。

　店を回せるのがスヴェンしかいない。

　壁かべを作られたわけではないが、まるで自分を避さけているかのようなルートに、スヴェンは、静かに、不安を覚えていた。

「確か……お父様は、ヨゼフ・シャイロック老なんですわよね」

　だからだろう、この厄やつ介かいな招かれざる客とも、話をしてやろうかという気分になった。

　そうでもしなければ、心が落ち着かなかったからだ。

「ああ……何回か会ったんだっけな？」

「ええ、少しよう佐さ殿どののお父様には、この店を一度焼かれましたわ」

「そ、そいつぁ……迷めい惑わくかけたな……」

　ジェコブの祖父にして、ブリッツドナーの父、ヨゼフ・シャイロック。

　ワイルティアでも一、二を争う大商人である。

　半年とちょっと前、彼は偶ぐう然ぜん出会ったジェコブを連れて帰ろうと、てんやわんやを起こし、様々あった結果、トッカーブロートは一度全ぜん焼しようした。

「ま、新築費用は全すべて支払っていただきましたけど」

「そうか……」

　当然の話だと、ブリッツドナーはうなずく。

「ついでに、増築費用と、新しい機材の購こう入にゆう、窯かまの増築なども行いましたけど」

「そ、そうか」

　それだけでは終わらせなかった、「転んでもただでは起きない」スヴェンに、ブリッツドナーは少しうろたえた。

「大したもんだ。あの〝銭ぜにゲバ〟シャイロックから金をむしり取るなんて、世界中が驚くぜ」

「ふふんですわ」

　シャイロック老は、経済界では知られた怪かい物ぶつである。

　ワイルティアだけにとどまらず、、世界的に知られた銭ゲバなのだ。

「どうして……シャイロック老と仲なか違たがいされたのです？」

　ふと、何の気なしに、スヴェンは問うた。

「ううん？」

　その問いかけに、「なんと言ったものか」と、ブリッツドナーはしばし頭をかきながら考える。

「そうさなぁ……俺おれも若くて、ジジィも余よ裕ゆうがなかった、からかな？」

「はい？」

　答えになってない答えに、スヴェンは怪け訝げんな顔をする。

「他に言いようがねぇんだよなぁ……」

　ブリッツドナーは、今から十数年前に、父であるシャイロックと壮そう絶ぜつな親子ゲンカの果て、家を飛び出した。

「あの頃はおふくろが死んだ辺りでなぁ、ジジィも稼かせぎすぎて商しよう売ばい敵がたきに冤えん罪ざい食くらって、投とう獄ごくされたりして荒あれててなぁ……」

「それで……別人にまでなったんですの？」

　ブリッツドナーの名は偽ぎ名めいである。

　しかし、ワイルティアの記録では、正規のものとして登録されている。

　彼が超ちよう法ほう規き的てきな手段で、別人の国こく籍せきを手に入れたことを意味している。

「あの頃は戦前のドタバタ期だったからなぁ。経歴をまっさらにする方法なんて、いくらでもあったんだよ」

　二面作戦を展開せざるをえなかったワイルティア公国。

　兵士はいくらいても足りず、頭数を揃そろえるためなら、非合法な手段すら取られた。

　なにせ、餓が死し寸前の孤こ児じをかき集め、〝第三種兵士〟として育成したほどだ。

「脛すねに傷持つ犯罪者や前科者でも、軍に入隊すれば、新しい名前と登録証が手に入ったからな」

　中には、本来なら刑けいに服さなければならない者もいただろう。

　そういった者たちに比べれば、まだ〝マシ〟ではある。

「あの頃は……俺はまだ十七かそこらで……ジジィは四十すぎってトコだったな。あん時はわからなかったが、親の歳に近づくと、見えてくるものもある」

　シャイロックは、商会を大きくするために、時に世間から後ろ指をさされるような汚よごれ仕事も、数多く行ってきた。

　それは、力を持つためには、大きくなるためには、潔けつ癖ぺきな仕事だけではできないと知っていたから。

　そして、力がなければ、世間は容よう赦しやなく自分を潰つぶそうとすることも知っていたから。

　そして自分が潰れれば、家族や従業員たちの未来も潰されると知っていたのだ。

「政治家や役人に金をばら撒まき、札束でほほひっぱたいて敵を屈くつ服ぷくさせ、荒あら事ごと専門の強こわ面もてや、法律を道具に無理を通すことを仕事とする弁護士を雇やとい、目的のためなら手段は選ばなかった」

　だが、それは全て、自分一代で汚れ仕事の全てを背負い、我わが子こに全てを託たくし、罪人として追い落とされるためであった。

「全部俺のためだって言ってな。それが許せなかった。〝子どものため〟じゃなくて、〝子どものせい〟にしてんじゃねぇかってな」

　若きブリッツドナーには、それが許せなかった。

　自分の汚きたなさを、子どものせいにする父親が、許せなかった。

　いや……それだけではない。

　父親がそこまでして残すものを、自分が背負えるかという、不安もあった。

「ジジィへの当てつけと、逃とう避ひだな。結局は……」

　家を出て、放ほう浪ろうの果て、兵士となり戦場に出て、変えた名前で英雄になった。

「だが、自分に子どもができて、初めてジジィの気持ちがわかった。全ての傷は自分が背負う。だから、子どもには無傷のままでいて欲ほしいって、思うようになっちまった」

「あなたが……その、名乗らなかったのも、そうなのですか？」

「まぁな」

　スヴェンの問いかけに、ブリッツドナーは苦笑いで返す。

　彼がどのような経緯で今のような立場になったのか、スヴェンは詳しよう細さいは知らない。

　だが、あのダイアンと組んで行動しているところを見ると、かなり際きわどい、死の危険を常に伴ともなう任務についていることは、察しが付く。

「目立つ奴やつが近づけば、平へい穏おんではいられない世の中……だろ？」

「まぁ、確かに……」

　言われて、スヴェンは思い出す。

　半年前の一件で、ジェコブは、「大だい富ふ豪ごうシャイロックの孫」という理由で、誘ゆう拐かいされた。

　いろいろと裏仕事はしているが、それでも、〝表〟の人間であるシャイロックの孫というだけで、危機にさらされたのだ。

　ともすれば、国家間の陰謀にすら関与するブリッツドナーの息むす子ことなれば、今度はジェコブがどんな目に遭あうか、それこそ想像もできない。

「俺が近づくことで、アイツが傷つくのなら、俺は姿を現さない、それが一番いい――」

「………」

「と思ってたんだがな」

「え？」

　スヴェンが、「そうですか」と言おうとする前に、ブリッツドナーは、自身で、その言葉を否定した。

「怖こわかったってのもあったんだろうな。俺なんかが、アイツの前に、父親として現れる資格があるのか……そう思っていたことも、否定できねぇ」

　ブリッツドナーが、「気持ちがわかった」というのは、そういうことであった。

「子どものため」を、理由であり、言い訳にしてしまった。

「情けねぇだろ、これが〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟の素す顔がおだ。テメェのガキにビビってんだよ」

　言って、自じ嘲ちよう的てきな笑い声を、ブリッツドナーはあげる。

「そんなこと……ありませんわ」

　慰なぐさめではなく、スヴェンは本心の言葉で言う。

「恐きよう怖ふ心しんが麻ま痺ひした兵士ほど、戦場でたちの悪いものはございませんし」

「そっちかよ」

「いえいえ、大切なことでございますわよ」

　ツッコんだブリッツドナーに、話を続ける。

「恐怖心を持たず、考えなしの猪ちよ突とつ猛もう進しんを繰くり返せば、本人もそうですが、周りに被ひ害がいが拡散するばかりですわ」

　かつて、兵器として戦場を疾しつ駆くしていた頃、そういう主に乗られたせいで、原形すら止とどめなくなった友軍機を、彼かの女じよは何度も見てきた。

「臆おく病びようであるからこそ、あなたも、主さまも、生き残られたのかも知れませんわね」

　蛮ばん勇ゆうを誇ほこる命知らずは、豪ごう傑けつとは呼ばれても、英雄にはなれない。

　英雄とは、恐きよう怖ふを知る者。

　恐怖を知り、なお挑いどむ者。

　ゆえに彼らのその姿は、人々の心を惹ひきつけるのだ。

「それに……少佐殿のお気持ちも、わからないではありませんから」

　この時初めてスヴェンは、目の前のブリッツドナーに、奇き妙みようなシンパシーを覚えていた。

「わたくしもやはり、怯おびえているのでしょうね」

　今まで、スヴェンは自分の正体を、ルートに明かさなかった。

　彼を混乱させたくなかったから？

　軍の最高機密であり、脱だつ走そうした自分が起こすトラブルに巻き込みたくなかったから？

　理由はいろいろある。

　その全ては、偽りではない。

　でも、「正体を知られて、拒こばまれたら」――ということへの、怯えがあるのも事実である。

「話してないのか、ランガートに？」

「はい……」

　わずかな挙動から、ブリッツドナーはスヴェンの心中を察した。

　ルートと同じく、卓越した猟兵機パイロットだからか、それとも、卓越した女ったらしだからか、どちらかはわからないが。

「少佐殿たちが、うらやましいです……」

「ああン？」

「だってあなた方には、血が流れているではないですか？」

　シャイロックとブリッツドナー、ジェコブ――祖父と父と息子。

　互たがいにすれ違いはあるが、それも全て、互いを思い合っていればこそ。

「わたくしには、その血すら流れていない。全て作り物……ニセモノです」

　今度は、スヴェンが自嘲的な――いや、どこか寂さびしげな笑みを浮かべる番だった。

　ルートへの愛情は本物だと、彼女は思っている。

　思っているが、それでも疑いを払ふつ拭しよくできない。

　手も足も、骨も肉も臓ぞう腑ふも、髪かみの毛け一本に至るまで、人工物の自分。

　その自分の中に芽生えた感情は、愛情は、果たして〝ホンモノ〟なのか――

「おいコラ」

「え？」

　悲しげにうつむきかけた彼女に、ブリッツドナーが、これでもかという不ふ機き嫌げんな声をかける。

「オマエ……なにふざけたこと言ってんだ？」

「だって……そうではありませんか？」

　言ってブリッツドナーの顔を見る。

　作り物の存在でも、その心はホンモノだと、慰めようとしている雰ふん囲い気きではなかった。

　紅蓮の男の声も顔も、怒いかりに近いものとなっていた。

「作り物が持っているモンは、全部ニセモノだとでも言いてぇのか？」

「だって――」

　この時スヴェンの中にあったのは、「人間のあなたにはわからない」という、どこか壁を作った感情だった。だが――

「見ろ」

　そう言って、今までずっと外していなかった手て袋ぶくろを、ブリッツドナーが脱ぬいで見せたところで、声を止める。

「それは……」

「手だけじゃねぇぞ。腕全部がそうだ」

　現れたのは、機械製の腕。

　義手、義腕の類たぐいではない。

「人体の代用品」に収まらない、それこそ、スヴェンたちの手足と同様の技術で作られたものが、そこに存在していた。

「俺の体は半分が……正確には54％だったかな？　ともかく、半分以上が機械だ」

　機械兵士、という者が存在する。

　スヴェンも、以前、グレーテン帝てい国こくの機械兵と戦った。

　ブリッツドナーの体は、それよりも遥はるかに精密かつ高度な、人間型猟兵機開発の際に得た技術で作られた、ワイルティア製の機械兵であった。

「あなたは……なにがあったのです!?」

　ワイルティアを含ふくめ、各国とも、公式には、自軍での機械兵士の運用を認めていない。

　当然の話である。

　生きた人間を兵器として運用するなど、正気の沙さ汰たではない。

　だが、それだけではない。

　猟兵機技術を元に作られた、機械の手足は、そのまま、事故や病気、先天的に体の一部を欠損した者たちにとって、希望となる。

　だが、兵器運用が可能ということを公然と認めれば、当然、規制の対象となる。

　それらの理由もあって、機械兵の存在は、半ば軍関係者にとって公然の秘密となっているのだ。

「まぁ、いろいろあったんだよ」

　うそぶくように返すブリッツドナー。

　公然の秘密ということは、何かあれば、最悪、「なかった」ことにされる者たちということだ。

　事実、グレーテン政府は、先の機械兵を投入した飛空船デフェアデッド号に関しての事件を、「無関係」で通している。

　国家に忠誠を誓ちかい戦った特務の機械兵たちの存在を、「なかった」ことにしたのだ。

「なぁ……こんな体になっちまった俺が、アイツに……ジェコブに抱いだく思いは、やっぱり半分はニセモノなのか？」

「それは……違いますわ……！」

「どう違う？　オマエの理り屈くつじゃ、作り物の抱く思いはニセモノなんだろ？　なら俺の半分は作り物だぞ？」

「ですが、あなたは――」

「なにが違う？」

　有う無むを言わさぬ迫はく力りよくに、スヴェンは、一歩後ずさる。

　ワイルティア公国最強のエース〝紅蓮の鷹〟の迫力？

　否であった。

　それは、ただ、我が子を思う父親の持つ、気き迫はくであった。

「手足と臓器だからか？　脳みそは自前だからか？　生まれついては人間だったからか？　くだらねぇ、なにも変わりゃしねぇ」

　ブリッツドナーは立ち上がると、一歩下がったスヴェンに、一歩近づく。

「大切に思うヤツがいる。そいつのことで頭が一杯ぱいになる。そいつが笑ってくれたら嬉うれしくて、泣いてたら悲しい。そいつの苦しみを止めるためなら、なんだってしてやる……そう思うことに、その思いを抱くことに、ニセモノも、ホンモノもありゃしねぇんだよ！」

　さらに、ブリッツドナーは一歩近づく。

「なぁ、賢かしこい搭とう乗じよう者しや支し援えんＡＩサンよ？　答えてくれや？　思いに……誰だれかを愛する思いに、〝ニセモノ〟と〝ホンモノ〟を分ける明確なキジュンってヤツを」

　スヴェンはもはや、下がることも出来なかった。

　動くことすら許さない、強い意思を、目の前の男から全身にぶつけられていたのだ。

「それは……それは……」

　なんとか答えようとする。

　だが答えは出ない。

　当たり前だ、そんなこと、出来やしないからだ。

「わかるか、スヴェルゲン・アーヴェイ……ねぇんだよ。〝ニセモノ〟も〝ホンモノ〟も」

　険しかったブリッツドナーの顔が、わずかに緩ゆるむ。

「信じるしかねぇんだ。自分と、自分の大切な者を……それが、石っころを、ダイヤモンドに変えんだよ」

　そう言って、ポンと、スヴェンの胸を叩たたいた。

「昔の偉えらい人が言ってなかったか？　〝信ぜよ、然しからば救われん〟ってな？」

　そして、ニヤリと、屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる。

（ああ……）

　その笑顔を見て、スヴェンはあらためて実感した。

　ジェコブの笑顔と、驚おどろくほど似ていた。

　顔の作りがどうとか、そんな次元ではない。

　それを目にした者に感じさせる、不思議な人ひと懐なつっこさが、そっくりだった。

（いいなぁ……）

　なぜか、それを彼女はうらやましく思った。

「あの……〝求めよ、さらば与えられん〟ではありませんでしたか？」

「細かいこと言うねオマエ。いーんだよ、都合のいいように受け取っとけ」

　とっさに出た問いかけも、笑い飛ばされてしまった。

（なるほど……これが……）

　スヴェンは、ルートという主と出会ったことで、〝心〟を芽生えさせた。

　そして同様に、このブリッツドナーに出会ったことで、彼の搭とう乗じよう機きもまた、〝心〟を持った。

　性格的には、大おお雑ざつ把ぱで豪ごう快かいなブリッツドナーと、寡か黙もくで繊せん細さいなルートは、似ている要素のほうが少ない。

　しかし、その根本にある雰囲気は、どこか、似ている感じがした。

「それにいたしましても……」

　ふと、改めて、スヴェンは言う。

「そこまで堂々としたお考えがあるのなら、ジェコブさんとももう少し自然に触ふれ合あうことができないんですか少佐殿は」

「覚えとけ機械人形……人間ってのはな、〝自分のことを棚たなに上げる〟ことで、偉そうなこと言えちまうんだよぉ～～～～～」

　さっきまでの威い風ふう堂どう々どうさはどこへやら。

　途と端たんに頭を抱かかえ、その場にうずくまる紅の男がそこにいた。




　そして――

　半はん壊かいしたトッカーブロートは、壁が崩くずれ、そこから中の声がダダ漏もれである。

　それこそ、こっそり裏口から入り込んだジェコブが、スヴェンとブリッツドナーの会話を、全て聞いてしまえるほどには。

「……………………」

　無言で、少年は壁に背を当てている。

「なんだよ……」

　ポツリとこぼしたその言葉は誰に向けたのか、誰にも、言った当人にもわからない。

　ジェコブの、ブリッツドナーへの思いは、憎にくしみでも、怒りでもない。

　自分や母をほったらかしにしたことへの、憤いきどおりはある。

　だがそれが、いきなり現れた父親への拒きよ絶ぜつ感の原因ではない。

　いや、それらの感情もある。

　あるが、同じくらい、存在する。

　それこそ、「怯え」「恐怖」であった。

　いきなり現れた父親に、近づくことへの、言いようのない恐怖。

　拒絶されれば、否定されれば、どうなるだろうという恐怖。

　最初からいないものと思い込めば、まだ気づかずにいられた感情。

「おんなじかよ……」

　再びこぼすと、ジェコブはそこから離はなれる。

　しばらく歩きながら、考える。

　いきなり現れた父親は、同じように、自分に怯えていた。

　拒絶されれば立ち直れなくなる相手だからこそ、近づくことを、恐れていた。

「…………………」

　親子という〝あたりまえ〟の関係を、〝あたりまえ〟に出来なかったからこそ、どうやって接すればいいのか、ジェコブはわからず、ただ歩いていると――

「ジェコブくん？」

　そこに、ブリッツドナーを思わせる、紅の装束に身を包んだ少女がいた。

「少しよう佐さに……その、お父様に、会われないのですか？」

「別に、その必要もないし……」

　少女の――レベッカの問いかけに、また、そんな、憎まれ口ぐちを叩いてしまう。

「ジェコブくん……私には、〝親〟というものはいません」

　そんな彼に、レベッカは、悲しげに問いかける。

「だから、教えていただけませんか？　親子というものは、必要がなければ、会ってはいけないものですか？」

「……………」

　その問いかけは、決して、皮肉ではない。

　レベッカにとっては、ジェコブも、ブリッツドナーも、ともに大切な相手なのだ。

　その二人がすれ違っているのが、ただ彼女は悲しく辛つらかった。

　それでも、本当に彼らが「それでいい」というのならば、彼女は止める気はない。

　己おのれの身が引ひき裂さかれるような思いに苛さいなまれようと、彼らの願いを叶かなえることを、彼女は使命としている。

　だから――

「本当に、いいんですね？」
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　だから、それがジェコブにとって、正しき選せん択たくなのか、それだけは、確かく認にんを取りたかった。

「それは……その……」

　言いよどむ少年に、レベッカは小さな袋ふくろの包みを渡わたす。

「なに、これ……？」

「ロッシェです」

　ロッシェとは「岩」という意味の名を持つ焼き菓子である。

　卵らん白ぱくと砂糖を混ぜ、ナッツやアーモンドを混ぜて焼き上げる。

「ランガート元大尉から、ジェコブくんがお好きだと聞いたので……」

　ロッシェは「パン屋の菓子」として有名である。

　パン焼きに卵は多く使われるが、表面の艶つや出だしのために、卵らん黄おうだけが用いられる事が多い。

　そこで、残った卵白をメレンゲにし作るロッシェが、パン屋の片かた隅すみに並ぶ光景が生まれるのだ。

「私は……こんなことしかできません」

　悲しみと、無力な己への悔くやしさで、レベッカは肩かたを震ふるわせていた。

「ごめんなさい……」

「なんで……アンタが謝るんだよ……」

　涙なみだをこぼし始めた紅の少女に、ジェコブはどうしようもない気持ちを抱きつつ、応こたえる。

「僕ぼくは……」

　どうすればいいのか、どうしたらいいのか。

　かけちがえたボタンを、どうすればもとに戻もどせるのか、それがわからず、ただ目を伏ふせることしか出来ない少年――に、突とつ如じよ声をかける者が現れる。

「なにやってんのオマエら」

　現れたのは、トッカーブロートの見習いパン職人である、ミリィであった。

「なに？　赤いねーちゃん泣いてんの？　泣かせたのオマエ？　最低だな」

「違ちがうから……」

　普ふ段だんなら、軽口の一つや二つで返すところだが、心の余裕がないのか、上う手まく口が回らない。

「ま、いいや。オマエ探してたんだよ。マレーネに言われて」

「マレーネが……僕を？」

「オマエってーか……ちょうどいいや、赤いねーちゃん……」

「レベッカです。なんでしょう？」

　レベッカとマレーネは、以前、王都の反乱事件の際、軽く面識がある。

「今夜、教会に来てくれない？　あ、あの赤いおっさんも一いつ緒しよに、頼たのむな」

「え？」

　言うだけ言って、ミリィは「いそがしいいそがしい」と、わかりやすく忙いそがしそうな素そ振ぶりで、走り去っていった。

「えええ～……」

　顔を合わすきっかけを掴つかみそこねているとは思っていた。

　だが、こういう降って湧わいたような機会の到とう来らいもどうだろうと、思わず首をかしげずにいられない話であった。







　今から百三十年ほど昔、獅し子し王おう帝ていと呼ばれる男がいた。

　それまで、形けい骸がい化かしたものの、世界秩ちつ序じよとして存在していた神聖帝国の支配体制を終わらせ、エウロペア帝国以来の、大陸統一を果たしかけた。

　死してなお、その名は後世に残り、革命児の代名詞となっている。

　なにせ、元は小さな田舎いなか島で生まれた、なんのことはない下士官だったのだ。

　それが、あっというまに乱世を利用しのし上がる。

　神がかった常勝の将軍であり、悪あく魔ま的てきな奇き智ちを備えた政治家であった獅子王帝。

　あまり知られていないが、彼は、実は非常に優すぐれた考古学者だった。

　まだ一下士官であったころ、彼はある遺い跡せきの調査隊に参加する。

　彼がどこの、なんの遺跡を調査したのか、それは記録に残っていない。

　ただ、その調査隊の参加者は、獅子王帝以外の全てが、なんらかの理由で、不可解な死を遂とげている。

　一部の者達たちは「古代の王族の呪のろいではないか」と噂うわさした。

　その噂をした者たちも、不可解な死を遂げる。

　獅子王帝は栄えい耀よう栄えい華がの限りを尽つくし、己を皇こう帝ていとさえ称し始めるが、グレーテン帝国や、北方の国への遠えん征せいの失敗などが続き、徐じよ々じよに、その支配体制は弱まる。

　一代で成り上がったものの悲しさ、強大な力による支配は、力が弱まれば、一気に崩れ始める。

　ついには、側近に――正しくは側近だと信じていた者たちに裏切られ、彼は元の、生まれた小さな田舎島に幽ゆう閉へいされた。




「なぜだあああっ!!」

　小さな田舎島の、貧相な屋や敷しきの中で、獅子王帝は叫さけび、吠ほえる。

　その称しよう号ごうのごとく、獅子のように威い厳げんある――ではない。

　まるで、打ちのめされた野の良ら犬いぬのような喚わめき声ごえであった。

「この余が！　なぜこんな目に遭わねばならんのだ！　あの愚ぐ昧まいどもが！　舐なめるな！　ふざけるな!!　ふざけるなぁあ!!」

　投げ飛ばした椅い子すは、壁かべ紙がみを破りながら壊こわれ、テーブルの上のワイングラスは、ワインの瓶びんとともに粉々に砕くだける。

「どうしてこうなった………なぜだ……全て、貴様の言うとおりにしたであろう!!」

　獅子王帝の狂きよう気きすらはらんだ眼まな差ざしは、部屋の角に立つ、一人の少女に向けられる。

　全ての公的な書類には、彼女の名前は載のっていない。

　極ごく稀まれに、三文小説と変わらぬレベルの歴史書に、その存在が匂におわされている程度にしか、彼女の存在は残っていない。

　曰いわく、「獅子王帝の傍かたわらには、いつも、一人の少女が付き従っていた。何年も、変わることのない容姿の」と。

「落ち着いてください、主様……うふふ」

　少女は、まるで天使のような美しさであった。

　いや、もはや天使そのものと言っていい、彼女を見たならば、誰もがそう思うだろう。

　むしろ、「天使とは羽の生えていないものだったのだ」と、認にん識しきを新たにする次元の美しさであった。

「主様はなにも間ま違ちがえていらっしゃいません。全て、正しく、そのお役目を果たしておられます」

　天使のような少女は、天使のような声で、獅子王帝に告げる。

「間違っていない……なにがだ？　どこがだ!?　帝てい位いを追われ、国を追われ、元の田舎島で、一生閉じこもっていろと言われたのだぞ!!　死ぬまで、余はここで、笑われ続けるのだ!!」

「あらあら……」

　激しく憤る〝主様〟を見ながら、少女は困ったように笑う。

　古来より、様々な王朝で、王位帝位を追われた者の末路は悲ひ惨さんである。

　中には、自害する毒すら用意されず、首をしめられて殺された皇帝も存在する。

　それに比べれば、故郷に戻り、日々の暮らしは保証するから、「一生何もするな」と言われる程度なのは、稀まれなる温情と言える。

「どいつもこいつも、余をバカにしおって……余は、余は、獅子王帝なるぞ!!」

　だが、それは理屈である。

　人間の感情は、そこまで簡単に割り切れない。

　高みに登れば登るほど、その景色が忘れられなくなる。

　一本で、庶しよ民みんならば一年食っていけるほどの値段の高級ワインを、呑のみ飽あきるほど呑んできた者は、かつて愛した安ワインを出されれば、「愚ぐ弄ろうされた」と感じるのだ。

「主様は、為なすべきことを果たされました。それはもう見事に……それは私が、なによりも存じ上げておりますわ」

　そんな獅子王帝に、少女はなおも優やさしい笑えみを崩さない。

　その笑顔に、獅子王帝の怒りの炎ほのおにも、水が差される。

　その美しさに心が和なごんだのではない、なおも「果たした」という彼女の言葉のみが、純じゆん粋すいに疑問だったからだ。

「お前は、なにを言っておるのだ……？」

「主様のおかげで、大陸は統一しかけました。各国のもっていた技術や知識が、適度に共有化され、それまでとは異なる新技術が生まれ、発見されました」

　笑顔のまま、少女は語る。

「また、稀なる巨きよ大だい連合国家が出来たことで、周辺国の脅きよう威いとなり、軍備の増強や、兵器の開発が進みました。これらの基き礎そ技術は、さらなる科学の発展を生みますわ。陛下の十年に満たぬ治世の間に、それまでの百年を上回る進歩が起こったのです！」

　少女は、高こう揚ようのあまり、頬ほおを赤らめ、熱く、素す晴ばらしいものを尊ぶように語る。

「お前は……なにを……言っているのだ……？」

　獅子王帝には理解できなかった。

　この少女――若かりし頃ころ、一青年将校であった頃、遺跡の中から出てきた、この少女。

　現れた途端、呆ぼう然ぜんとする発はつ掘くつ隊たいの面々の中から、かごの中に盛られたじゃがいもを無造作に一個選び出すように、自分を指差し、問うた。

「あなた、王様になりたくない？」――

　その言葉をなぜ信じたか。

　いや、信じたのではない。

　ただ彼女の妖あやしいまでの美しさに惹かれ、ただなすがままに首を振ふったに過ぎない。

　それから、彼女の言うとおりに生きてきた。

　彼女が言うとおりに戦い、彼女が言うとおりに勝利した。

　彼女が近づけと言った人物と親交を結び、彼女が遠ざけろと言った人物を拒んだ。

　彼女が切り捨てろと言った友人たちを排はい除じよし、時には命も奪うばった。

　気づけば自分は英えい雄ゆうと呼ばれ、己を称たたえる歌すら作られた。

　そして、言われるままに、王となり、皇帝の座についた。

　だが、いつからかおかしくなった。

　彼女の言うとおりに開戦を決意した戦いが、ことごとく敗れた。

　百万の軍勢を率いての遠征が、敗戦の末、五千しか残らなかった。

　獅子王帝の常勝の神話は崩れ、今の有様になった。

「これも全すべて、お前の計画通りということか……？　余の敗北も、没ぼつ落らくも、全てお前の思った通りということか？」

「約束通り王様にしてあげたでしょう？　それどころか、皇帝にしてあげた」

　少女は、なんら悪びれることなく応える。

　いや、そもそもが、自分の行いが間違っているなど、かけらも思っていなかった。

「エウロペア大陸はまだ統一されてはいけないの。もっともっと、互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、力を求め、さらなる成長を遂げてくれないと……だから、主様？　あなたは役目を果たされましたの。ご苦労さまでした」

　言って、少女はこの上なく愛らしい顔で微ほほ笑えんだ。

　それは、獅子王帝にとって、この上なく残ざん酷こくな笑顔だった。

「お前は……人間をなんだと思っている……俺おれは人形じゃないぞ!!」

「はい？　わかっておりますが……？」

　獅子王帝の言葉に、少女はきょとんとした顔をした。

　彼女は、人間を人形などとは思っていない。

　ただ、どちらも大差はないと思っているだけだ。

「それでは、長らくお世話になりました。私は、次に行かねばなりませんので」

　丁てい重ちように、うやうやしく、少女は別れを告げる。

「次、だと……？」

「はい、主様がおられなくなったので、大陸は今、次の覇は権けん争いをはじめています。それを適度に刺し激げきし、さらなる戦乱を呼ぶ必要がございます」

　まるで、今夜の夕飯に、なにを買い出しに行くかを語るかのような口調であった。

「主様……あ、いえ、もう違いましたね。レオン様におかれましては、どうぞこの島を出ようなどとお考えにならないように。そうすれば貴方あなた様さまは平穏に余生を過ごせます。では――」

　言うだけ言って、少女は部屋を出ていった。

　唖あ然ぜんと、もはや何も口にできないまま立たち尽くす、獅子王帝――否、ただの中年男である、レオンを捨て置いて。

「は……はは………」

　しばし、ただ棒立ちとなっていたレオンは、乾かわいた笑いを浮うかべ始める。

「ふざけるな……ふざけるなよ……!!　俺を……いや、余をなんだと思っている!!　余はこんなところで終わらぬぞ！！！」

　そして、男は再び動き出す。

　ほどなくして、レオンは島を脱だつ出しゆつ、大陸に帰き還かんする。

　再び皇帝を名乗り、権力を掌しよう握あく。

　自分を討とう伐ばつしようと結成された諸国連合軍と、大陸の覇権を巡めぐって、獅子王帝は戦う。

　そして、敗れる――

　戦の天才と呼ばれた男の、あまりにもあっけない敗北。

　その天下は、百日も保もたなかった。

　捕とらえられた彼かれは、処しよ刑けいはされなかった。

　殺せば、神格化し、英雄として伝説になるからだ。

　故に、彼は再び島流しとなる。

　今度は、鳥すらも訪おとずれぬほど、遠い遠い、海の真ん中にある小さな島。

　牢ろう獄ごくなど必要ない。

　そこから脱出する手立ては、絶望的に、存在しない。

　十年足らずの後、獅子王帝と自じ称しようした男は、憔しよう悴すいし、枯かれるように死ぬ。

　生前、彼は毎日のように喚き、叫んでいた。

　数名置かれていた監かん視し役やくたちは、全ての栄光を手にし、全てを失った男が、気が触れたのだろうと、哀あわれみをもって眺ながめていた。

「あの女だ！　全部あの女のせいだ!!」――

　血を吐はくように叫び続ける元皇帝を。







「いかが、なされました？」

　その言葉が、自分に問いかけられていることに気づき、〝聖女〟は、「ああ」と小さな声を上げて、顔を向ける。

「少しばかりね、昔のことを思い出していたわ」

　彼女の名は〝聖女〟――本来の名がなんというか、知る者はいない。

　なぜなら彼女は、この地上でただ一人の、「独り」の存在だから。

　名前とは、同族内で識別するために用いるもの。

　自分以外に、自分と同じものがいないのだから、彼女は名を名乗る必要がないのだ。

「ちょっと前にいた、ある滑こつ稽けいな男だったわ。せっかく忠告してあげたのに、バカなことをして……」

　人によって、「時間」の基準は異なる。

　青年の言う「昔」は、せいぜいが十年程度のものだろう。

　だが老人が言えば、それは半世紀前の事こと柄がらとなる。

　誰が気づくであろうか、この十七、八程度にしか見えない少女の言う、「ちょっと前」が、百三十年以上昔であるなどと。

「役に立ってくれたから、平へい穏おんな暮らしをプレゼントしてあげたのにね……」

　言葉に反して、彼女の声に、悲痛の色はなかった。

　近いもので言えば、「もはや羊を追えなくなったが、処分するのも気が引けたので、せいぜい死ぬまで餌えさを上げることにしたのに、どこぞに勝手に飛び出し、車にはねられ死んだ牧羊犬」を語っているかのようであった。

「ま、どうでもいい話だったわね。なにか用？」

　そこで話を終え、あらためて〝聖女〟は、己に声をかけてきた女――マリー・ヴィル・メイルに向き直る。

「はい……あなたは、ワイルティアの兵士に殺されかけた私を救ってくださいました。そして、オーガストに連れて行き、六人議会の一人とした」

「ええ、そうね」

「なにゆえ、ですか？」

　あの夜明け前――マリー・ヴィルは、乗っていた列車ごと、何者かに襲おそわれた。

　幸い、九死に一生は得たものの、さらに彼かの女じよに確実に止めを刺さそうと、兵士たちが現れた。

　現れたのは、ワイルティアの兵士たち。

　彼らから、〝聖女〟は自分を救ってくれた。

「あなたの活かつ躍やくは以前から知っていたから……ちょうどいいと思ったの」

「ちょうどいい、とは？」

「あなた、王様になりたくない？」

〝聖女〟は、慣れた口ぶりで、マリー・ヴィルに問うた。

「正しく言えば、書記長だけど。まぁ、似たようなものね」

「それは……私に、オーガストの指導者になれと言うことですか……？」

　みだりに、信じられない話であった。

　ワイルティアとエイジア、二大陸にまたがる超ちよう国こつ家か。

　先の大戦ではワイルティアに敗れたが、それはあくまで、「侵しん攻こうに失敗した」であって、国土は一いつ切さい脅おびやかされていない。

　いや、それこそ百三十年前の、獅子王帝の時代から、彼の国は外敵をことごとく退けてきた。帝てい政せいから共和制に変わった現在も、それは変わらない。

「ええ、あなた見どころがあるし……ちょうど良さげだったから」

　不思議と、マリー・ヴィルは「そんなことができるのか」とは思わなかった。

　眼めの前の、可か憐れんな少女ならば、たやすく出来てしまうことを、疑うことが出来なかった。

　そもそもが、いきなり連れてこられ、その日のうちに、オーガストの最高意思決定機関〝六人議会〟の第五席に座すわらせたほどだ。

「他の五人も……けっこういい歳としになってきたし。一新するにはちょうどいいと思うの。あなたは、いろいろと有名人だし」

　マリー・ヴィルは、ワイルティアに蹂じゆう躙りんされたハウゲンの都市、ラプチュリカの生まれ。

　その後、グレーテン帝国に移り、彼の国の貴族主義に裏付けされた権力層と戦ってきた経歴を持つ。

「ご存ぞんじ？　オーガストの中でも、あなたのファンは多いのよ？」

「それは、まぁ……」

　言われて、口ごもる。

　ファンとは、ただの信しん奉ぽう者しやという意味ではない。

　情報や資金、物資、人員、時には組織的に行動することで、秘ひ密みつ裏りに邪じや魔ま者ものを排除する……そういった、「支援者シンパ」たちである。

「何度か、つなぎを取ってきた人たちがいましたが……」

「ええ、オーガスト関連よ。敵国に入り込み、社会運動に偽ぎ装そうして、撹かく乱らん工作するのは、よくある話でしょ？」

　国家と個人の権益は、時に衝しよう突とつすることがある。

　極きよく端たんな例で言えば、敵の侵攻を牽けん制せいできる位置に要よう塞さいを作ろうとし、そこに個人の家があったならば？

　そして、そこの退去を、個人が拒こばめば？

　人権という認識が薄うすかった百年前ならともかく、無む理り矢や理りに家を潰つぶし、個人を追い出すことは、難しい。

　難しい、というのは、「できないことはない」という意味だ。

　だがここで、個人の権利を奪うなと、声を上げる「市民」たちがいたならばどうだろう。

　世論を巻き込み、正論を盾たてに迫せまられれば、強行的な手段には出にくい。

　少なくとも、次の選挙でマイナスになることを恐おそれる政治家の動きを鈍にぶらせることができる。

　そういった運動を、過度に暴走させることで、敵国の国民と国家の間に不信感を芽生えさせ、国家運営をやりづらくする……という手段は、長い歴史の中で、何度も行われてきたことなのだ。

「あなたの思想はオーガスト寄りよ。他国の人間だろうが構わない。解放の女戦士として、英雄となれるわ。いえ……するわ」

「………………」

〝聖女〟の言葉に、マリー・ヴィルは、なんとも言えない気持ちになった。

　オーガストは、政治思想として、王政や貴族制度を否定している。

　それらは「民衆を支配する悪あしき権力者」であり、それらから〝解放〟することが、国こく是ぜなのだ。

　だから、オーガストにとって、他国への侵攻は、侵しん略りやくではない。

「民衆を解放するための戦い」なのだ。

「それを私にやらせて、あなたはなにを望まれるのです？」

「話が早い人は助かるわ」

　マリー・ヴィルに問われ、〝聖女〟は、近くに置かれたケースから、一枚の紙を取り出す。

「これは……？」

　それは、なにかの設計図であった。

　飛行機のような、大たい砲ほうのような、そのどちらともであるような、見たこともない、あえて近しいものを挙げるとすれば、子どもの頃に見た、糸を紡つむぐ時の紡ぼう錘すいに似ていた。

「ヴェルヌ１号……と、仮か称しようしているわ。それはとても素す敵てきな兵器よ」

「兵器？　兵器なのですか、これが？」

　マリー・ヴィルは軍人でも、軍属でもない。

　兵器に関しては、そこそこの知識は持っているが、本職からすれば素人しろうとと変わりない。

　だがそれでも、こんな奇き妙みような形の兵器など、聞いたことも見たこともない。

「当たり前よ、あなた達人間の歴史の中で、少なくともこの千年、使われたことのないものだから」

　彼女の戸と惑まどいを察し、〝聖女〟は言う。

「それはね、空を飛ぶの。それはもうすごい速さで、すごい遠くまで飛ぶのよ」

　うっとりとした顔と、声で、〝聖女〟は言う。

「航空機による直接爆ばく撃げきや、飛空船による高高度爆撃なんて目じゃないわ。国境を越こえ、海を越え、山を越え、敵国の都市に直接攻こう撃げきを行えるの」

「そんな、ものが……!?」

　進軍することなく、専用の発射施し設せつから、スイッチひとつで敵の本ほん拠きよ地ちを直接攻撃できる。

　それは、戦争の根本を変える兵器であろう。

「こんなもの……作れるのですか？　人間の、科学力で」

　この百年と少しで、人類の科学力、技術力は、格段に進歩した。

　巨大な船が大海を渡り、航空機が空を飛び、大陸を横断する鉄道が敷しかれた。

　だがそれでも、まだ、「こんなもの」が作れるほど、人類は賢さかしかったか、とマリー・ヴィルには疑問であった。

「ええ、できるわ」

　その疑問の答えを、〝聖女〟は、簡単に口にする。

「今はできなくても、できるようになるから」

「それは……もしかして……？」

　マリー・ヴィルの中に、一つの予想が浮かぶ。

　まことしやかに語られる、都市伝説にも等しい、ある「うわさ」。

　古の帝てい国こく、エウロペアの遺産が収められているという、〝扉とびら〟の存在。

　ワイルティアが主力としている、猟りよう兵へい機きの技術も、そこからのものだと言われている。

（古の帝国の技術を蘇よみがえらせることができれば、あるいは――）

　だが、彼女の予想は、的外れであった。

「違うわ」

　聞くまでもなく、〝聖女〟は、マリー・ヴィルの予想を否定する。

「そんなこと……する必要はない」

　背を向けられたため、〝聖女〟の表情は見えないが、声だけは、いつもと異なり、わずかに昏くらさをはらんでいた。

「これはね……ワイルティアに作らせるのよ」

「え――!?」

　出てきた答えに、マリー・ヴィルは言葉を失う。

　これを、ワイルティアに？

　進軍進しん撃げきするまでもなく、遠方の敵国拠きよ点てんに、直接攻撃ができる兵器を、オーガストの最大の敵国に、「作らせる」？

「なんで……そんなことをすれば!?」

「ええ、オーガストにとっては、国家存亡の危機ね」

　オーガストが長らく不ふ可か侵しんを果たすことが出来たのは、大軍の侵攻を阻はばむ巨大な山脈と、あまりにも長く、厳しい、冬の寒さからであった。

　百三十年前の獅子王帝も、百万の軍勢で侵攻したものの、「歩きながら人が凍こおる」と称しようされた冬将軍に敗れ、全ぜん滅めつに等しい損害を被こうむった。

「オーガストの盾といわれる、山も、厳冬も、これには関係ないわ」

「なぜ……そんなことを!?　そんなことになれば――」

「なれば？」

「まさか………」

　そこに至り、マリー・ヴィルは、〝聖女〟の思おも惑わくを、ようやく理解した。

「あなたは……戦争を起こす気なのですね。それも、ただの戦争じゃない。もう一度、エウロペア大戦を、起こす……」

「正解」

　ニッコリと、愛らしさすら感じる笑え顔がおで、〝聖女〟は笑った。

「敵国が、自国を脅おびやかすかも知れない兵器を持っていたなら、対処する方法は一つしかないわ。『やられる前にやれ』よ。それはいつだって変わらない」

　空を飛び襲ってくる飛ひ翔しよう体を、完全に防ぎ切る方法は、存在しない。

　どれだけ条約を結び、融ゆう和わを説き、友好を結んでも、人が人の心を覗のぞき見みることが出来ない以上、恐きよう怖ふと疑念は晴らせない。

「この兵器を持っていること、それ自体が、他国への軍事的牽制になる。同時に、他国への脅威と、恫どう喝かつになる……あとは、ちょっとした刺激があれば、大だい爆ばく発はつを起こすわ」

　先のエウロペア大戦の勃ぼつ発ぱつは、ワイルティアの同盟国の王子に、グレーテンやフィルバーヌといった国々が支し援えんする国の青年が、銃じゆう撃げきし、暗殺しようとしたのが、きっかけだった。

　たった一発の弾だん丸がんが、十年の大戦の原因だった。

　ましてや、この兵器は都市一つに深刻なダメージを与あたえる。

　百人、千人、万人が死にかねないシロモノ。

　開戦のきっかけになるには、十分だ。

「まさか――」

　マリー・ヴィルの背中に、冷たいものが流れる。

〝聖女が〟、彼女がなぜ、そんなことをしようとするのか、理由はわからない。

　わからないが、一つの推測が生まれた。

「先の大戦の、原因となった暗殺事件も……あなたが？」

「あなたたち人間も賢しくなったわよね。昔は弾丸一発と、哀れな坊ぼうや一人でできたことが、今はこんなものを作らなきゃいけない」

　楽しげに、〝聖女〟は笑っている。

　純粋で、無む垢くで、愚おろかな〝こども〟に、思想を吹ふき込み、拳けん銃じゆうを握にぎらせる。

　それが、歴史を変えた。

　無数の、数えきれない悲劇と地じ獄ごくを生んだ。

「…………………」

「あなたにやってほしいことはね。自由で進歩的な国家であるオーガストが、敵対行こう為いに等しい大量破は壊かい兵器を開発した悪の独裁国家ワイルティアをやっつける……そういう聖戦の、指導者になってほしいのよ」

　言葉を失うマリー・ヴィルに、〝聖女〟は続ける。

「安心して、勝敗はどっちでもいいから。ただ、できるだけ派手に、長くやってね」
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〝聖女〟の笑顔は、なおも愛らしく、可憐なままであった。

　まるで、美しい花を、きれいな宝石を、可か愛わいらしいぬいぐるみをねだるように、彼女は、数百万の人間が死ぬ大戦を、ねだっていた――







幕まく間あい劇その二







　ワイルティア王都、ベルン――

　王都ベルンの構造は、中心に公王宮があり、円を描えがくように広がっている。

　王宮に近いほど土地価格は高く、官庁舎や、貴族の邸てい宅たく、各国の大使館などが並ぶ。

　そして、円の最外部となれば、一いつ般ぱん庶しよ民みんたちの住む、アパルトメントが林立している。

　マイッツァーとそのお供のマリッサが訪れたのは、その最外部のさらに外側にある、王都郊こう外がいと言ってもいい場所だった――

「ここまで端はしっこに来ると、もう王都と言えませんねぇ」

　市街を走る、ベルン名物の路面電車も、ここまでは通っていない。

　軍司令部から借りたワーゲンを転がし、舗ほ装そうされていない道をどったんばったんしながら、ようやくたどり着いた。

「なんというかこう、地の果てみたいな印象ですね」

　眼の前の光景に、マリッサは思ったことをそのまま口にした。

「畑がたくさんあるねぇ……」

　あからさまには言わないが、マイッツァーも否定はしなかった。

　二人が訪れる、ＶｆＲは、こんなところにあるのだという。

「一体何なんですかぁ、ＶｆＲって？　私、初めて聞きましたよう」

「ん～～～、まぁ知っている人のほうが少ないよね。正式名めい称しようは、Verne für Raumschiffahrtと言うそうだ」

「ヴェルヌ……宇宙旅行協会？」

　出てきた言葉の意味に、マリッサは改めて首をひねる。

「どっかで聞いたことがあるような……あ！」

　思い出したのか、ポンと、手を叩たたいた。

「昔読んだ、ファンタスチカに、そういう名称が出てきましたねぇ！」

　マリッサは、裕ゆう福ふくな家の生まれではないが、奨しよう学がく金きん申しん請せいを行い進学し、その返済もかねて兵隊になった。

　読書好きであり、いまもポケットには文庫本を忍しのばせている。

「おや、知っていたかい」

「確か……その作者の名前じゃありませんでした、ヴェルヌって？」

「正解」

　マリッサの記き憶おくが正しければ、Ｊ・Ｂ・ヴェルヌという小説家が、一昔前に人気だった。

「気球や船を使って世界一周したり、深海にある古代帝国を探検したりとか、そういうお話を書いていた人ですよね。どれもすごく面おも白しろかったです」

「そうそう、その人その人」

　すでに二十年近く前にこの世を去ってしまったが、高い見識と空想力の持ち主であり、「夢のような科学」ではなく「科学の夢」を描いた。

　その中で描かれたいくつかは、近年実用化された物も多く、「高度な未来予測」という点でも高い尊敬を集めている作家である。

「彼の著作の一つに、宇宙旅行に行く話があってね、ここは、そこから取ったらしい」

「へぇ……」

　そこまで聞いて、マリッサはしばし考えた後、「え？」と、ちょっと意外そうな顔になる。

「もしかして……ホントに宇宙に行けるんですか!?」

　科学の進歩はめざましく、猟兵機などという、ヴェルヌでさえも予想しなかったようなものまで現れるご時世だが、それがついに宇宙にまで手をかけたのかと、マリッサの声に興奮の色が混じる。

「いやぁ、さすがにまだそれは無理さ」

　微笑ましそうに笑うマイッツァー。

「だが、いつかはそれを実現させたい……それを目標として活動しているらしいね。一応、国の補助も受けているんだよ」

「そうなんですかぁ……意外ですね」

　先の大戦の戦勝国であるワイルティア。

　だが、肥大した生産力に反し、需じゆ要ようが激減してしまったため、じわじわと不景気が各所を蝕むしばんでいる。

　公的機関も、あちこちが予算削さく減げんの憂うき目めにあっており、軍は特にひどく、基地によっては、壊れたシャワーの修理代の捻ねん出しゆつも一苦労という有様である。

「しぶちん甚はなはだしいうちの国が、こんな娯ご楽らくみたいな分野に補助金出しているなんて、驚おどろきです」

　厳しい財政状じよう況きようで、「宇宙旅行に行きたいな～」というノリの機関に、税金を投入しているのは、庶民感覚溢あふれるマリッサには、驚きと、呆あきれが混ざりあった感情となってしまう話であった。

「マリッシャくん、それは違ちがうよ。公的なお金というものはね、即そく利り性せいの低いものにこそ、投入すべきなんだよ」

「そうなんですか？」

「儲もうかることがわかっているものなら、ほっといても民間の投資家や企き業ぎようが金を払はらう。儲からないものにこそ、公的な資金投入が必要なのさ」

　貧しい者のために、公的住宅を建て、医い療りよう補助を支給し、職業を斡あつ旋せんする。

　これらなど、収益が見込めないことを前提としたような事業だ。

　それだけではない、電気や水道、各交通機関といった、都市インフラの敷ふ設せつと維い持じ管理、これら生存に絶対必要なものを、利益を優先にすれば、貧しい者から枯こ死ししてしまう。

　国家の存在理由は、国民を守ることにある。

　その一義が目的であり、そこに利益や効率を求めること自体が、ナンセンスなのだ。

「このＶｆＲは、『宇宙旅行を実現するための研究』を行っている。さてマリッシャくん、宇宙旅行をするために必要なものは何かな？」

「え………？」

　問われ、マリッサは言葉に詰つまる。

　なにが必要かと言われても、急に出てこない、焦あせった挙げ句、とっさに出たのは――

「た、たべもの……！」

「うん、そうだね」

「当たりですか!?」

「間違いではない。宇宙空間では、どんな物が食べられるのかな？」

「えええ!?」

　答えたと思ったら、また次の質問をされた。

「わからないだろ？　わからないから、研究し、実験し、明らかにする……その過程で、もしかして、他のことにも使える新技術や理論が見つかるかも知れない」

「そう、上う手まくいくものですかねぇ」

「いかないことのほうが多いよ。でもね、新技術を生み出すための基礎理論ってのは、無数の失敗の上から芽め吹ぶくものだ。そういう意味で言えば、無む駄だになることはない。絶対にね」

　百の投資が空から振ぶりに終わっても、百一回目に革新的な技術が生まれれば、それだけで、時に世界を変えうるものとなる。

　いまでは当たり前に飛んでいる航空機は、町の自転車屋の兄弟が始めたものであり、最初は周りから奇き異いな目で見られていたのは有名な話だ。

「ワイルティアは、猟兵機という新兵器の力で先の大戦を制した。だからこそ、新兵器に繋つながるかも知れない新技術を生み出すかも知れない場所には、投資する価値があると判断したんだろう」

「なるほど～……？」

　いまいち、釈しやく然ぜんとしないと言った顔のマリッサ。

　こんな郊外の田園地帯の中に作られた研究所で、果たして一体、どんな画期的な技術が生まれるのか、どうしても疑問を覚えずにいられなかったからだ。

　と――

「…………～い」

　どこかから、声が聞こえてきた。

「ん？」

　周りを見回すと、はるか先に、小さく人ひと影かげが見える。

　その人影が、手を振って、なにやら叫さけんでいた。

「お迎むかえの人ですかねぇ」

　事前に訪問することは、軍から連れん絡らくが行っている。

「ふむ……しかし、様子がおかしいな」

　口元に手を当て、思案するマイッツァーは、ふと上を見る。

「ありゃ、これはいけないね」

「なにがです――ってわきゃあ!?」

　なにかを見つけたマイッツァーは、小こ脇わきにマリッサを抱だきかかえると、その場を駆かけ出だす。

　人一人担かついでいるとは思えない、凄すさまじい脚きやく力りよく。

　地面がえぐれるほどの力で走り、あっという間に、元いた場所から数百メートルは離はなれる。

「な、なに!?　なにがあったんで――」

「マリッシャくん、しゃべっちゃいけない」

　混乱するマリッサに、マイッツァーが答えた次の瞬しゆん間かん。

　背後で、大爆発が起こった。

「にゃんで―――――あがっ!?」

　驚きのあまり、マリッサは盛大に舌を噛かんでしまった。

「あいたたたたた～……」

「だからしゃべっちゃいけないと言ったんだが……大だい丈じよう夫ぶかね？」

　涙なみだ目めのマリッサに、マイッツァーは心配そうに声をかける。

「当たらなかったかね！　君たち」

　そうしているうちに、件くだんの人影がようやく顔が分かる程度には近づいてきた。

「ええ、おかげさまで……被ひ害がいとしてはゼロではありませんがね」

「なるほど、それは申し訳ない」

　口を押さえて呻うめいているマリッサを見つつ、苦笑いで返すマイッツァーを見返したのは、口ひげをたくわえた、初老の男性であった。

「あなたは……もしかして、オーギュスト先生ですかな？」

「おや、なぜ私を……もしかして、あなた方が、軍の紹しよう介かいで来られた、お客様ですか」

　驚いた顔で、初老の男性―――オーギュストは答えた。




　しばし後、マイッツァーとマリッサは、オーギュストに案内され、宇宙旅行協会の研究所に赴おもむく。

「うわぁ……ごっちゃごちゃ」

　それなりの広さを持つ施設なのだが、あちこちに山積みになった研究資料と思わしき書しよ籍せきの山や、様々な実験道具で、足の踏ふみ場ばもないほど散らかっていた。

「どうぞ、こちらに」

　奥おくの方の、まだかろうじて床ゆかの見えるところに、かろうじて来客を想定したのであろうソファーに案内されるが、そこに向かうまでで一苦労だった。

「なんだか、高そうなものもありますし……これぶつかって壊こわしたりしたら、私の月給吹っ飛とぶんじゃないですか？」

　慎しん重ちように歩を進めるマリッサの足元には、前衛芸術のようにも見える、なにかの実験サンプルが転がっている。

「いやぁ、月給どころか、年収が吹き飛ぶ可能性もあるよ」

「ひええええ～」

　立派な体格であるにもかかわらず、ひょいひょいと進んでいくマイッツァーに言われ、心からの悲鳴を上げる。

　下兵士の給金は、決して高くない。

　しかも彼女は、学生時代の奨しよう学がく金きん返済もあるので、贅ぜい沢たくはできない。

　最近、割の良い副業を紹介してもらったが、それでも、無駄にして良いお金があるわけではないのだ。

「少々お待ちください。今、お茶でも淹いれさせましょう」

「あ、いえ、おかまいなく」
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　ようやく床の見える場所までたどり着き、ソファーに腰こし掛かけるマリッサ、精神的にも体力的にも憔悴している。

「お～い、ヘルムート君、お茶をたのむよ。え？　カップがない？　じゃビーカーで、あったろ、確か。洗せん浄じよう済みのやつ」

「うわぁ……」

　オーギュストの言葉に、なんとも言えない複雑な思いのこもった声を吐いてしまう。

「それで、一体どのようなご用件で？」

　あらためて、二人に――正確には、マイッツァーに問いかける。

「ウチは言ってはなんですが、妄もう想そう家と空想家の区別もつかない集団の集まりですよ。幸い、私の昔の名前のおかげもあって、国が研究費を都合してくれますが、それも大した金額じゃない」

　事前の調べでは、オーギュストは元ベルン大学の教授。

　元医学博士であり、後に物理学者になったという変わり者である。

　医学博士としては高い功績を持っていたので、国のおえら方にも顔が利きく。彼の言う「昔の名前」とはそういう意味だ。

「いえいえ、博士の論文は、大変興味深く読ませていただきましたよ」

　とんでもない――という風に、マイッツァーは言う。

「『宇宙旅行の道』でしたか？　人間がいかにすれば、大たい気き圏けん外を越え、外がい惑わく星せい……それこそ、月に行くにはどうすればいいか、真しん剣けんな考察は、高い完成度を持っていたと感じました」

「これは……あれを読んで下さっていたのですか、恐きよう縮しゆくです」

　数年前、大戦が終結した直後、オーギュストは論文を発表していた。

　それは、大半の学者からは「空想小説のあらすじ」と一いつ笑しように付された。

「人間が宇宙になど行けるわけがない」――というのがその理由である。

「空気もなく水もなく重力すらない世界で、人が生きていけるわけがなく、そんな中でどのように虚きよ無むの世界を航行する術があるのか……多くの学者たちは否定的な見解を示したようですが、私はそうは思いませんでした」

　マイッツァーの言葉に、オーギュストの目が、輝かがやきを見せ始める。

　年としの頃ころは、もう五十は過ぎているだろう。

　そんなオーギュストが、まるで少年のようであった。

「これは嬉うれしい……そんな風に言って下さった方は、久しぶりです」

「よかったですねぇ、先生」

　お茶を運んできた助手のヘルムートも、嬉しそうに笑っている。

　さすがにビーカーに入れるのは問題があると思ったのか、ちゃんと……ただし、やや端がかけているが、紅茶はちゃんと、カップに注がれていた。

「どうです、研究は上手く行っていますか？」

「まぁ、悪あく戦せん苦く闘とうと言ったところですな。実際に宇宙に行けるのはいつの日か……」

「いやいや、順調なようにお見受けしたが……先さき程ほども、実験には成功したようで」

「む……？」

　マイッツァーの、自然だが、しかし鋭するどい一言に、オーギュストの口が止まる。

「先ほど？　あの……さっきのなんだったんですか？　あれ爆ばく弾だんですか？」

　それこそ、つい先ほど、謎なぞの大爆発に巻き込まれかけたマリッサが尋たずねる。

　あんな謎の爆発をポンポン起こされたら、さすがに軍も看過できない。

　そうであるならば、しかるべき筋に報告しなければならないのだ。

「いやいや、違うよマリッシャくん」

　わずかに険しい顔になった彼女に、マイッツァーは言う。

「あれこそが、実験の目的なのさ。ロケットのね」

「ろけっと？」

　聞いたことのない単語に、マリッサは首をひねった。

「定義はいろいろあるがね、この場合は、『外部から空気を吸入するのではなく、内部の質量を放出することで推進力を得る』機関の名前さ。最近できた造語だがね」

　語源は「糸巻き」から来ていると言われている。

　形が似ているのがその理由である。

「空気も水も重力もない真空の世界を航行するには、化学燃ねん焼しようによって起こる爆発の反作用によって、推進力を得るしかない。あの爆発は、打ち上げたロケットが落下したんだよ」

「よく、おわかりで」

　驚くオーギュストに、マイッツァーはニコリと微ほほ笑えむ。

「こんな郊外に研究所を構えてらっしゃるのも、それが理由でしょう？　都市の真ん中では、実験も一苦労でしょうからね」

「いやいや、そのとおりです」

　オーギュストの研究しているロケットは、液体酸素と液体燃料を混合させ、それを燃焼させることで、強力な推進力を得る爆発を起こしている。

　その爆発は、ヘタな爆弾よりも破は壊かい力りよくを持つのだ。

「予定高度まで達したので、十分実験は成功ですよ。液体酸素と燃料の混合比率に、間ま違ちがいはなかった」

　科学には、時に素人から見れば失敗に見えても、実りある成果を得ている場合があるのだ。

「じゃあもっとおっきなロケットを作れば、人も宇宙に行けるんですか？　月とかに行けちゃうんですか？」

「いやいや、まだ問題は山積みだよ。今の技術では、大気圏の突とつ破ぱは難しいね」

「そうなんですか～」

「だが――」

　そこまで話していて、ふと、マイッツァーの目がすぼまる。

「大気圏内の長ちよう距きよ離り飛行は、すでに可能なレベルにあるわけだね」

「!?」

　その一言に、オーギュストの顔に緊きん張ちようが走った。

「宇宙旅行協会……そこに国が税金を投入しているのは、ただの慈じ善ぜん事業でも酔すい狂きようでもない。いずれあなた方が実用化に足る技術を生み出すと考えたからだ。いや、違うな……すでにかなりの段階に至っていた、違うかね？」

「…………………」

　オーギュストは答えない。

　だが、マイッツァーはさらに続ける。

「宇宙旅行協会に金を払っていたのは、軍ですね。ここの技術が、軍用に転てん換かんできると踏んだからだ。すでに、その実績は上げている」

　宇宙旅行協会などと、ファンタスチカじみた名前の裏で、新兵器のための技術実験場となっている。

　それが、この場所の正体であった。

「軍事が、時に技術や科学の進歩に一役買うのは、あなたもご存じでしょう？」

　ようやくオーギュストは言葉を返す。

「一時的にマイナスの側面は現れるかも知れない。だが総合的に見れば、人類への恩おん恵けいとなるのです」

「そうでしょうね、私もそれは否定しない」

　マイッツァーもまた軍人である。

　しかも、将軍の階級の男である。

　その理り屈くつは理解できる。

「事実、エウロペア大戦の十年だけでも、人類の科学は飛ひ躍やく的てきに進歩した。その技術は民間に下ろされ、人々の暮らしを豊かにする。それは間違いない」

「ならば――」

「だが、早すぎるものというのもある」

　マイッツァーの目が、緊きん迫ぱく感をもった色に変わった。

「悪いことは言わない。アレの開発からは手を引きなさい。あれは……今この世に生まれてはならぬものだ」

「あなたは……なにを知っている……!?」

　宇宙旅行協会が、オーギュストが生み出した技術を用いれば、現段階でも、一つの兵器を実用化できる。

　それは、「作った」という事実だけでも、世界のバランスを崩くずしてしまうもの。

「ヴェルヌ１号……あれは、まだこの世にあってはならない兵器だ」

　ロケット開発技術――それを転用することで生み出される兵器。

　それが〝弾だん道どうミサイル〟という名を持つことを、この世で知るのは、マイッツァーと、〝聖女〟と呼ばれる少女の、まだ二人だけであった。
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　夜――トッカーブロートの店内にいるのは、スヴェンだけであった。

「はて……？」

　首をひねる。

　ここ数日、自分の正体が露ろ見けんしてしまって以降、ルートの反応が、おかしい。

　避さけているわけではないのだが、スヴェンへのやり取りが至し極ごくあっさりしているのだ。

　挨あい拶さつをすれば挨拶を返すし、普ふ段だんどおりに――否いや、努めて普段どおりに、受け応えをしている。

　このまま、自分の正体を知ったことすら、「気づかなかったフリ」を通すのかとも思ったが、それに加えて、おかしなことがある。

　店番はスヴェンに任せ、窯かま場ばでパン焼き作業に勤いそしみ、再び出ていく。

　この夜もまた、出張販はん売ばいから戻もどり、閉店準備を終えたあと、またどこかに行ってしまった。

「なんですの……？」

　おかしいのはそれだけではない、今夜のこの状況だ。

　いつの間にやら、ブリッツドナーも、彼かれと共にいたレベッカもいない。

　ジェコブは、今日は姿すら見せなかった。

　ミリィは仕事が終わったらさっさと帰ってしまい、いつもなら用がなくても訪おとずれるマレーネも現れなかった。

　ついでに言えば、ヒルダと、彼かの女じよと一いつ緒しよにいた、けったいな娘むすめの姿も見えない。

「なんでございましょうかね……この、なんとも言えない疎そ外がい感かんは」

　まるで、自分だけ取り残されているような、孤こ独どく感。

　いや……

「これが、正しい世界なのかも知れませんわねぇ」

　ポツリと、そんなことをつぶやいてしまう。

　自分はやはり、「別物」なのだろう。

　どれだけ人に近い姿をしていようとも、ルートとは、本当の意味で、「同じ」になれない。

　自分は所しよ詮せん、ニセモノ――

「ねぇんだよ、〝ニセモノ〟も〝ホンモノ〟も」――

　先ほどの、ブリッツドナーの言葉を思い出す。

　あの時から、心に留まって仕方のない言葉。

「でも……」

　自分の思いがホンモノだと、確かに証あかすすべがない以上、自分で誇ほこるしかない。

　だが、それはあまりにも、か細い道。

「わたくしはなんで、主さまとともにいたいと思ったのでしょう」

　ふと、自分に問いかける。

　兵器であったころなら、苦しまずにすんだ悩なやみを抱かかえてまで、かつての自分の姿を捨ててまで、ここに来たのは、なんでだったか……

「主さま……」

　答えの出せぬスヴェンは、その場にふさぎ込んだ。







　一方その頃、丘おかの上の教会では――

「みんな、よく集まってくれた」

　礼拝堂の、本来なら神父が立って、お説教をする祭さい壇だんの前でルートが言う。

　彼の前には、見知った面々が集つどっていた。

「どうしたのルート、真剣な顔で」

　オーガンベルツに来ての、はじめての友人であるジェコブ。

「まぁまぁ、今から説明するわけだから」

　教会のシスターにして、いろいろあったものの、友人となったマレーネ。

「随ずい分ぶんと真ま面じ目めな顔だな」

　つい一年ほど前までは、会うたびに悪態をついていたが、今では彼の店で見習いとして働いているミリィ。

「力仕事なら任しとけ、ウチの若わかい衆に声かけるぜ」

　ルートの焼いたパンを、「なにが入っているかわかったもんじゃねぇ」と、食べることすら拒きよ絶ぜつしていた、鉱山夫たちの頭目ローエル。

「ボクでできることがあるなら、なんでも言ってくれ」

　最初は、自分を殺すつもりで襲おそってきたはずの、元親衛隊の少女、ヒルダ。

「……………」

　彼らを見て、ルートは不思議な気持ちになった。

　皆、最初は自分のことをよく思っていなかった人たちばかり。

　自分を騙だましていたり、殺そうとしたりした者もいる。

　それが今こうして、自分の声に耳を傾かたむけてくれている。

　ワイルティア公国軍のエースパイロット〝白銀の狼おおかみ〟ルート・ランガートではなく、オーガンベルツの〝パン屋のルート〟が出会った人々だ。

「どうしたの、ルート？」

「あ、いや、なんでもない」

　感かん慨がいが深すぎて、言葉がうまく出なくなった彼に、ジェコブが声をかけてきた。

「実は……みんなに頼たのみがあるんだ」

『――――!?』

　ルートの一言に、その場にいたほぼ全員が、驚きの顔に変わる。

「頼む？　ルート、今あなた、私たちになにか頼み事ごとをしようとしているの？」

「あ、ああ……」

　信じられないという顔のマレーネ。

「こいつは驚いた。いつも一人で頭抱えているようなお前さんがなぁ」

　ローエルが、大笑いしながら、額を手で叩く。

「えええ……そうかなぁ……」

　言われて、「そこまで驚かれるようなことでも」と、不服そうな顔になるルートであったが、そこにジェコブが口を挟はさむ。

「そりゃまぁ『ちょっとそこにあるもの取ってくれ』くらいなら言っているけどさ。そんな深刻な顔で、『実は』なんて改まって切り出してなにか言うことは、今までなかったねぇ」

　そう言うと、ジェコブはいたずらっぽい顔で笑った。

　一番の友人と言われる彼が言う通り、ルートは真面目過ぎる男である。

　自分の問題は自分で解決しなければならないと、親しき者にすら……いや、親しき者だからこそ、巻き込まないようにしようとするきらいがある。

　それこそ、以前に起こった、厄やつ介かいな団体に営業妨ぼう害がいを受けた時も、彼は皆を遠ざけようとしていたくらいだ。

「頼まれちゃしょうがないわねぇ、みんな？」

「まぁな、頼まれちゃあな」

　マレーネが言い、ローエルが答えた。

「しょうがないから頼たよられてやるよ」

　さらにジェコブが続く。

「あ……えっと……すまない」
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　皆の反応に、ルートは、こみ上げてくるものがあった。

「ちがうでしょう、ルート？」

　そんな彼に、マレーネは、正規の聖職者ではないが、本物以上に本物らしく、彼に告げる。

「こういう時はね、〝ありがとう〟って言うもんよ」

「………！」

　その言葉に、改めてルートは、自分の今までの振ふる舞まいを振り返かえる。

　今までの自分の過去、その罪悪感と後こう悔かいから、どこか、自分は幸せになってはいけない人間だと思っていたところがある。

　だから、周りに頼ることを、「迷めい惑わくをかけた」と思っていた。

　だから、気づけば「すまない」と謝あやまるのが癖くせになっていた。

　だがそうではない、彼は今日、自分のために、皆に頼ることを決意したのだ。

「ありがとう、みんな……！」

　改めて、皆に感謝の言葉を返す。

　その上で、皆に、〝頼み事〟をした。

「スヴェンの、誕生日パーティーをしようと思うんだ」

　彼は昨日、「自分は生みの親ではない、取り上げたようなものだ」と語ったダイアンに尋ねた。

「それはいつのことなのだ」と――

　スヴェンが、〝アーヴェイ〟から〝スヴェン〟となったのは、いつのことなのかと。

　その問いに、ダイアンは答えた。

　それが明日だと知って、ルートは決意したのだ。

　その言葉に、全員が一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をした上で、「ああ」と納なつ得とくした顔に切きり替かわる。

「ええ、ええ、それ、いいんじゃない」

「悪くないよ、僕ぼくは協力する」

　マレーネやジェコブらが、賛同の声を上げる。

「悪くないね、アタシも手伝ってやるよ！」

「そうだな……ボクも手伝わせてくれ」

　笑いながらミリィと、そしてヒルダも応じた。

　そして――

「微び妙みように空気についていけないのよね」

「こういうときは話を合わせてやるもんだよ、お嬢じようちゃん」

　礼拝堂の壁かべ際ぎわに立つ、リーリエとブリッツドナーがいた。

「だって私、あの人と会ったの三日前よ？」

「それでも、お前さんご執しゆう心しんの、あの黒くろ髪かみの嬢ちゃんも賛同しているんだろ？」

「まぁね……ヒルダがやるのなら、私は手伝うわよ。どんなことでも」

　この二人は、ルートとの縁えんは薄うすい。

　だが、互たがいの大切な人物の、共通の縁えん者じやでもある。

「お前は……〝三体目〟か？」

　身のこなし、動き、なにより独特の雰ふん囲い気きで、ブリッツドナーは、リーリエが、スヴェンやレベッカと同じく、人間型猟兵機であることを見み抜ぬいていた。

「前に博士が言ってたよ。ヤマトに譲じよう渡としたヤツがいるってな」

「勘かん違ちがいしないで、私は〝三体目〟じゃないわ。私が〝一体目〟よ」

「ああ、そうなのか」

　リーリエの開発順は、スヴェンやレベッカよりも早い。

　というよりも、正確には、スヴェンたち「正規採用機」に先んじて作られた「評価試験機」の扱あつかいなのだ。

　そのため、機能の一部はスヴェンたちより上回るも、その分、欠点も多い。

「少しよう佐さ」

　そんな彼女と会話をしていたブリッツドナーに、ルートが声を掛かける。

「少佐に、お願いがあるんです……その、いいでしょうか？」

「あン？」

　ブリッツドナーとルートは、同じワイルティア軍人ではあったが、直接の面識はない。

　友軍ではあるが、部下上官の関係ではなかった。

　それに、今やルートは、除隊した一民間人である。

「言ってみろよ。宿代わりになってくれた分くらいは、してやれることもあるかもしれん」

　だが、そういったこと以前に、この男は、基本的に情に厚い、義ぎ理り堅がたい男であった。

「はい……その、少佐にお願いしたいのは――シャロデさんと一緒に参加していただきたいんです」

　その後の一言に、なにが来ても、そうそうは驚かないつもりだったブリッツドナーが、思わず声をあげてしまうくらい、驚おどろきの声を上げる。

「なにぃ!?」

「ちょっと、ルート!?」

　さらにそれを聞いていたジェコブも、声を上げる。

「なんで……そんな必要があるの……？」

　改めて問い質すジェコブだったが、ルートはどう説明したものか……という風に、頭を振った。

「とにかく、必要なんだ」

　だが、うまい言い方が見つからなかったのか、そう答えるだけであった。

「だけど……」

　ルートの頼みとは言え、即そく座ざにうなずくことのできないジェコブ。

「………………」

　そしてそれはブリッツドナーも同様なのか、顔を曇くもらせている。

「わかりました」

　そこに、二人に代わって、承しよう諾だくする者がいた。

「ランガート元大たい尉い、あなたの要よう請せいを受じゆ諾だくいたします」

　それは、じっとブリッツドナーのかたわらに控ひかえていた、レベッカであった。

「オマエ……なにいきなり!?」

　レベッカの勝手な言動に、ブリッツドナーは驚く。

　憤いきどおっているわけではない、そのままの意味で、本当に驚いていた。

　なぜなら、彼女は、猟兵機の支し援えんＡＩであったころから、彼の命令に従うことはあっても、彼の意思や意向を無視して、決定を下すことなどなかったからだ。

「あの、レベッカ……さん？　なに勝手なこと言っているんだよ！」

　レベッカに友好的であったジェコブも声を上げた。

「………………」

　ぐっと、唇くちびるを噛み、耐たえるような面おも持もちのレベッカ。

　彼女は普段なら、ブリッツドナーにも、そしてジェコブにも、二人の意に染まぬことは絶対にしない。

　その彼女が、あえて二人に逆らうような行動を取った。

「ジェコブくん……あなたは、ランガート元大尉の、ご友人なのですよね？　彼の頼みを、拒絶なさるのですか？」

「い、いや、それは……」

「ブリッツドナー少佐、元大尉は、あなたのご子息や細君、お父上の危難を何度となく救われました。その恩義に報むくいるのを拒こばむのですか？」

「あ、その、それ言われるとなぁ……」

　レベッカの言葉に、親子揃そろって逆らえなくなる。

「もう、他にチャンスはないんですよ……？」

　そして、ポツリと、日ひ頃ごろは冷静沈ちん着ちやくで、時に無感情とも思われる彼女が、苦しげに、そしてさみしげに、声を放つ。

「…………」

「…………」

　その声を前に、ジェコブとブリッツドナーの二人は、逆らえなくなる。

　この状じよう況きようで、無言は肯こう定ていに等しい。

「ランガート元大尉、ご要望は私が責任をもって果たします。どうぞ、ご安心ください」

「あ、ああ……ありがとう、えっとレベッカ」

　礼を述べるルートに、レベッカは、しばし無言で、見つめてくる。

「……？」

　首をひねる彼に、レベッカは小さな声で、後ろのジェコブたちには聞こえない声で、告げた。

「ありがとうございます」

　彼女にとって、この数日、ずっと自身を苛さいなみ、また、光明を見いだせなかった案件に、ようやく、解決の糸口が見つかった。

　ジェコブもそうだが、彼が生まれる前に離れてしまった妻シャロデとの関係修復は、必ひつ須すである。

　そもそも、ジェコブからして、自分よりも、母を長らくほっていたことに、許せないところもあるのだ。

　上う手まく行けば、二人の仲も修復できるかもしれない。

　それを、意識してかしていないのか、その機会を与あたえてくれた男に、彼女は礼を述べたのだ。

「それじゃあみんな、よろしく頼む！」

　改めて全員に声をかける。

「おう！」

「わかったわ」

「りょーかい！」

「まかせとけっての」

「やれやれ……」

「う～む……」

　それぞれの口から、様々な返事が返ってきた。

　そして、オーガンベルツの……トッカーブロート周りが、突とつ如じよとして騒さわがしくなる。







「どうなってますの？」

　翌日、スヴェンはいきなり、予想外の言葉を突つきつけられた。

「臨時休業!?」

　トッカーブロートに定休日はない。

　基本的に、年中無休である。

　聖誕祭や感謝祭といった祭日や、年とし越こしの前後などは休業したが、それ以外に休むことはまずない。

　例外的にあったのが、反はん乱らん事件に巻き込まれ、スヴェンが王都にさらわれ、その奪だつ還かんのあれこれの時くらいであった。

　少なくとも、それくらいの大事でもなければ、ルートは休むということは決して無かった。

　それゆえに、過労で倒たおれかけたほどである。

　それが、「今日は臨時休業にする」と言い出したのだ。

　しかも、理由は全く説明されなかった。

　尋ねても、「ちょっとした事情で」としか言われなかった。

　主であるルートがそう言うのなら、それに従うだけである。

　反論の余地はない。

　説明をしないということは、説明を受ける必要がない。

　それだけのことである。

　なのだが――

「一体、なんなんですの……？」

　それどころか、スヴェンは「隣となり町まちのホテルに滞たい在ざいしているソフィアのところに行ってくれ」と頼まれた。

　あからさまに、店どころか、オーガンベルツにさえいるなと言われたようなものである。

「なんでございましょうかねぇ……」

　ぶつぶつと、釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱きながらも、スヴェンは隣町サウプンクトのホテルを目指す。

　そして――




「あら？」

　ホテルの受付で、ソフィアを呼び出してもらおうとしたところ、「構わないから部屋まで来てくれ」と伝えられる。

　エレベーターに乗り、最上階の最上級の部屋。

「国の金で豪ごう奢しやしてますわね」と皮肉をつぶやきながら、部屋のベルを鳴らすと、出てきたのは、ソフィアではなく、ダイアンであった。

「久しぶりだねぇ、スヴェルゲン……いや、あえてアーヴェイと呼ぼうか？」

「どちらでも……これはなんのおつもりで？」

「そんな怖こわい顔をするものではない。中に入り給たまえ」

　室内に誘さそわれ、ソファーを勧すすめられるが、スヴェンは腰掛けなかった。

「わたくしは、ルンテシュタット少佐をお呼びしたのですが？」

「うふふふ」

　スヴェンの問いかけに、ダイアンは含ふくみ笑わらいをあげるだけで、なにも答えようとしない。

「そんな警けい戒かいをすることはない。私は別に、君を王都に連れ帰ろうなんて思っちゃいない」

「信じがたいですわね」

　彼女を構成する部品の全すべては、一つ一つが芸術品レベルの精度を要求した上で作られており、一体あたりの総製作費は一個師団に匹ひつ敵てきするだろう。

　だがそれとて、人間型猟兵機を開発するために注ぎ込まれた予算に比べれば、些さ細さいな額であると言える。

　つまりそれだけ、スヴェンの存在は貴重品なのだ。

「わたくしをいつまでも自由にしていてよろしいのですか？」

　ダイアンが、自分の居場所を突き止とめていたことは、スヴェンも気づいていた。

　にもかかわらず、放置を続けていたのは、「人間社会に紛まぎれ込ませることで、より豊富な実じつ践せんデータを取る」ためなのだと考えていた。

　それは、半分の意味では正解である。

　しかし、もう半分の意味で、彼女は間違っていた。

「ふふ……まぁ、私が軍の狗いぬならば、そうするのが正しい行動なのだろうね」

　スヴェンを無む理り矢や理りにでも連れ帰り、彼女の体内の、頭脳にして心臓であるレザニウムリアクターを取り出し、中の情報を解かい析せきし、次なる人間型猟兵機を、より「人間らしく」するためのサンプルとして保存する――本来ならそうするべきである。

「安心しなさい、そのつもりはない」

「なぜ……？」

　不ふ審しんがるスヴェンに、ダイアンは答える。

「そんなことしている暇ひまがない……というのが正直なところです」

「そんなこと……？」

　軍の最大機密の塊かたまりである自分を他所においてまで、ダイアンがなにをしているかなど、想像もつかないスヴェンは、不審を通とおり越こし、純じゆん粋すいに疑問の表情となる。

「それに私は、軍の狗ではありません。あえて言うなら、愛の狩かり人ゆうど！」

「は？」

　先程までとは、また別ベクトルの、理解不能な言葉を、目の前の男は吐はき出だした。

「君たちにそういうことしたら、ソフィアさんに嫌きらわれそうな気がするんですよね。あの人……基本的にお人ひと好よしだから」

「そうだ……少佐はどこにいるのです？」

　てっきり、ソフィアに用があってやってきた自分をだまくらかして、ダイアンは自分の部屋に誘ゆう導どうしたのだ……と思っていたが、どうやらそうではないらしい。

「ああ、ソフィアさんはね、今ちょっと出られないんで、代わりに私がお出で迎むかえしたわけですよ」

「なんで……？」

「今ね、ソフィアさんシャワー浴びてるから」

「はい？」

　つまり、この部屋は、ダイアンだけでなく、ソフィアも同じ部屋に宿しゆく泊はくしているということである。

　広くはあるが、同じ部屋である。

　ひとつ屋根の下に、男女が――かつ、女の方はシャワーを浴びている……

「ああ、あなた方……そういう関係だったのですか……」

　と、スヴェンは察した。

「はい、実はそうだったんです」

　そしてダイアンも認めた。

「違ちがうぞ―――――!!」

　だが当のソフィアが現れ、全力で否定した。

「ソフィアさぁ～ん……なんですか、サービス満点？」

　現れたソフィアは、シャワーを浴びていたのはホントだったのだろう。

　濡ぬれた体に、バスタオルだけ巻いている。

　途と端たんに、さっきまでスヴェンに見せていた、どこか底のしれない笑えみは消えて失うせ、これでもかとやに下がった顔になる。

「黙だまれー!!　ホントにお前、ホントにお前……そういうこと、冗じよう談だんでも言うなー!!」

　ソフィアの目に、ちょっと涙なみだが滲にじんでいた。

「少佐……？　一応あなたも女性なのですから、羞しゆう恥ち心しんはお持ちになられたほうが……」

「一応とはなんだ！」

　呆あきれた顔のスヴェンに、ソフィアはツッコむ。

「まさか、王都が誇る怪かい人じんとお付き合いなされているとは思いもよりませんでしたわ」

「だから違うと言っているだろう！」

「わかりましたから、とりあえず服を着られては……？」

「うう……ちょっと待ってろ！」

　スヴェンとひとしきり問答を繰くり返したあと、ソフィアは一いつ旦たん、浴場に隣りん接せつしている脱だつ衣い所に、服を取りに戻った。

「やれやれですわねぇ……」

　呆れたような溜ため息いきを吐くスヴェン。

　ソフィアは、貴族のご令れい嬢じようではあるが、代々続く武門の家。

　そして本人も、生まれの良さにあぐらをかかず、自らを切せつ磋さ琢たく磨まして、「黒き魔ま槍そう」とさえ呼ばれ恐おそれられる軍人となった女じよ傑けつである。

　軍隊生活では、お上品なことは言っていられない。

　羞恥心などかなぐり捨てなければならない場面も多かっただろう。

　とはいえ――

「ワイルドが過ぎますわね」

「そういうところも素す敵てきなんだけどね」

　冷ややかなスヴェンに対し、楽しげに笑うダイアン。

「――で、なんの用だ？」

「これですわ」

　素す早ばやく服を着て、戻ってきたソフィアに、スヴェンはルートから預かった手紙を渡わたす。

「ルート――ランガート大尉が？」

　少し、不思議そうな顔をするソフィアだったが、すぐに「ああ」という顔に戻る。

「ヤツめ、気が利きくじゃないか……」

　詳しよう細さいは話していないが、ソフィアが、なんらかの軍務に基もとづいて、ベルンに戻ることなくサウプンクトに逗とう留りゆうしていることを、ルートは察していた。

　だからこそ、盗とう聴ちようの恐れのある電話ではなく、わざわざ手紙を、それもスヴェンに持たせたのだ。

（軍司令部宛あてならば、軍用回線に繋つなぐこともできるが……パン屋からではな）

　軍を辞したとは言え、未いまだに、兵士としての気の使い方ができることが、ソフィアは少しだけ嬉うれしかった。

　ルートが、兵士であった過去を悔くいているのは理解している。

　だがその全てを過度に否定することは、あの時、共に生死を分け合った時間の全てを否定されたような気がして、上官と部下としてではなく、〝戦友〟として、寂さびしかったのだ。

「まったく……」

　いつのまにか、本人も無意識のうちに、ソフィアは笑みを浮うかべていた。

「む………」

「むむ……」

　そんな彼女の姿を見て、スヴェンとダイアンは、少しばかり不ふ機き嫌げんな顔になる。

「なんだお前たち？」

「別になんでもありませんよ」

「なんでもございませんわ」

　同時に、似たような言葉を吐く二人。

「それよりも……その手紙、なにが書いてありますの？」

「ん？　お前、中を見てないのか？」

　封ふう筒とうを開け、中の手紙に目を通すソフィアに、スヴェンが尋たずねる。

「当たり前ですわ。主さまの手紙を、許可なく見ることなどできません」

　だが、ルートは「なにが書いてあったか聞いてはダメ」とは言っていない。

　だから、中身を読んだソフィアに尋ねたのだ。

「うむ、一行目にはこう書いてある」

　ニヤリと、ソフィアは少しばかり意地の悪い顔をする。

「『この手紙になにが書いてあるかは、スヴェンには言わないでくれ』だそうだ」

　手紙に書かれていたのは、「スヴェンの誕生日パーティー」の招待状であった。

　それも、サプライズの形を取りたいので、当人には内ない緒しよで、というものである。

　祝われる当人だけが、それを知らず、招待状を運んできたのだから、ソフィアとしては、笑いを堪こらえるのに困る話であった。

「な―――!?」

　先手を打たれていたことに驚く――が。

「さ、さすが主さまですわ……わたくしのことをそこまで理解してくださるだなんて……！」

　それはそれで、スヴェンにはちょっとだけ嬉しかった。

「む………」

　そんなスヴェンの姿を見て、少し不機嫌になるソフィア。

「むむ……」

　そんなソフィアの姿を見て、少し不機嫌になるダイアン。

「なんでお前まで嫌いやな顔しているんだ」

「別にィ」

　即座にツッコむが、ダイアンは明後日の方向を――見ると見せかけて、素早くソフィアの手の中の手紙を覗のぞき見みる。

「あ、コラ！」

「なるほどなるほど」

　ソフィアは声を上げたが、すでに、あらかた目を通してしまっていた。

「彼もおもしろいことをする……」

　興味深そうに、ダイアンは笑う。

「むぅ………」

　不機嫌そうに呻うめくスヴェン。

　ルートが「話さないでくれ」と言っている以上、自分は聞く必要がない、聞いてはならない問題なのだと理解するが、それでも、なんとも言えないモヤモヤが残る話だった。

「まぁそんな顔をするな」

　ソフィアが、まるで歳の近い妹を見るような顔と、声で言う。

「詳細は言えんがな。お前と一緒に、オーガンベルツに来るように書かれている」

「わたくしと？」

　それを聞き、きょとんとした顔になるスヴェン。

　わざわざ直接手紙を運ばせて、要は「ソフィアを連れて来い」であったことに、拍ひよう子し抜ぬけしたような気分にさえなる。

「だが……ふむ、まいったな」

　だが、スヴェンに反して、ソフィアは少し困ったような顔になる。

「どういたしましたの？　もしかして、すぐにベルンに戻もどらねばならないので、オーガンベルツには来られない、ですか？」

「いや、そうじゃない。戻りたくてもまだ戻れん」

「はい？」

　ソフィアは、一刻も早く、ダイアンを連れて王都に帰き還かんしたかった。

　しかし、〝聖女〟の話を聞いたあとでは、今この瞬しゆん間かんも、オーガストの……もしくは、〝聖女〟のシンパが自分たちを襲わないとも限らない。

　王都正規軍からの迎むかえが来るまでは、如い何かな「黒き魔槍」も、単独ではどうしようもない状況なのだ。

「私が行くのは構わないのだがな……その……」

　ちらりと、ソフィアは、ダイアンを見る。

　護衛対象であるダイアンをほっぽらかしにして、隣町に移るわけにもいかない。

「構いませんよソフィアさん。僕のことは気にせずに」

　彼かの女じよの考えを見み透すかしたように、ダイアンが言う。

「気にせずに……というわけにもいかんだろう。言っておくが、別にお前を心配しているんじゃなくて、こっちの責任問題になるからなんだぞ」

「はっきり言うなぁ～？」

　歯に衣きぬ着せないソフィアに、おどけたような素そ振ぶりで返すダイアン。

「いやいや、ソフィアさん、そうじゃなくてね、僕も一いつ緒しよに行けばいいじゃないですか」

「なにぃ？」

「っていうか……オーガンベルツに行ったほうが、戦力的には安心ですしね」

「む……？」

　現在、オーガンベルツには、〝白銀の狼〟ことルート・ランガートに、〝紅ぐ蓮れんの鷹たか〟ことブリッツドナー、さらにスヴェンにレベッカにリーリエと、人間型猟兵機が三体いる。

「中隊規模でも、相手できる戦力ですよ」

　さらには、そこに〝黒き魔槍〟の、ソフィア・フォン・ルンテシュタットまで加わるのだ。

「なるほど……それなら……しかしまさか――」

　ルートはそこまで考えた上で、招待状を送ったのか、とソフィアは考えた。

　オーガンベルツまでの道中も、スヴェンと自分がいれば、なんとかなるだろう。

「まぁ大だい丈じよう夫ぶかな……」

　少し、ソフィアは首筋がひりつくような感覚に襲おそわれた。

　昔から、たまにあった現象だ。

　敵軍から不意打ちで火か砲ほう射しや撃げきが行われた時や、伏ふく兵へいに襲われた時、それに占せん領りよう地ちの巡じゆん回かいをしていた際、市民に偽ぎ装そうしたゲリラに撃うたれかけた時も、同じ感覚を味わった。

（なにか……嫌な予感がする）

　理り屈くつではなく、本能――それも「兵士の本能」の警告に、ソフィアは不安を覚えた。







第五章「動き出した時計」







　一方その頃ころ――

　田舎いなか町まちのオーガンベルツでも、ちょっとお茶を楽しむくらいの店はある。

　もう何十年と、この街の人々に茶を振る舞ってきた、ラウラおばあちゃんの屋台。

　オープンカフェと言うにはあまりに粗そ野やではあるが、街の人々の憩いこいの場所である。

「どうすんだよ」

「どうしよう」

「どうしようじゃねーだろ！」

「ひええええ～!?」

　そこで難題を抱かかえた顔で、数時間に渡って座すわり込んでいるのが、今しがた怒ど鳴なりつけたジェコブと、怒鳴りつけられて気弱な声を上げるブリッツドナーであった。

「行くなら早く行けよ！　いつまでここでボーッとしてんだよ」

「いや、うん、あの、ええっと………」

　昨夜、ルートから、「シャロデと一緒に、スヴェンの誕生日パーティーに参加して欲ほしい」と頼たのまれた。

　なぜそんなことを――と疑問を挟はさむ前から、これぞ二人の仲を取り持つ格好の機会と考えたレベッカに、承しよう諾だくされてしまった。

　ルートとスヴェンには、ジェコブもブリッツドナーも義理がある、断ることはできない。

　だが――

「どんな顔して会いに行けば良いのかわからない」

「ああもう、このオッサンは！」

　親友の頼みである。

　自分のこだわりは一旦置いて、母親に会わせることを、ジェコブは渋しぶ々しぶ了承した。

　しかし、当のブリッツドナーが、一夜明けてからずっと、あれやこれやと理由をつけて、なかなかシャロデのいる自分の家に行こうとしないのだ。

　もうお代わりしたコーヒーは、七杯に及およぶ。

「アンタ……軍じゃ知られたエースだったんだろ。情けなさすぎないか！」

「バーキャロイ……俺おれは敵兵百万より一人の女に怯おびえる男なんだよ」

「カッコつけるな！　ってかカッコついてない！」

　常識で考えれば、確かに足を運びづらい話である。

　子ども一人を孕はらませながら、行方ゆくえ不明になり、生死すら告げず、長らく行方をくらませていたのだ。

　子であるジェコブでさえ心の整理がつかないのに、シャロデからすれば、会った瞬間にどれだけショックを覚えるか、考えたくもない話である。

「正直……僕だって、アンタをかーさんに会わせるのは、あまり、気がすすまないよ……」

　シャロデがジェコブを身ごもったのは、まだ十代の頃である。

　王都ベルンに出で稼かせぎに出て、悪徳業者に騙だまされ公こう娼しようで働かされ、そこでブリッツドナーと出会ったのだ。

　お腹なかを大きくして帰ってきた彼女は、ずっと、周りから冷たい目で見られ続けてきた。

「アンタにも事情はあると思うよ。でも、それはそれだよ」

　息むす子こであるジェコブもまた、いわれなき偏へん見けんに苦しめられた。

　オーガンベルツがあるペルフェが、ワイルティアに併へい合ごうされたことも、状況の悪化に拍はく車しやをかけた。

　ご主人さまにすり寄ったメス犬の息子――とさえ蔑さげすむ者もいたくらいだ。

「ああ、わかってるよ……」

　手の中の、ぬるくなったコーヒーカップを握にぎりながら、ブリッツドナーは答える。

「俺は、シャロデの前に顔を出す資格なんてないってわかっている。お前に父親ヅラする資格なんてないってのも、わかってる。でもなぁ……」

　言いながら、英えい雄ゆうと呼ばれた男は、泣きそうな顔になる。

「お前たちに会いたいと、思わなかった日はない」

「―――！」

　しばし、二人の間で、沈ちん黙もくが流れる。

　そこに――

「いつまでここにいらっしゃるおつもりですか……少佐」

　ちょっと怖い顔のレベッカが、いつのまにか二人のテーブルの前に立っていた。

「しゃ、シャルラハート……？」

　ブリッツドナーに絶対の忠誠を誓ちかっている少女が、初めて見せる顔だった。

「シャロデ様は、今もご自宅に居られます。いつになったら伺うかがうおつもりで？」

「わかっている……わかってるって……シャルラハート……そのね……そのタイミングを見計らっていてね？」

「少佐……申し訳ございませんが、しばし、私のことは、レベッカとお呼びください」

「え？」

　レベッカ・シャルラハートが、彼女のフルネーム。

　日ひ頃ごろ彼かの女じよは、ブリッツドナー以外の全ての者が、「シャルラハート」の名で呼ぶことを拒んでいる。

　なぜなら、シャルラハートの名は、敬愛する主が、猟兵機の支援ＡＩであった頃に付けてくれた、特別で大切なものだからだ。

　だが彼女は、今日この日は、それを主であるブリッツドナーにさえ禁じた。

「少佐……私の名前の由来は、なんでしたか？」

「そりゃお前……シャロデから取ったんだよ」

「そういや前に言ってたね」

　名前の由来は、ジェコブも聞いたことがある。

　ブリッツドナーの最愛の女性の名を取った、と――シャルラハートとは、「シャロデ」のワイルティア式の読み方なのだ。

「冷静に考えてください。十何年ぶりに現れた夫であるはずの男性が、自分の名前をつけた女と一緒に現れたら、ややこしいでしょう」

「あ～～～～そうかぁ～～～～!!」

「わかりましたね。では行きましょう」

　ぐいと、座り込んでいた主を持ち上げようとする。

「ま、待て……シャルラ――じゃなくてレベッカ？　あの、もうちょっとだけ、コーヒーもう一杯分だけでも、な？」

　なおも、怖おじ気けづくブリッツドナー。

「ジェコブくん、これで何なん杯ばい目ですか？」

「八杯は飲んだね」

「ちげーよ七杯だよ！」

「そんだけ飲んだら十分でしょう！」

　無理やり引きずり出すレベッカ。

「だってよオメェ……なんて言やいいのかわかんねーんだよ！　どんな顔して会えば良いのか……わかんねーんだよぉ～」

「そんなのいりません！」

　泣き言を並べる主に、レベッカは一いつ喝かつした。

「私は、どんな形でもいいから会いたかった……！」

「レベッカ……」

　レベッカは、十年前、ブリッツドナーが姿をくらませてからずっと、彼かれとふたたび出会える日を待ち続けていた。

　彼女もまた、ブリッツドナーの生死すら知らなかったが、ずっと、生きていると、信じ続けてきた。

「どれだけ不安だったと思います……もう死んでしまったんじゃないかって、思ってしまって……すぐにその思いをかき消して、でも不安で……だから――」

　王都反乱事件の際、彼が現れた時、「生きていた」と知った時、レベッカは嬉し涙を溢あふれさせた。

「いつまで、シャロデ様を、私と同じにしておくおつもりですか？」

「うっ………」

　レベッカの言葉を前に、ブリッツドナーは言葉を失う。

　彼女は、ダイアンの命令もあって、オーガンベルツにまで訪おとずれ、スヴェンたちの監かん視し任務に就いていた。

　だがそれと同時に、ジェコブとシャロデの二人の様子も見守っていた。

　王都反乱事件で、ブリッツドナーが生きていると知った後、二人に伝えるべきか、真しん剣けんに悩なやんだが、それは自分のすべきことではないと、ぐっとこらえた。

「少しよう佐さにもご事情はあったのでしょう……でも、こんな形ですが、再会できる機会が来たのです。どうか……」

　ブリッツドナーが生死すら明らかにしなかったのは、二人に累るいが及ぶことを避さけるため。

　決して、無情だったわけでも、ましてや忘れていたわけでもない。

　それでも、レベッカにはもう見ていられなかったのだ。

「行けよ……」

　ぶっきらぼうに、ジェコブが言う。

「僕ぼくはさ、アンタが生きてたなんて知らなかったし、そもそも会ったことなかったし。だから、まぁ、正直、あきらめは付いてたんだよ」

　最初からいないものと割り切れば、人は案外、その環かん境きように適応できる。

　ジェコブの困こん惑わくは、むしろ「いない」と思っていた存在が現れたのが理由だ。

　だが、シャロデは違う。

　ずっと、不安な中で、生き続けてきたのだ。

「だからまぁ、さっと行ってさ、ぱっと会ってさ、とりあえず『生きてるよー』って言うだけでもいいじゃん」

「その………でもなぁ……」

「まさか、許されようと思ってんの？」

「え？」

　我わが子この口から飛び出した、辛しん辣らつな一言に、うろたえるブリッツドナー。

「許してもらえるわけ無いじゃん。なんか気の利いた一言でも言えば、丸く収まるとか思ってんの？　んなわけないんだから。怒鳴られて憎にくまれて、散々罵ば詈り雑ぞう言ごん叩たたきつけられて、なんならナイフで刺さされればいい」

「ジェコブくん、それはさすがに……!?」

　物ぶつ騒そうなことを言うジェコブに、弱々しくレベッカはツッコむが、少年は止まらない。

「ケジメ付けるってのはそういうもんだろ、なのにカッコつけてんじゃねぇよ！　そういうのが一番カッコ悪いんだよ！」

「ジェコブ……」

「僕の父親だっていうのなら、父親らしい姿見せろよ！　じゃないと――」

　ジェコブの肩かたが、小さく震ふるえていた。

　それを見てようやく、ブリッツドナーも決意を固める。

「すまねぇ……そうだな。変なとこで、俺はカッコつけちまったか……ははっ、確かにダセェや」

　言いながら、ジェコブの、息子の頭を、そっとなでる。

「行くぞ！　いっちょみっともなく、土下座してやらァ！」

　そして意い気き揚よう々ようと、ジェコブの家に歩を進めようと―――

「うわぁ、手と足が同時に動いている」

「少佐……」

　していたのだが、それでもやっぱり、まだ緊きん張ちようしまくっていた。

「あの人、ホントに、エースだったの？」

「いざって時はすごい人なんですよ、ホントなんですよ……」

　呆れるジェコブに、レベッカが必死に訴うつたえていた。




　なんのかんのあって、ようやく、レベッカたちは、シャロデがいる、ジェコブの家にたどり着く。

「少佐……頑がん張ばってください、ここが踏ふん張ばりどころです！」

「お、おおう!!」

　励はげますレベッカに、ブリッツドナーは空元気を総動員して答える。

「そこまで緊張するなよ……」

　その有様に、ジェコブは呆れた顔になる。

「お、お前も……わかる……」

「なにがだよ？」

「本気で惚ほれた女ができれば、わかる……」

「むっ……」

　震えながらも返すブリッツドナー。

　ドアまで一メートルもない。

　だが、その一メートルが遠かった。

　その一メートルは、十年を隔へだてた一メートルだ。

　世界の裏側に行くよりも、そこはきっと、遠い。

「い、いくぞぉ～……！」

　意を決して、扉とびらをノックしようとしたその寸前、室内から扉が開く。

「あら？」

　現れたのは、今まさに会いに行こうとしていたシャロデであった。

　ブリッツドナーの顔を見て、きょとんとした顔をしている。

「が―――――!?」

　言葉を失うブリッツドナー。

「か、母さん、あのね……！　これは……！」

　とっさにフォローしようとするが、言葉が出てこないジェコブ。

「奥おく様さま、これは………!!」

　同じくフォローしようとするが、やっぱりうまく口が回らないレベッカ。

「エーリッヒ……？　やだ、来たの？」

　だが、当のシャロデは、慌あわてるどころか、至し極ごく穏おだやかなままであった。

　驚おどろいてはいる。

　いるのだが、まるで、当たり前のものを見るような、普ふ通つうの驚きの表情であった。

「シャロデ……あの……？」

　その姿に、ブリッツドナーの方が、逆に困惑している。

「遅おそかったわね」

　だがシャロデが、ただその一言だけを告げ、ニコリと微ほほ笑えんだ。

「あ………！」

　その言葉を聞いて、ブリッツドナーは思い出す。

　それはずっと昔、まだジェコブを、彼女がその身に宿したことがわかったすぐ後であった。

　詐さ欺ぎ同然で公娼に売られ、彼女のために、授じゆ与よされたばかりの勲くん章しようまで売りさばいて、借金の肩かた代がわりをした。

　故郷のオーガンベルツへの汽車に乗る彼女に、ブリッツドナーは言ったのだ。

「必ず迎えに行くから」――

　王室が式典まで開いて授与した勲章の、それに付いていたダイヤモンドを引きちぎり転売した彼は、あともう少しで、王室侮ぶ辱じよく罪ざいに問われるところだった。

　幸い、優ゆう秀しゆうな兵士であったことから、罪は免まぬがれたが、昇しよう進しんは撤てつ回かいされ、激戦地に送られることになる。そして三年後、そこで、四し肢しを失う事件に遭そう遇ぐうする。

「シャロデ……お前……」

　決して、あの日の言葉を忘れていたわけではない。

　だが、もう自分はその約束を果たす資格はないと、どこかで考えていた。

　いっそ、死んだと思っていたのなら、別の伴はん侶りよを得られたならば、身を引く覚かく悟ごさえできていた。

　しかし……彼女は、待っていたのだ。

　だから、驚かなかったのだ。

　必ず来る人が、来ただけなのだから。

「マジかよオイ………」

　顔に手を当て、乾かわいた笑いを上げながら、ブリッツドナーはつぶやく。

「なんて、いい女なんだ」

　そして、シャロデを力いっぱい抱だきしめた。

「エーリッヒ……」

「ああ、チキショウ……ああクソ……！」

　この日、ブリッツドナーは自分の四肢が機械になったことを、心から嘆なげいた。

　こんな自分が愛されるには、あまりにも分不相応なくらい最高の女の温ぬくもりを、腕うで二本分も、感じることができないのだ。

　それが悔くやしくて、嬉しくて、気づけば涙を流していた。

「…………………」

　抱き合あう〝両親〟の姿を見つめるジェコブを、レベッカが背後から、そっと抱きしめる。

「ジェコブくん、一つだけ……わかってください」

　これだけは伝えたいという思いを込めて、レベッカは言った。

「あなたは、愛し合う二人の間に産まれたんです。それだけは、わかってください」

　ブリッツドナーは自分を捨てたわけではない。

　シャロデにとって、自分は重荷だったわけではない。

　その事実だけは、受け止めてほしかったのだ。

「ん……」

　抱きしめるレベッカの手を、ジェコブはそっと押おさえる。

「まぁね、わかるよ。あんだけ見せつけられちゃあね」

　彼は、とても賢かしこい少年である。

　だが、まだ産まれて十と一年の、子どもである。

　でも――それでもジェコブは、十一歳の少年らしからぬ、聡そう明めいさを持っていた。

「まったく、ああいう厄やつ介かいなオヤジを持つと、子どもは苦労するよ」

　そう言って、いたずらっぽく笑った。

　ここ数日見せていなかった、彼らしい、愛あい嬌きようのある笑え顔がおであった。

「ジェコブくん………！」

　そんな彼を、思わず全力で抱きしめそうになるのを、レベッカは必死でこらえた。

　なにせ彼女が本気を出せば、人間の骨などあっさりへし折ってしまうからだ。

　そうしてしまいそうになるくらい、彼が愛らしかった。

　かくして、ちょいとばかり特とく殊しゆな一家は、ようやく、初めて、「家族」となったのである。
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第六章「パン屋のルート」







　オーガンベルツのトッカーブロート、その窯かま場ばにて、ルートと見習いのミリィは、忙いそがしく動き回っていた。

「これで、三段目……っと」

　ルートの職業はパン職人である。

　今いま更さら何をと言うかもしれないが、その彼が今行っている作業は、食べ物を作っていると言うより、なにかを「組み立てている」という方が近い状じよう況きようであった。

「なぁ、ルート……これあの、ホントに、誕生日ケーキなの？」

「ん、ああ……」

　ミリィに問われ、ルートはなにか含ふくむような顔で、曖あい昧まいに答えた。

「一応ホラ、パン屋だからさ。見せかけだけのものは作りたくないんだ」

　ルートが、スヴェンを使いに出している間、朝も早くから作っているのは、この日行われる、彼女の誕生日パーティーに不可欠なもの……バースデーケーキであった。

　ルートは優秀なパン職人であるが、洋よう菓が子しの類たぐいも作れる。

　その気になれば、そこらのパティシエ以上の腕うで前まえだ。

　だが、そこはやはり「パン屋の看かん板ばん娘むすめ」の誕生日を祝うのだ。

　パン屋ならではの「バースデーケーキ」を作りたかった。

「中央にスフレ地のパンを柱にして、薄うすいケーキ状のパンを交こう互ごに重ね、間にラム酒漬づけしたフルーツとクリームを重ねて……豪ごう勢せいだよな」

「うん……これを作るためにも、店を閉じなきゃいけなかったからね」

　そのために、ルートはあちこち走り回っていた。

　いつもパンを納入している、鉱山や役所、学校などに、比ひ較かく的てき日持ちの利く種類のパンを、ほぼ無料の形で納め、詫わび代わりとしたのだ。

　どの取引先も、トッカーブロートの日ひ頃ごろの仕事は認めてくれている上、ある意味、オーガンベルツの有名人であるスヴェンを祝うためと、皆快かい諾だくしてくれた。

「パンで作ったケーキかぁ、これがホントのパンケーキ、だな」

　おかしそうに笑うミリィ。

　彼女も、パンケーキの「パン」が、パン屋のパンと同じ意味でないことは知っている。

　だが、特別な日のケーキを、自分の一番得意な……つまり、最上のもので祝いたいというルートの気持ちを理解しての、軽口であった。

「それ、違ちがうものなの？」

　そこに、別の声が混ざる。

　窯場の入り口に立つ、ジェコブからのものであった。

「パンケーキのパンは〝鍋なべ〟って意味なんだ。昔は平皿で焼いて作った焼き菓子を、そう呼んだんだよ」

「ふ～ん、知らないこともあるもんだね」

　ルートの説明を受け、ジェコブはなんとなく、行き場のないような素振りで答える。

「少佐は……シャロデさんとは、どうなった？」

「ん？」

　そろそろ、二人が「再会」を終えた頃のはずである。

「ああ、十何年ぶりの再会だからね、ちょっと二人にしてやっているよ。スヴェンの誕生日パーティーには間に合うんじゃない？」

「そうか、よかった……」

　いたずらっぽく笑う少年の顔を見て上う手まく行ったことを理解した。

「でもさ……なんで、うちの両親を出席させる必要があったの？」

　ルートの頼みだからこそジェコブは引き受けたが、その理由はまだ良くわかっていなかった。

「スヴェンって……その、ウチの、その……父親と、知り合いだったの？」

「いや、会ったこともないんじゃないかな」

　なにせ、スヴェンが生まれたのは、支し援えんＡＩアーヴェイであったころを含めても、ブリッツドナーが公式に記録から消え去って以降である。

　無理して、出席を強要するほどの間あい柄だがらではない。

「じゃ、なんで？」

「他に夫ふう婦ふの知り合いがいなくてなぁ」

「は？」

「あ――」

　ぽそっと、自然な流れで受け答えしてしまったルート。

　慌てて口を押さえる。

「あのさぁ……なんか企たくらんでない？」

「いや、なにも？」

　じろりと、不ふ審しんそうな目で見つめるジェコブから、慌てて目をそらす。

「僕にも言えないことか？」

「あ～………」

　背後に冷たい視線を感じつつ、ルートは返す言葉を失っていた。

「…………ま、いいさ」

　だが、その冷たさが、消える。

「隠かくし事ごとのできない人間が、隠し事する時ってのは、自分以外の誰だれかのためってのがお決まりだからな」

「お前……」

　皮肉っぽくいいながらも、要はジェコブはルートを信用しているから、「話せないことにも、理由があるんだろう」と、理解してくれているのだ。

　歳は離はなれているが、この懐ふところの深い友人を心から誇ほこりに思った。

「ありがとう。でも……」

「でも？」

「誰かのためってわけじゃないんだ。これは……俺のためなんだ」

「え？」

　その一言に、ジェコブは驚く。

　ルートは、時に危なっかしく感じるほど、自分を軽かろんじる。

　彼は、強い。

　肉体的にも、その肉体をどのように動かすべきかも熟知した、高い戦せん闘とう力りよくの持ち主だ。

　仮にジェコブが、考えうる全すべての方法を試ためしたとしても。

　仮に、毒や銃じゆう器きを用いたとしても、膝ひざをつかせることすら難しいだろう。

　だが……「強い」ということと、「何をしてもいい」ということは、別物なのだ。

　それは、他人だけではない。自分自身に対してもだ。

　なのに、ルートは、自らを傷つける道を、幾いく度ども選んでいる。

　その彼が、自分のためと言ったことに、この友人は驚いたのだ。

「ねぇ、ルート……そもそもさ、なんで、スヴェンの誕生日を祝おうと思ったんだい？」

　親しい友人であり、仲間であるのならば、それは当然のことだ。

　だが、ジェコブは知っている。

　先の、この店で起こった騒そう動どう。

　その中で、あの銀ぎん髪ぱつの少女が、「人間でない」ことを、彼も目もく撃げきしていたのだ。

　その後で行う今回のお祝いが、ただの「祝いの宴うたげ」だとは、彼には思えなかったのだ。

「う～ん………まぁ、なんだろう」

　深く考えるように、それでありながら、まるで今夜の夕飯を決めるように、穏おだやかな顔で、ルートは答える。

「ケジメをね、つけたかったっていうのがあるんだ」

　今まで、見ないことにしてきた日々を。

　それでいいと、それが彼かの女じよにとっても、最善だと思っていた日々を、彼はあえて、終わらせることにした。

　その後で何が起こるかはわからない。

　もしかして、今まで当たり前に得てきたものの全てを失うかもしれない。

　それでもルートは、そうしようと思った。

〝白銀の狼おおかみ〟と呼ばれた兵士ではなく、小さな街の小さなパン屋、〝パン屋のルート〟になるために。

　ルート・ランガートにとって、人生最大の作戦が始まろうとしていたのだ。







「はてさて？」

　ソフィアとダイアンを連れ、スヴェンはオーガンベルツに帰き還かんする。

　だが、トッカーブロートに足を向けようとした彼女を、ソフィアが止めた。

「アイツからの手紙には、丘おかの上の教会に来てくれと書かれている」

　それを聞いての、先述の疑問の声であった。

「なんでですの？」

「………さぁ、私は知らんぞ」

　言葉とは裏腹に、理由を知っている顔で、ソフィアは答えた。

（こういうとこ、似てますわよね、この二人）

　ソフィアとルート、幼おさな馴な染じみとは聞いたし、部下と上官の間柄であったのもスヴェンには既き知ちのことである。

「だが私は教会の場所は知らんから、案内しろ」

「へーへーですわ」

　丘の上の教会は、さほど距きよ離りは離れていない。

　大人の足ならば、十分もあればたどり着く。

「皮肉なもんですわねぇ」

　思わず、つぶやいてしまう。

　自分がこの街に来てまだ間もない頃、あの教会がテロリストの武器弾だん薬やく貯蔵庫になっており、それを知ったルートは殺されかけた。

　今そこに、軍の将校であるソフィアを連れて行っているのだ。

（ああ、そういえば……）

　ふと、気づく。

　自分が、この街に来て、もう一年になる。

　まだ一年しか経たっていない、という気持ちと、もう一年も経ったという気持ちが、ないまぜになる。

（いろんな事がありましたわねぇ……）

　軍用兵器の支援ＡＩとして作戦活動に従事した日々よりも、ある意味で、遥はるかに高密度で、遥かに予測不可能な出来事にあふれていた。

　テロリストと戦ったり、飛空船のハイジャック事件に巻き込まれたり、親衛隊と一戦交えたり、王都の反はん乱らん事件に巻き込まれたり――いや、そんなものよりも……当たり前の日常、誰かを、自分の作ったもので笑顔にすることが、どれだけ難題であるか。

　それこそ、いかなる作戦よりも、困難なものだった。

　そして、それを成なし遂とげた時の、喜びも――

「着きましたわ」

　一年を振ふり返かえるには、十分では、あまりにも短すぎた。

　思考を止め、現実に戻もどる。

　礼拝堂の扉を開き、二人を中に案内しようとしたところで、その手が止まる。

「なんですの……？」

　扉の向こうに、気配がある。

　誰かがいるのは当たり前だ。

　シスターのマレーネや、教会の孤こ児じ院いんの子どもたちも住んでいる。

　なにより、ここに呼びつけたルートがいるはずだ。

　だが、それだけではない数の気配が、扉とびら越ごしにもはっきりわかる「ざわめき」が聞こえる。

「安心しろ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　そんなスヴェンの戸と惑まどいを察し、ソフィアが言った。

「少佐……なにを、企んでらっしゃいますの？」

「いいから開けろ、それがお前の主の願いだ」

　ルートからの手紙で、この先になにがあるのか知っているソフィアは、まるで、怯える新兵に告げるように、どこか優やさしげな顔で言っていた。

「………はぁ」

　恐おそる恐る、扉を開ける。

　そこに、いたのは―――

「え？」

　その光景を見て、スヴェンは一いつ瞬しゆん、なにがあったのかわからなかった。

　よく知っているオンボロ教会の礼拝堂に、多くの人々が詰つめかけていた。

　皆、どこかで見た顔ばかり、この街の人々だ。

　毎日、トッカーブロートに訪れ、彼女が何度も何度も、接客した人々だ。

　その中に混ざって、ジェコブや、ミリィや、ヒルダや、鉱山夫の頭目のローエルたちがいる。

　皆、自分が〝アーヴェイ〟ではなく、〟スヴェン〝として出会った人々だ。

「これは一体、なんなのでございますの……？」

　祭りかなにか、だと思った。

　葬そう式しきのような、静せい謐ひつさはない。

　誰かが現れるのを待ち望み、その誰かを祝福するために集まった人々の姿があった。

　スヴェンの目が、教会の礼拝堂の中央、祭さい壇だんの直前に置かれた、五段重ねのケーキに向けられた。

　なんとも豪ごう華かで、手のこんだ作りだ。

　一番上には、ご丁てい寧ねいに、マジパンで作った人形が飾かざられている。

　白――いや、そう見える着色料を加えているのだろう。その髪かみの色は銀色で、目は鮮あざやかな赤だった。

「あれ……え……それ……え……？」

　信じられなかった。

　こんなものを作れる人は、一人しかいない。

　あの人以外に、こんなものを作ってくれる人がいるわけがない。

「スヴェン」

　ケーキの前に立っていたのは、ルートであった。

「主さま……あの……これは……？」

　なんでこんなものがあるのか？

　なんでみんなが集まっているのか？

　まるでこれでは、これではまるで――祝福されているみたいではないか。

　自分が、人間ではない自分が、その誕生を祝われているようではないか。

「誕生日おめでとう、スヴェン」

　ルートの優しい声。

　そんな訳はないと思った予測が、的中する。

　同時に、人々が一いつ斉せいに拍はく手しゆをした。

　口々に「おめでとう！」「ハッピーバースデー！」と、彼女に笑顔と祝福の声を送る。

　あなたがこの世に生まれてきてくれてよかった――そんな意味の言葉を、何十人もの人々が、様々な言葉で、彼女に告げる。

「なんで……？」

　呆ぼう然ぜんとするスヴェンに、そっとダイアンが耳打ちした。

「ルート・ランガート氏は、私に尋たずねました……あなたが〝スヴェン〟となったのはいつか？と」

　言われて、スヴェンは思い出す。

　それは、今日、この日であった。

　忘れていたわけではない。

　だが、「大して意味のない日」として、気にもとめていなかった。

　彼女にとって重要な日を挙げるとすれば、それは、「初めてルートに遭あった日」もしくは「工こう廠しようで生産され、起動スイッチを押された日」、それか「〝スヴェン〟となって、トッカーブロートで働き始めた日」のいずれかである。

　だが、ルートは、彼女が〝アーヴェイ〟から、〝スヴェン〟となった日を、彼女の誕生日と認にん識しきし、祝福の場を作ったのだ。

「彼がなぜこの日を選んだか……その意味を、理解しなさい」

　それだけ告げると、ダイアンはその場から離れ、壁かべ際ぎわに移った。

　自分の出番をわきまえている、一流の道どう化け師しのように。

　震えながら、スヴェンは礼拝堂を真っすぐ進み、ルートの元に向かう。

　なぜこの日なのか？

　その答えを、一歩一歩、踏みしめながら考える。

　なぜこの日なのか？

　だが答えは出ないまま、ルートの眼前にたどり着く。

　ルートが、そっと手を出した。

「アーヴェイ」

　そして、彼女を、かつての名前で、己おのれが名付けた名前で呼んだ。

「はい……主さま……」

　スヴェンは否定しない。

　もう彼が知っていることを、彼女は知っているから。

「ゴメンな……俺おれが、頼たよりなくって……心配で、追いかけてきてくれたんだな」

　かつての愛機に、姿形すら変えてやってきてくれた相棒に、ルートは優しく告げる。

「全部君のおかげだ、この光景は、君がいなきゃありえなかった」

「そんなこと――」

「いや、そうだよ、スヴェン」

　ルートは、今度は、新たな彼女の名前で呼ぶ。

　強こわ面もてのあまり、一年の間客が寄り付かず潰つぶれかけたトッカーブロート。

「人殺しの焼いたパン」と謗そしられた日々。

　借金はかさみ、毎日にように、誰にも食べてもらえないパンを焼き続けた日々。

　それを、変えてくれたのは、この看板娘だ。

「本当に、ありがとう」

　ルートは、ずっと考えた。

　いや、違う。考えてなどいない。

　こうするべきという答えは、とっくに見つけていた。

　いや、それすらも違う。

　何度も、何度も何度も、スヴェン自身が、彼かれに訴え続けたのだ。

〝アーヴェイ〟の過去など気にしない、〝スヴェン〟としての今を大切にしよう？

　違う！

　それではない、それは違うのだ。

　人を殺すことを糧かてとする兵士と、人を殺すために作られた兵器。

　その出会いは、間ま違ちがいなく、自分たちの一部であり、それがあったからこそ、今がある。

　ならば〝アーヴェイ〟も否定できない。

　それを否定することは、〝スヴェン〟を否定することでもある。

「俺……やっと決めたんだ。ずっと悩んでいたけど」

　ルートが悩んでいたのは、その結論を、自分が口にする資格があるのかということだった。

　この罪深い自分が、この愚おろかな自分が。

　だが、それでも、彼は選んだ。

「罪を背負ってなお、幸せになりたいと願う」生き方を。

「アーヴェイとしてのスヴェンとともに、俺はこれからも、君とともに生きたいんだ」

　それを自分自身に選ばせなければ、この言葉を放つことはできなかった。

　兵器として生まれた彼女ごと、スヴェンを受け止めるには。

　だからこの日を、ルートはスヴェンの誕生日として祝ったのだ。

　戦せん闘とう兵器だったアーヴェイが、一人の少女スヴェンになった日を。

「スヴェン……スヴェルゲン・アーヴェイ……お誕生日、おめでとう」

　その言葉の意味を理解し、スヴェンは震えた。

（ああ、この人は………全部受け止めてくれたんだ……）

　苦しみも悲しみも、悩なやみも後こう悔かいも、自分の過去とさえも向かい合い、全てを背負うことを決めた。

　なんて生き真ま面じ目めで融ゆう通ずうの利きかない人なんだろうと、呆あきれそうになった。

　そんなだから、店も潰しかけて、借金だらけになったのだ。

「主さま……ありがとうございます……」

　その一言で十分だった。

　この人は、自分がこの世に生まれたことを、「良いことだ」と思ってくれている。

　それだけで、なにも悩む必要が――

「スヴェン、その………」

　だが、そこから、彼女の予想もしなかった事態が起こる。

　いや、おそらくは、この場に集まった全ての人々を驚きよう愕がくさせる言葉を、ルートは放った。

「俺と、結けつ婚こんしてくれないか？」

「はひっ!?」

　さっきまで、幸福な気持ちに包まれ、頬ほおを赤らめ、涙なみだまでにじませていたスヴェンは、驚きのあまり目を丸くし、アゴを外さんばかりに、大口を開け、たいそうマヌケな声を上げた。







終章







　スヴェンにとって、特別な日は、いくつもある。

　ルートが誕生日として祝った、「スヴェンとなった日」。

　初めて起動した日もそうだし、ルートと出会った日もそうだ。

〝アーヴェイ〝という名を与あたえられた日もそうだし、〟スヴェン〝として再会した日もそうだ。

　いくつも、無数の「特別な日」はある。

　だがその中で、彼女に最も大きな〝火〟を与えた日があった――

　ルートの愛機となって、しばらくの間、彼と、多くの言葉を交かわした。

　口数が少なく、人に自分のことを話さないように思われるルートだったが、コクピットの中で、自分にいろいろと話してくれた。

　人ならざるものであるからこそ、話しやすかったということもあるのだろう。

「昔、ラプチュリカという街にいてな」

　悲しい、過去の話を聞いた日。

「やりたいことが、見つかったんだ」

　パン屋になるという、夢の話を聞いた日。

「……今までありがとうな」

　戦争が終わり、別れを告げられた日。

　その中で、彼女は見たのだ。

　彼女の中で、熱く、激しく、何物にも代えがたいものが生まれた瞬しゆん間かん。

　それは――




「はひっ!?」

　いきなり、求きゆう婚こんを申し込まれ、スヴェンは固まっていた。

　これは完全に予想外のものであった。

　周りの参列者の皆みな様さまも「え？」という顔で固まっている。

「ご……ゴメン……いきなり、その唐とう突とつに……すまない……」

　固まっているスヴェンを前に、ルートは、申し訳無さそうに言う。

「ただ、その……思ったんだ。その……君と、これからも一いつ緒しよに生きて行きたい。嬉うれしいことや……楽しいことや……多分、悲しいこともあると思う。その全部を分け合いたい」

　それがルートの決意であったのだろう。

　自分という人間が、過去の罪を背負って、それでも幸せになろうとする生き方を選ぶ……その決意の果てにあるのは、「スヴェンとともに生きる」ことであったのだ。

「その……あの……だ、ダメだろうか……」

　固まり続けるスヴェンに、ルートはなおも語りかける。

「好きなんだ……スヴェン……」

　言ってから、さすがにクサすぎるセリフだと思ったのだろう。

　ルートは思わず、笑った―――――――

「え？」

　それを見て、スヴェンが我に返る。

　返ってしまうくらいのものを目にしてしまったから。

　笑ったのだ。

　ルート・ランガートが。

　もうずっと「笑えなくなった」と思っていた男が。

　下手に笑おうとしたら、殺さつ人じん鬼きと間違われてしまうくらい、笑うことができない男が。

　恥はずかしそうに、そして優しい顔で、笑ったのだ。

「あ……………」

　スヴェンは思い出す。

　あの日の別わかれ際ぎわ、彼は笑ったのだ。

　その笑顔が、忘れられなかったのだ。

　もう一度見たいと思った。

　彼の笑顔を見るためならば、どんなことだって乗のり越こえてみせると、思ったのだ。

　その笑顔が、自分に向けられた。

「あの……スヴェン？」

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、当たり前ですわぁあああああああ！！！」

　あらん限りの声で、スヴェンは叫さけんだ。

　プロポーズに答える少女の姿としては、随ずい分ぶんとダイナミックに過ぎる光景であった。

　だが、そんなこと、どうでもよかった。

「わたくしも……わ、わた！　わたくしも………！」

　大好きな人が、機械の自分に、心のなかった自分に、心を芽生えさせるくらい大好きな人に、「好きだ」と言ってもらえたのだ。
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　これに比べれば、どんな重大事も、些さ細さいなことである。

　些さ末まつなことである、どーでもいいことなのである。

「わたくしも……大好き……愛してます……主さま……！」

　機械の体だとか、人間でないだとか、そんなことだって、どうでもよくなるくらいのことだった。

「はっ、はははははっ……」

　そんな二人のやり取りを見て、参列した人々から、笑い声が起き始める。

　どうやら、めでたい日に、さらにめでたいことが増えたのだと理解する。

「いいぞ、お二人さん！」

「よかったなぁ！」

　口々に、祝福の言葉を上げ始める。

「これは……驚おどろいたなぁ」

「ふーん……ま、いーんじゃない？　しあわせそーで」

　ヒルダは笑い、リーリエも肩をすくめつつ、拍手を送る。

「こいつぁいい！　よかったなパン屋！」

　鉱山夫頭のローエルが大声で笑う。

「なるほど……ランガート氏……なかなかおもしろい……ふふ……あれ？」

「…………………」

　ほくそ笑えむダイアン、その隣となりでソフィアが固まっていた。

「ソフィアさん!?　ソフィアさん!?　呼吸してソフィアさん!?」

　実は幼少期からずっと、ルートへの片思いをこじらせていたソフィア。

　一人静かに、心臓まで止めかけていた。

　そして……

「なるほどなぁ……ランガートめ、そういうことか」

　ようやく合が点てんがいったとばかりに、ブリッツドナーが笑う。

「どういうこと？」

「昔からな、夫婦じゃなきゃいけねぇんだよ、立会人は」

　ジェコブに尋ねられ、いたずらっぽい笑え顔がおで返す。

「立会人……？」

「結けつ婚こん式しきの、さ」

「えええ!?」

「さて、どうやら俺らの出番みたいだ」

　言うや、ブリッツドナーはシャロデの手を取り、一歩踏ふみ出だす。

「やってくれたなランガート、お前これ、そいつが断ってたら、どうするつもりだった？」

　自分とスヴェンの結婚式の立会人にするために、他所の夫婦の復ふく縁えんを仕し掛かけたルートに、ブリッツドナーは皮肉げに言う。

「その時は……その……俺が恥はじをかくだけです」

　バツの悪そうな顔で、ルートは頭をかいた。

「ったく、しょうがねぇヤツらだ」

　だが、事情がわかって、それを拒こばむブリッツドナーではなかった。

「そうね……うふふ」

　それは、彼が「最高の女」と称たたえる、妻シャロデも同様であった。

「あ～～～～はいはい、そーゆーことね、まったくもう」

　よいしょと腕うでまくりしながら、シスターのマレーネが前に出る。

「この教会、神父はいないから。私が代わりにやったげるわよ」

　結婚式といえば、教会での、神の前での宣せん誓せいである。

　そのためには、聖職者が誓ちかいの言葉を述べさせる役割を担になう。

「ったくもう」

　少しだけ寂さびしげな顔になるマレーネ。

　テロリストの協力者だった自分を、カタギの道に引ひき戻してくれたルートを、彼女は少なからず思っていた。

（最後までこの人、アタシの思いには気づかずかぁ）

　そう思うと、ちょっとだけ、切なさもあった。

「あの……」

　それを知っているスヴェンが、わずかに、申し訳無さそうな顔をした。

「そういうの、ダメよ」

　とっさに、本職の聖職者より遥かに凛り々りしい顔で、マレーネは窘たしなめた。

　そして、本当の聖女よりも優しい笑顔で、スヴェンに微ほほ笑えんだ。

　ルートへの思いもあったが、スヴェンを、マレーネは友だちだと思っているから。

「さて、ルート、指輪は？」

　結婚の宣誓には、指輪はつきものである。

　男のものは省略しても通るが、相手の女性に嵌はめるものがないのは、絵にならない。

「あ………」

　しまった、という顔を、ルートがしかけた時、どこからともなくなにかが投げられ、彼の頭にあたった。

「あいた!?」

　ぽろりと頭から落ちたのは、女物の指輪であった。

「サイズ違いは我が慢まんしろ」

　吐はき捨すてるように言ったのは、教会の壁際に立ち、憤ふん然ぜんとした顔をしているソフィアであった。

「ったく、世話のやける」

「ソフィアさん……あの、あの指輪……聖誕祭の夜に、僕ぼくがプレゼントしたアレですよね？」

　自分の贈おくり物ものを、いともあっさり他人に譲じよう渡とされ、少しばかり悲しげな顔のダイアンであったが、その目に、ソフィアの顔が映る。

「うるさい……ダイアン……」

　口をへの字に曲げ、必死に顔をこわばらせ、泣かないようにしている。

　涙を流せば、自分の惚ほれた男の、一生に一度の場を汚すことになる。

　だから、「姉貴分として」、「元上官として」、必死に、そうあれと振る舞まっているのだ。

「また、作りますよ」

　それに気づいたダイアンに、それ以外、言う言葉はなかった。

「今夜は付き合え……飲まねばやってられん……！」

「嬉しいような悲しいような」

　肩かたをすくめるダイアンに、ソフィアは少しだけ寄りかかっていた。

　立会人はいる。

　神の前で宣誓を立てさせる聖職者もいる。

　指輪もある。

　全ては、揃そろった。

「スヴェン………」

「主さ……いえ……ルート……！」

　そして、ルートとスヴェンの二人は、愛を誓い、口づけを交わした。

　スヴェンにとって、至福の時であった。

　その喜びの中、彼女は、もう一つの決意をする。

（この人とともに生きたい。幸せも喜びも悲しみも、共に、分け合いたい。そして――）

　それは、機械人形に生まれた者が望むには、条理に外れたものかもしれない。

　そんなことが、できるわけないと、頭から否定していたことだった。

（この人とともに、老いて死にたい）

　あの日、自分の「父親だ」と言って現れた男、マイッツァーの別れ際の言葉に、すがる覚かく悟ごをした。

「お前、人間になりたくないか？」――

　この日この時、スヴェンは、人間になることを決意した。







幕まく間あい劇その三







　王都ベルン郊こう外がい――宇宙旅行協会の研究室。

「あなたほど優ゆう秀しゆうな方なら、あの兵器が、世界の軍事バランスを崩くずすということはおわかりのはずだ」

「…………………」

　マイッツァーの言葉に、オーギュストは答えない。

　ただじっと、ソファーに深く腰こし掛かけ、ぬるくなったカップを握にぎりしめている。

　弾だん道どうミサイル、〝ヴェルヌ１号〟――スイッチひとつで、敵国に直接攻こう撃げきを仕掛けることができる、新型兵器。

「宇宙に行くために編み出した技術……まだその実現は難しいが、弾道飛行によって、超ちよう長ちよう距きよ離りの直接爆ばく撃げきが可能なレベルではある」

　もしそれが実現すれば、次の戦争は、さらに多くの民間人を無差別に殺傷しうる。

　いや、ことはそれだけではすまない。

　そんな兵器が存在し、実用化に成功していると広まれば、それだけで新たな戦争の火種となる。

「しかもあなたは、あまりよろしくない相手と、組んでしまった御ご様よう子すですな」

　今回、マイッツァーはこの地に向かう前に、エルヴィンに紹しよう介かいを依い頼らいした。

　もしも、軍の新兵器開発を裏で行っている機関であるならば、一軍の最高指導者である彼が、他国の将軍をやすやすと行かせるわけがない。

　にもかかわらず、付かせたのは、監かん視し役やくにもならない新兵のマリッサ一人である。

「エルヴィン元げん帥すいは、宇宙旅行協会を重要視していない。少なくとも、今は……にもかかわらず、あなたの研究は、すでに実用段階に迫せまりつつある」

　大して重要視していない軍や政府からの支し援えん額がくは、たかがしれているだろう。

　本来ならば、できる研究は、鉛えん筆ぴつとさして変わらない大きさの試験用ロケットを打ち上げるのがせいぜいであったはずだ。

「今まであなた方の研究を支援していたのは……今は亡なき、あの方ではないですかな？」

「―――!?」

　オーギュストの顔が一層青くなった。

（やはり……か）

　あの方――マイッツァーは、あえてその名を出さなかった。

　出せば、否定しても否定しなくても、オーギュストの立場が悪くなる。

　彼はそれを、慮おもんぱかったのだ。

（彼も、死んだ後も、色んな所で顔を出すねぇ）

　それだけ優秀な男であったということなのだろうが、あらためてその厄やつ介かいさに、ため息を吐きそうになった。

　その男の名は、ゲーニッツ……王都で反乱事件を起こした張本人。

　そして、新たな大戦を引き起こそうと、様々な陰いん謀ぼうを巡めぐらせていた男である。

（この地もまた、彼の〟遺産〝と言ってもいいのかもな）

　だが、そこまでの確信を得て、もう一つの疑問が浮うかぶ。

　すでにゲーニッツはこの世に亡く、彼の配下の親衛隊は瓦が解かいした。

　にもかかわらず、宇宙旅行協会は未いまだに支援を受けている上に、そもそも――

「反乱事件の後……エルヴィン元帥の正規軍は、徹てつ底てい的てきにその残党狩がりを行った。わずかなつながりでも、決して見み逃のがしはしなかった……しかしあなたは追及を免まぬがれた」

　ここには一いつ切さいの捜そう査さの手は及およばず、オーギュストも拘こう束そくどころか監かん視し対象にもなっていない。

　なんらかの組織が、彼らを保護し、隠かくし、支援している。

　今のワイルティアで、そんなことができるものがいるとすれば――

「保安部、ですね？」

「――――――――！！！」

　もはや、オーギュストは表情を隠すことすらできなくなっていた。

　ただただ、真っ青な顔で、ガクガクと震ふるえている。

「なんともはや……」

　マイッツァーは、事実を知り、呆れたため息を吐く。

　保安ジツヒヤーハイ部ツデイーンスト――「ワイルティアの耳」とも恐れられる、裏の秘密警察である。

　そして、自分たちを「ゲーニッツの遺志を継つぐもの」と自任している連中だ。

「私の研究は、誰だれかが必ず成し遂げるものだ」

　震えながら、オーギュストは口を開く。

「たとえ私が止めたとしても、他の者が実現させるだろう。早いか遅おそいかの違ちがいだ！」

　秘密結社に等しい者たちの支援を受け、大量破は壊かい兵器の開発に手を染めた。

　だが、自分がやらなくても、いずれ誰かが完成させていた。

　ならば、せめて人類の宇宙進出という理想を持つ自分の一助になれば、まだ「マシ」ではないか――オーギュストはそう言いたいのだろう。

「その早いか遅いか、が……重要なのですよ」

　悲しげに目を細めつつ、マイッツァーは言う。

　彼は善人なのだろう。

　少なくとも、科学の発展のためなら、どれだけ犠ぎ牲せいを払はらっても構わないと、堂々と言えない程度の良心は備えているのだろう。

　そして、「人類の宇宙開発史に名を残す」という欲望に抗こうしきれぬ程度なのだろう。

「まだ戦争が終わって二年……いや、三年か？　ともかく、まだ各国ともに、戦後復興の真っ最中で、疲ひ弊へいしきっている。だが、ヴェルヌ１号などという兵器が世にあることを知れば、それでも再び戦争は起こるでしょう」

　一大陸規模に収まらず、ノアやエイジア、他の大陸文ぶん化か圏けんにも飛び火し、世界規模の大戦争となる。

「そうなったら、エウロペア大戦などという規模では済みません。次の戦争は、こう呼ばれるでしょう……〝世界大戦〟と」

　先の大戦とは比べ物にならない被ひ害がい者しやが生まれるだろう。

　いや、問題は、それだけに収まらない。

　そんな大戦が引き起こされれば、人類は〝保たない〟。

　回復不可能な貧困と混乱が起き、戦後のほうが戦中よりなお無残な状じよう況きようとなるだろう。

「人類の現在の進化速度は異常です。本来なら数年がかりで育て上げる家か畜ちくに、無理やり餌えさを食わせ、歪に肥え太らせているようなものだ。骨や内臓がついて行っていない」

　オーギュストの言うように「早いか遅いか」の問題で、弾道ミサイルは開発されるだろう。

　だがそれには、弾道ミサイルが戦場で用いられても、人類社会が維い持じできるくらいまで、世界そのものが成長してからでなくばならないのだ。

「このままでは人類は、『戦争をするだけの動物』になってしまう。戦争は人の性かもしれないが、それはあくまで生きるための方法としての結果だ。これでは原因と結果が逆転してしまう」

　領土資源、思想宗教、様々あるが、戦争もまた、人が「生きる」ために行う「生存行動」である。

　生存する理由が「戦争をするため」であってはならないのだ。

「いや………」

　そこまで話したところで、マイッツァーははたと気づく。

　人間の思考というのは不思議なものである。

　一人で黙もく々もくと張はり巡らせていては、至らぬ領域というものがある。

　己の考えを人に話し、それを耳から聞くことで、至高の相乗効果が起こる。

「そうか……〝彼かの女じよ〟の目的は、それか―――」

　思わずマイッツァーがつぶやいたのと、彼の前に座すわるオーギュストの顔が、蒼そう白はくにも等しくなったのは、同時であった。

　彼が、マイッツァーの言った意味を理解したのではない。

　マイッツァーの後ろにいる、〝彼〟を見て、顔から血の気を引かせたのだ。

「やめておきたまえ」

　振ふり返かえるまでもなく、マイッツァーは警告する。

「そんなことをしてもなんの意味もない。そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうでどこを撃うっても、なんの効果もないぞ」

　マイッツァーは、先のオーガンベルツでの一件で、オーガストの特務兵の放ったグレネード弾だんの直ちよく撃げきを受けても無傷だった。

　いかなる力によるものかは常人には理解できないだろうが、背後に立つ者が隠し持もっている拳けん銃じゆうの弾だん丸がん程度では、頭部を撃たれたとて、それこそなんの効果も得られないだろう。

「だから止め給たまえ……ええっと、ヘルムート君だったかな？」

　心からの警告を、背後に立つ、オーギュストの助手、ヘルムートに告げる。

「なるほど、君が監視役か……保安部の」

　ヘルムートに、先さき程ほどまでのそばかすの跡あとがまだ残るあどけない少年の顔はなくなり、冷れい酷こくな兵士の表情となっている。

「はい、将軍閣下」

　マイッツァーに問われ、ヘルムートはあっさりと肯こう定ていする。

「なんという……」

　うろたえるオーギュスト。

　青ざめ、取り落としたカップの中身が、ズボンを濡ぬらしたことすら気づかないオーギュスト。

　彼もおそらく、ヘルムートが自分の監視だったことを知らなかったのだろう。

「ただ止めさせるだけだったら、ここまでする気はなかったのですが」

「ほう？」

　その言葉に、片眉を上げたマイッツァーに、ヘルムートは続ける。

「あなたは……〝聖女〟の存在を知っているのですね」

「さて……？」

　とっさにはぐらかすが、無む駄だであろうことは理解していた。

　それどころか、思った以上に事態が「最悪」であることを痛感する。

（なるほどなぁ……保安部は、アイツのことを知っていたのか……いや違うな、知っていたからこそ、結成された。そして……）

　彼らを組織したゲーニッツもまた、それを知っており、〟聖女〝に対たい抗こうするために、無む茶ちやな反はん乱らん作戦を実行したのだと理解した。

（彼は確か……神聖帝てい国こくの皇族の血を継ぐ者だったらしいな……）

　以前の、ノアの情報部からの調査報告書を思い出す。

（アイツは……獅し子し王おう帝ていを使って、死に体だったとはいえ、神聖帝国を滅ほろぼした。奴やつこさんにとっちゃあ、父祖の仇かたきでもあったわけだな）

　百五十年前から、人類社会に介かい入にゆうし、歴史を操作してきた〝聖女〟――かの者からの解放を決意し、彼はワイルティアを掌しよう中ちゆうに収め対抗しようとしたのだろう。

　ヴェルヌ１号も、そのための手段の一つ。

　だが彼は今は死に、その残党が、彼の計画を実行しようとし、結果として、それが〝聖女〟を利する行こう為いとなっている。

（こいつらも、エウロペアの……いや違う、〝俺たち〟の被害者みたいなもんだな）

　悲しみにも似た、罪悪感が、マイッツァーの胸を締しめた。

「ヘルムート君……あ、いや、本名かどうかはわからんが、便べん宜ぎ的てきにそう呼ぶよ？　さっさと立ち去るならば、追わないし、なにもしない」

　無駄だとはわかっていたが、それでも聞き分けてもらおうと、最後の警告を行う。

　これでダメなら、骨の一本くらいは覚悟してもらわねばならない。

「ダグラス・マイッツァー将軍……あなたはたいそうお強いらしい。人間離ばなれしているくらいには……だが、彼女はどうですかね？」

　しかし、ヘルムートの口調に、変わりはなかった。

　それどころか、一層、酷こく薄はくさが増していた。

「むっ――――!?」

　気づいたときには遅かった。

　ヘルムートの銃じゆう口こうは、自分の頭部には向いていない。

　隣に座り、なにが起こったかわからず、きょとんとしている、マリッサに当てられていた。

「さて、どうなさいます？」

　冷静に考えれば、聞く必要のない話である。

　彼女はただの、下兵士である。

　国家の重要な地位を占しめる者でもなければ、希少な技術を持つ者でもない。

　ついでに言えば、高貴な家いえ柄がらの者でもない。

　仮に死んだとしても、どうということもなく、国家間の取引が少々小難しくなる程度で、対処できる損失でしかない。

　だが―――

（約束しちゃったんだよなぁ～………）

　宮きゆう廷てい通りのパン屋のあまりの高さに、目を回したというマリッサ。

　彼女に、「あとでそのパン屋さんに行こう」と話した。

「そんなことしちまったら、ウチの娘むすめに一生口利いてもらえなくなりそうだ」

　降参――とばかりに、マイッツァーは両手を上げる。

「賢けん明めいなご判断、感謝いたします」

「言ってろ」

　勝かち誇ほこるヘルムートに、マイッツァーは舌打ち混じりで返した。

「一つ聞かせたまえ……ヴェルヌ１号は、どの段階にある？」

　開発段階にも、いろいろある。

　机き上じようの計画の段階か、理論だけは組み上がった状態か、発射実験のための疑ぎ似じ模型が作られた程度か、それによって、話は変わってくる。

「まぁいいでしょう。教えて差し上げます。めでたい日ですしね」

　ヘルムートの声に、背中越ごしにもわかるほどはっきり、愉ゆ悦えつの色が混ざっていた。

「めでたい？」

「ええ、ついに試作機が完成したんですよ。ヴェルヌ１号の発射実験は、今週中にも行われます」

　その答えは、世界の破滅への針を、大きく前進させるものであった。




「驚天動地の九日間」――

　それは、まだ、半分も終わっていなかった。
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「戦うパン屋と機械じかけの看板娘」九巻でございます！

　いやぁ、驚きましたね。

　劇中時間、実はやっと一年です。

　まぁよくあることですよ。ホラ、バトル漫画とか、あとスポーツ漫画とかもそうですね、武道会とか、全国大会とか、下手すりゃ十年近くやりますし。

　とはいえまぁ、それだけやらせていただいていることは、純粋に幸福なわけですがね。

　ってなわけで今回は、「今まであんまり絡まなかった人同士を絡ませよう」をコンセプトにお送りいたしました。

　一巻から出ているのに、劇中では一度も会話していない人とか、なにげに多い。

　ルートとダイアンや、スヴェンとブリッツドナーのようにですね。

　あ、ちなみに、今回妙に目立っていた、ヘッポコ兵士のマリッサは、ボイスドラマ版での新規キャラだったのですが、意外といい動きをしてくれる子なので前巻から登場し、次巻も大活躍してしまいます。巻き込まれる形で。

　ボイスドラマの詳細は「センチネル・レベッカ」で検索してみてください♪

　それにしても、人間というのは、相手によって違う側面を見せるものです。

　そもそもが、「誰にでも同じ態度」で応対する人のほうが少ないものです。

　親であったり、子であったり、恋人、友人、先輩後輩、上司に部下にエトセトラエトセトラ……時に同じ人間の話をしているのに、あまりにも噛み合わないくらい、別の顔を見せている人もいるくらいです。

　誰かにとっての、「最低の人間」と「最高の人間」は、実は矛盾なく存在しています。

　次の巻では、それを大きなテーマとして描こうと思っております。

　それでは、恒例の謝辞などを――この本の、出版、流通、販売に至るまで、関わってくださった全ての皆様、そして今回も大変素晴らしいイラストを上げてくださった、ザザ氏に、心からの感謝を。

　いろいろと大変な中、本当にありがとうございます。

　そしてなにより、今この瞬間、この本を手にとって下さっている全ての皆様、ありがとうございます――

　次はいよいよ大台の十巻で、またお会いいたしましょう。

　それでは！


ＳＯＷ
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